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　星せい彩さい、と生前に呼ばれたことは一度もなかった。

　親から与えられた名もどこかに置き去りにして野の垂たれ死じにする寸前に拾われ、与えられた名は適当なものだった。彩さい鸞らんと呼ばれた地にいた娘、という程度の意味の──

「彩さい児じ。引き揚げるぞ」

「……あら。もう終えてしまったんですか？　首領」

　闇やみが色いろ濃こい新月の深夜。

　とある商家から血のにおいをまとって戻ってきた男を、彼女は抑よく揚ようのない声で迎えた。

　門の脇にそびえる樹にもたせていた背を離し、長身の男を見上げる。

　長い付き合いなので、暗い中でも、彼がどことなく不満げなのは感じとれた。

「ここの用心棒は、結構あなた好みの強つわ者ものぞろいだと思ったんですけどねぇ」

　彼女の役目は、情報集めと事前の工作。

　臨りん時じ雇やといの召めし使つかいなどになりすまして、本隊より先に潜入し、邸やしきの見取り図や標的の行動などをつかんでおく。持ち前の美び貌ぼうと気どらない物腰で、邸の主人や用心棒たちと打ち解とけるのには、今回も時間をあまり必要としなかった。

　拠点に向けてさっさと歩きだしながら、男は達たつ観かんしたような口く調ちようで言う。

「たしかに、腕前だけなら用心棒としては上等の部類だ。だがそれだけだ。この俺には歯が立たぬと知ったとたんに持ち場を捨てて逃げていくばかりだった」

「あらまあ」

　それはあたりまえの反応だろうと、彼女は思った。

　彼女も一応は、男が編み出した武術とやらを習得させられたから、彼の殺しの腕前の冴さえがどれほど残ざん酷こくで相手に絶望をもたらすものかを知っている。

「やはり金で雇われているだけの人間の命は、刈かりとってもつまらんな。次は這はってでも俺を殺そうとしてくるような標的がいい」

「贅ぜい沢たくですねぇ。そればっかりは、あたしではどうにもなりませんよ」

「興きよう醒ざめだ。まったくもって興醒めだ」

　それは男の口くち癖ぐせだ。

　彼は殺しを生なり業わいにする卑いやしさを認めており、それでいて恥はじたり後悔することはない。

　ときとして求道者のように、戦いの中で己おのれを満たすものを探しつづけているように見えるのが彼女には不ふ思し議ぎだった。

　善か悪かで言えば、間違いなく悪党なのに──

　と。男がふいに足を止め、彼女を振り向いた。星明かりを背にして見下ろされる。

「そういえば用心棒の一人が、逃げながらおまえの偽ぎ名めいを呼んでいたな。また惚ほれさせたのか？」

「警戒を解いて好感を持たれるための演技は、あたしの特技ですからねぇ……」

「おまえにはその気がなかったのか？　恋に憧あこがれているんだろう？」

「…………」

　皮ひ肉にくというわけでもなく、ただ素そ朴ぼくに問われて、彼女はとっさに言葉に詰まった。

　この男は、気まぐれのようにこちらの深しん淵えんを探さぐりにくるので気が抜けない。

「恋に限らず、のんびり商あきないでもしながら平へい凡ぼんに暮らす生活がしたくなる日もある、という話ですよぅ。仕事を終えた後は特に、ちょっと衝しよう動どう的てきに」

「なるほどな。その心情、俺にも理解できなくはない」

「……へぇ？　本当ですか？」

　今度は驚きで、声がやや跳はね上がった。彼ほどこの稼か業ぎようを楽しんでいる者はいないと確信していたのに。

　彼女の当とう惑わくのまなざしを受け止めながら、男は平然と続けた。

「俺とて、このように何も生まぬ方法以外で幸いとやらを得られるのなら、そのほうが気が楽だしそちらを選ぶさ。ま、今こん生じようの俺にそんな善行ができるとは到とう底てい思えんがな」

「…………」

「月がないせいか、悠ゆう長ちように話をしすぎたな。さあ戻るぞ」

　広く、たくましい背中。肩先に乱れかかる、朝焼け色をした蓬ほう髪はつ。

　決してまともではない男で、ずっと従っていても幸せになどなれないのは百も承しよう知ちの上なのに、彼女は結局最さい期ごまでその背中を追いかけてしまった。

　手の中にはほかに何もなかったし、今さら自分に何かを得たり守ったりできるとは思えなかったから。
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　物もの心ごころつく前から首領に子こ飼がいにされていて、ほかの生き方もあるかもしれないことに気づいたときには抜け出せなくなっていたのだが、ずるずると自分をごまかし人を騙だまし裏切り見殺しにしながら生きてきたのも、また事実。

　死に方はまさに因いん果が応おう報ほうといった具合だったが、世を恨うらむでもなく、自分には妥だ当とうだなとすら思っていた。

　だから──

「わたしは、姚よう朧ろう月げつというの。あなたのおなまえは？」

「あたしは──そう……星せい彩さい、って呼んでくれます？　小さなお姫さま」

「……星彩？」

　うっかり幽ゆう鬼きとして地上に留とどまってしまい途と方ほうに暮れていたところに、翡ひ翠すい色の瞳ひとみで死の世界を見てしまう女の子と出逢ったときは、なにやら感動的ですらあった。

　仕事でもない場所でこんな小さな娘に名前を聞かれたのは初めてで、だというのに自分で考えた新しい名は、驚くほどすんなりと唇くちびるからすべり出ていた。

　故郷の名でもある「彩」の字はとっておきたい。

　それと、月の字を持つ彼女に近い何かがあればという願いに、胸の内側を叩たたかれて。

「星彩？」

「はい、お姫さま」

「……星彩。それならわたしのことも、名前で呼んでくれる？」

「もちろんですよ。じゃ、朧月ちゃん、でいいですか？」

　幽鬼となった自分をただやわらかく受け止める子供のまなざしに、彼女は嚙かみしめるようにうなずいてみせた。

　演技ではない笑顔を浮かべることのできた自分に、内心ひそかに驚きながら。
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　黄こう華か宮きゆうは、本来のあるじ・華か天てん狼ろうがいない二度目の朝を迎えていた。

　天狼はしばらくの間、弟である天てん祥しようとともに皇こう帝てい陛へい下かの寝しん宮ぐうに留とどまり、協力して陛下の代行を務めることになっている。身の安全は確保されているし、皆で心配していた弟殿でん下かとの関係も温かいものらしいと聞き、黄華宮で働く者は安心して、客人の待たい遇ぐうに心を配っていた。

　その客人というのが、最初は天狼の話し相手として招かれた朧ろう月げつを含む数名だ。

「おい。眠れたか」

「はい、蒼そう刻こくさん。眠るまで星せい彩さいとおしゃべりをしていたので、時間は短めですが、思いのほかぐっすりと……」

　今け朝さは身み支じ度たくをきちんとして、飼かい主ぬしさまである蒼刻を迎えた朧月である。

　思いのほか落ち着いている珍ちん獣じゆうを眺ながめ、蒼刻が釈しやく然ぜんとしないという顔をした。

「のんきだな、おい」

「……あの話を聞いた当初は、さすがに冷静ではいられませんでしたが……星彩本人が、あのように元気ですゆえ」

　ぽりぽりと頭をかいて、朧月はまなざしを絨じゆう毯たんの上へと投げかける。

　命を狙ねらわれる危険もあったため、昨夜は念のための護衛を兼かねて、白びやつ虎こが同じ部屋で寝泊まりしてくれたのだが。

「我わが姫、そろそろ目覚めてはくれぬか？　蒼刻も来たことだし、何より儂わしが、おぬしの寝顔を眺めておるだけでは物足りないのでな」

「ん～……。仕方ないですねえ、あたしの神しん獣じゆうさまはたまに甘あまえたさんなんですから」

「容よう赦しやしてもらいたいな。このような姿は、我が姫にのみ見せるものだ」

「構かまいませんよぅ、昨夜はあたしがたっぷり甘やかしていただきましたからね♪　さ、どこを撫なで撫でしてほしいですか？」

「まずは、このあたりかのう……。もふもふ」

　…………。

　……………………。

　さわやかな朝の空気がさっそく桃色に染められるのに、蒼刻が腕組みして冷ややかにつっこんだ。

「向こうはさらにのんきだな、おい。心配してすごく損そんした」

「心配してくださったのですね、蒼刻さん」

「あんな打ち明け話をされたら、普通は気にかけるくらいはする」

　やさしい御方だとうれしくなって目元を和なごませる朧月に、すかさず釘くぎをさして、蒼刻は軽くため息をついた。

　とはいえ美女と神獣の変わらないノリにあきれているというよりは、安あん堵どのほうが大きいのだとわかる。

　星彩が昨夜、今まで朧月にも言わずにいた過去を告白した後だけに。

「死んで花実が咲くものかって言葉があるが、あの二人にはまったく当てはまらねぇな」

「はい。あやかりたいものですね」

「…………」

「……蒼刻さん？」

　不自然な沈ちん黙もくが降りたので小首をかしげれば、蒼刻が意味ありげに目を細めて、こちらの顔をのぞきこんでいた。

「それは、おまえもああいうふうに俺と絡からみたいってことか？」

「！　そ、そこまでは……」

　したくないですとは言い切らず、朧月はふと思案顔になる。

　腹ばいになっている白虎と、その背にしなだれて極上の毛並みを味わっている友人を、ちょっと自分と蒼刻に置き換えてみる。

「……そこまでの発想は実はなかったのですが、改めて言われてみますと、意外と……」

「したいのか」

　自分からからかいを口にしたのに、蒼刻はちょっと驚いたようだ。

　いつもとは逆に彼の不意をつけたのがうれしかったので、朧月はもう少しだけ積極的になって提案などしてみる。

「蒼刻さん、少しかがんでいただけます？」

「仕方ねえな」

　どこか楽しそうな苦にが笑わらいで蒼刻が膝ひざを折り、その背後に朧月はとてとてと回った。

　が。

　しゃがんだ青年武官の背後。朧月が彼の肩に手を置いて、なんとなく寄り添うこれは。

「これは……おんぶですね？」

「俺もそんな気がしてた。もしくは肩車の前段階だな」

「どういたしましょう？　このまま背負っていただいて、劉りゆう蒼刻号、発進！　と言いたい衝動がもそもそと」

「荷物運搬船じゃねえよ！　──って」

　ふと思い出したように、蒼刻は扉のほうを見やる。つられて朧月も彼の視線を追えば、いつのまにか扉が開いていた。

　廊ろうに立つ来訪者は、室内に入っていいものかどうか迷まよっている表情をしていた。

「いたのか衛えい万ばん里り」

「別に気配殺してきたわけじゃないんだから、もうちょっと早く気づこうな？　少年」

　寝ね癖ぐせがやや残る黒髪を手で押さえつけながら、万里ははっきりとあきれた表情を浮かべてみせた。

　元は国軍にも出入りする情報屋だった男だが、今は特に金を絡からめず蒼刻に協力しているそうだ。装よそおいも旅路でのそれとは違い、色いろ眼鏡めがねを外はずしたりと、皇宮をうろついていても不ふ審しんがられない程度には上等で端たん整せいなものにしている。

　半なかば背負うようにしていた朧月といったん離れ、蒼刻は心外そうに言う。

「気づいてはいたぞ。俺としては『まだいたのか』って意味で言ったんだ」

「空気を読んで退散しとけってことかい！　ったく、いっぺん締めときたくなる未来の護ご花か七しち将しよう軍ぐんさまだな」

　やってられんという渋しぶい顔になり、眉み間けんのしわをもみほぐす万里。

「で？　そいつは子守りの練習なのか、斬ざん新しんなじゃれ合いなのか訊きいても──いや、やっぱりいい」

「いいのか」

「少年たちに深くつっこんでもいいことないって、俺もいいかげん学習したんだよ」

　朝から結構な言われようである。

「そんなことより、客人が来てるぜ。執しつ事じ部屋で待ってもらってるが、呼んでくるから他人さまが見ても恥ずかしくない状態にしとくんだぞ？　お兄さんからの忠告だ」

「……ご面めん倒どうをおかけいたします」

　蒼刻も張ちようさんも星彩も、今までしていたことの何が恥ずかしいんだという態度なので、おとなしく反省したのは朧月のみだった。

　そして──

「お久しぶりです、先輩方」

　現れた「客人」は、濃こい茶色の髪を巾きんできっちりまとめた若い武官だった。

「雄ゆう飛ひ？」

「雄飛さん……？」

　意外そうな声を、朧月と蒼刻は立て続けに発した。
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　関かん雄ゆう飛ひという少年は、国軍においてどちらかといえば少数派の部類だ。

　眼がん光こうが鋭するどい上に基本的に愛あい想そに欠けるせいで遠巻きにされやすい蒼そう刻こくを、恐れげなく先輩として慕したっているのである。

　今日の雄飛は、得え物ものである朱しゆ塗ぬりの槍やりを背負っていなかった。宮内に通される際に、武装を預けるよう言われたのだろう。

　双そう璧へきから特命を受け、第一皇おう子じの許しも得て帯剣している蒼刻が例外で、万ばん里りでさえ今は身に寸鉄も帯びていないのだ。

　武器をとり上げられて落ち着かないのか、内ない廷ていに慣れていないのか、雄飛は緊張を感じさせる硬い動作で頭こうべを垂たれた。

「どうも、朝から、それもご歓かん談だんの最中にすいません」

「気にするな。別にたいした話はしてない」

　蒼刻は、己より少し背の低い後輩へと視線をあてがう。

「久しぶりの気がするな、雄飛。あの許嫁いいなずけとはうまくやれてるのか？」

「はい！　惚のろ気ければ長い話になるんですけど」

「惚気るなよ」

「じゃ、その夏か燐りんさんも一緒に来てるんで、ここに連れてきてもいいですか？」

「……夏燐さまも、ですか？」

　驚きが半分、微笑ほほえましさが半分の心地ここちで、朧ろう月げつはゆっくりと瞬まばたいた。

　胡こ夏燐は雄飛より年上の幼おさななじみで、今は正式な許嫁だ。

　以前に二人の間でちょっとしたすれ違いがあった際、朧月たちは幼なじみにべた惚れの雄飛から相談を受けたり、夏燐のほうがひそかに抱かかえていた問題に関わったりと、彼らが仲直りをするまで見守った縁がある。

　もちろん構かまわないので、雄飛が改めて許嫁を呼びにいくのを待っていると、廊ろうから声が聞こえてきた。

「雄飛……わたし、やっぱりいつもの服に着替えたほうがよくないか？」

「えッ、なんでですか。すっごいきれいなんだから、おれに許嫁を見せびらかす楽しみをくださいよ夏燐さん」

「ば、ばか！　別に雄飛のために着飾ったわけじゃなくていやそれも少しはあったけど、この格かつ好こうは秋しゆう翠すいに強く勧すすめられたからだし、わたしも秋翠の商あきないにちょっとでも協力したいなとかあってッ」

「うんうん。おれに見せてくれるためでも少しはあったんですね。本ほん望もうです」

「ッ……どうして雄飛はいつも、わたしの話を半分しか聞かないんだ……！」

「あ痛いたッ」

　……朱に染まった夏燐の顔が目に浮かぶやりとりが、まる聞こえである。二人とも無自覚に結構声が大きいのだ。

　なんとも言えない顔になった蒼刻が、ちらりとこちらを見た。

「朧月。その笑い、あいつらが来るまでには引っこめておけよ？」

「……難題ですね」

　星せい彩さいと一緒になって、すでにゆるんでいた口元を急いで手で隠しつつ、朧月。

　一方で張ちようさんは、にやにや笑いを隠す気すらないようだ。

「すまん、儂は無理じゃ」

「あんたはまあ神獣さまだし、笑顔ってわかりづらいからいいや」

「どいつもこいつも頭が春すぎて、お兄さんはまったく笑えないんだぜ」

　白虎の頰ほおのあたりを適当につまむ蒼刻の横で、万里が疲れたように嘆たん息そくする。

　ゆるむ頰を押さえるのをやめ、朧月は思わず彼の横顔を見つめた。

「…………」

　愛用の胡う散さんくさい色眼鏡を外し、前髪を半ば後ろに流して表情をさらしたためか、万里の印象は以前とは大きく変わっている。

　隠すもののない黒い瞳を時折よぎるのは、内に秘めた熱いもの。

　旅暮らしをやめて皇都に留とどまり、いずれ蒼刻の補佐役になることを視野に入れて動くという生き方に変えたのは、かねてより恋こい焦こがれていた湘しよう雲うん公こう主しゆにどうにかして近づきたい一心なのだと、蒼刻から説明を受けた。

　湘雲公主は、亡なき母君が皇帝陛下と結ばれるまでは城下で暮らしていたそうなので、その頃に関係があったのだろうと見当はつくが。

（身分の差でも前ぜん途と多た難なんそうだけれど──それ以前に、たしか湘雲さまは……）

「すいません、お待たせして！」

　と。

　もやもやと複雑な想いでいたところに、雄飛の声が響いた。

　とっさに顔を上げ──思わず朧月は友人と一緒になって、おお、と小さく感嘆の声をもらしていた。

　雄飛に引っ張られるようにして、背の高い少女・夏燐が現れたのだ。

　しかも以前に見た男装ではなく、翼つばさのように袖そでのはためく上じよう衣いと、裾すそがくるぶしまで達する裙くん子ずで清せい雅がに装っているのだ。蜂はち蜜みつ色の髪には簡単な編みこみがなされ、簪かんざし代わりの青と白の絹花が映はえる。

　ぎこちなく朧月たちの前に進み出ると、夏燐は慣れぬ女衣裳が恥ずかしくてたまらないというように目を伏せた。

「お久しぶりです。その節は、お世話になりました」

「いえいえ、わたしは特に何も……。今日は、お鞋くつまで華はなやかなのですね」

　社しや交こう辞じ令れいではなく朧月は言った。足元に注目してしまうのは、故郷では内職で鞋を作っている影響だ。

　ぱっと頰を赤くして、夏燐はますますうつむいてしまう。
















「これは、その、秋翠の見立てなんです。仮にも内廷にお邪じや魔まするのなら、このくらいは気合いを入れろとけしかけられて」

「秋翠さまも今、皇都にいらっしゃるのですか？」

「無む名めいの──相方の商談についてきたらしいです。秋翠はああ見えても、外に出るのが大好きで、行商も苦じゃないから」

　秋翠は夏燐の友人で、今は結婚の約束をした青年と商いをして暮らしている。

　凜り々りしい少女の恥じらいやめずらしい装いへの好こう奇き心しんは、朧月の引っこみ思案をいい具合に中和してくれた。星彩が隣となりから「流は行やりの色ですよこれ」などと情報をくれるので、調子に乗って受け売りを口にしていく。

「裙子の黛たい藍らん色、すてきです。近頃の流行りだそうですね？」

「これも秋翠が勧めてくれたんです。華か美びすぎないから、わたしでも着やすいだろうと」

「秋翠さまは目め利ききなのですね……。よくお似合いです」

「そうですか？　わたしはどうも着慣れてない感じが強くって……」

　人見知りと照れ屋が少しずつ打ち解けていくのを、数歩離れたところで見守りながら、雄飛が遠えん慮りよなしにでれでれする。

「伏し目がちの夏燐さん、たまんないっすよね」

「そのネタを俺に振られても反応に困るんだが。まあ、うっとりするのは勝手だが、鼻から純情だけはやめろよ？」

　蒼刻ははっきりと釘くぎをさしておいた。

　雄飛には、許嫁のことで熱くなりすぎると鼻から流血をはじめ、顔の下半分を真っ赤にしてしまう悪あく癖へきがあるのだ。

「はい、大丈夫です先輩！　最近ちょっとは鍛きたえられてきたんですよおれの鼻」

「もっと別のところを鍛えろよ。おまえ武官だろ」

「もちろん身体からだも鍛えてます！　将来的には、夏燐さんの身長を四寸すんは上回りたいんで」

「動機が不純なのか純粋なのか」

「──で。おぬしたち、今日はまたなんの用があったのかな？」

　白虎が至いたって冷静にそう訊たずねるのに、そういえば忘れていた、と朧月や蒼刻まではっとしたときだ。

　いつのまにか部屋を出ていた万里が、戻って顔を出すなりこう言った。

「おい、桂けい雨う宮きゆうのほうは準備ができてるとさ」

「……桂雨宮？」

　何事かと、きょとんとして朧月は問い返す。蒼刻も「なんだそれ？」という顔だ。

　はっきりと眉間を狭せばめて、万里は客人につっこむ。

「おい雄飛くんとやら、先輩に何説明してんだ？」

「すいません！　前置きで惚気てたんで、まだ本題に入ってませんでした！」

「…………おう、そうかい」

　駄だ目めじゃないかと言う手前で、大まじめに頭を下げられたせいで、万里はそれ以上つっこむ気力を削そがれたらしい。

「ったく。色ぼけしすぎな少年の代わりに、俺が勝手に要約してやるとだ」

　いささか刺とげのある前置きをして、彼はすぐに告げた。

「先日の皇帝陛下の襲しゆう撃げき事件──その手引きをしたと思われる葉よう家の当主が、少年たちに逢あいたいそうだ。どうする？　ま、逢わなくても支障はまったくないが」

　どこか試すような口ぶりで。

　こちらが、まるきり予想していなかった内容を。
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　桂けい雨う宮きゆうはその性質上、外朝とも内廷ともつかぬ場所に位置している。

　蘭らん桂けい宮きゆう──すなわち後宮に入った妃きさきが、その親しん戚せきや友人と逢って過ごすために造られた建物なのだ。

　名前のとおり、秋になれば庭園に植えられた桂けい花かが、枝葉を黄金の雨に濡ぬらしたかのようにたくさんの花をつけ、満開ともなれば空気の色が変わった気さえするほど濃密な香りを放つ。

　しかし春を過ぎた今は、四し季き桂けいと言われるあまり香りのない品種の桂花が慎つつましやかに彩いろどりを添えているのみだ。

「……ここは、こんなに警護の方が多かったかしら？」

「いえ、以前よりも物々しくなってますよ」

　戸惑いがちに朧ろう月げつがつぶやくのに、星せい彩さいもまじめに答える。

　主おもだった皇族に伴はん侶りよがいないため、普段はほとんど人ひと気けのない建物なのに、今日は妙みように武官らしき姿が目についた。

　自分が警戒されているわけでもないのに、無意味に緊張してしまい、朧月は蒼そう刻こくの背にこそこそと隠れたがる。

「朧月ちゃん、動きが不審者すぎますよ」

「うう……警護の皆さんの体格がよろしすぎるから、つい身構えてしまって……」

「そういや朧月ちゃん、本来は威圧感のある殿方が苦手ですもんねぇ。武官さんにはもう懐なついちゃってますけど」

　からかうように目を細める星彩。──どこをどう見ても普段どおりの明るい友人の姿には、ひそかに安あん堵どさせられる。

　昨夜に打ち明け話をされた直後は、さすがに物思わしげにまつげを伏せる表情が目についたものだが、思ったよりも切り替えが早い。

　過去は今にはなく、未来は今の先にしかない。そういうことなのだろうか。

「でもまあ、皇帝陛下襲撃の関係者がここにいるんじゃ、警護が厳重になっても仕方ないっすよねぇ」

「……そうね。むしろ牢ろう獄ごくなどに拘こう束そくされていないのが不思議なくらいなのかしら」

　葉よう家当主。

　捕らえられたばかりで、国軍もまだ証拠などを調べ終えたわけではないが、すでに扱いは「容疑者」どころか「罪人」のそれに近いはずだ。

　朧月も詳しくはないが──たとえば蒼刻の劉りゆう家を含む三大家や、それに次ぐ袁えん家などの名門は、神しん華か国を代表する大貴族なので、たとえ罪人だとしても荒っぽい扱いがしづらいことはあるだろう。

　しかし葉家は近衛このえ、すなわち禁軍に奉ほう職しよくする者がいるとはいえ、そこまで高位の家柄ではなかったはず──

「……とぁ!?」

　妙な声が口から飛び出したのは、考えごとに気をとられて、つまずいたせいだ。

　廻かい廊ろうにきれいに敷き詰められた石と石のわずかな隙すき間まは、普通の人よりはるかに鈍どんくさい彼女にはたいへんな障害物なのである。

　だが今回は転ぶ前に、もふっとしたものに受け止められた。

「ちょ、張ちようさん……。ありがとうございます」

「いや、なんの。たまには蒼刻の真ま似ねを、と思ったまでだ」

　朧月が体勢を立て直すまでを見守ると、白虎はにやりと口角を上げて、傍かたわらにいた青年を振り仰あおいだ。

「ふ。空から振ぶりにさせて悪かったのう？」

「……別に」

　伸ばした手が白虎よりも一歩遅れたのに、蒼刻はなんとも言えない表情をしている。

　少し思案顔になった後で、蒼刻は中途半端に伸ばしていた手を、改めて朧月の目の前に突きつけた。つっけんどんにも響く声で言う。

「行くぞ」

「は、はい……ッ」

　つないでもいいという言外のお達しに、朧月はほいほい乗っかった。

　国軍関係者の目につくのをはばかってか、最近はあまりしてもらえていなかったので、心を浮き立たせながら手につかまる。

　しかし後方から「夏か燐りんさん、ここはおれたちも手を」「ば、ばか！　公衆の面前でそんな恥ずかしいことができるかッ」と押し問答する許嫁同士の声が聞こえたのには、ちょっとばかり考えさせられた。……え、これってそんなに恥ずかしいことだったの？







　程なくして遭そう遇ぐうした桂雨宮担当の女によ官かんが、朧月たちをその部屋に案内してくれた。

　吉きつ祥しよう図ず案あんでもある桂花を、敷物はもちろん柱や調度品の彫刻にまで細やかにとりいれた一室は、桂雨宮ならではの雰ふん囲い気きがある。

　しかし調度品は円卓すらなく、意い匠しようをそろえた椅い子すだけがいくつか並べられていた。

　……なんとも不自然な空白が、漠ばく然ぜんとした不安をあおるかのようだ。

　待ち人は、部屋の中央にいた。

　黙然とうつむいていたその人が、身構えた様子でゆっくりと顔を上げ、こちらを見る。透明感のある瞳。

　扉が閉まるのを待って、まずは蒼刻が切り出した。

「おまえが葉家の当主か」

「はい。……あなた方が、噂うわさの──」

　すかさず頭を下げた葉家当主は、思わずといった様子でつぶやき、途中ではっとして口をつぐんだ。失礼だと考えたらしい。

（噂というのは、一体どのあたりの……？）

　やや気になる朧月だ。

　幽鬼が見える彼女も、とっつきにくい見た目のせいで損をしがちな蒼刻も、あまりいい噂の的にはならない。

　それはいったん横に置くとして、意外な想いならば朧月も味わっていた。

　不ぶ躾しつけだと気づきながらも、まじまじと葉家当主を見つめてしまうのを止められない。

（……殿方よね？）

　危ういほど中性的に整った容姿が、故郷の邸で働く十四歳の料理人を思い起こさせる。

　ただ目の前にいる少年──葉家当主は、もう少し年下だろう。おそらくは十二歳前後。

　やわらかそうな暗あん褐かつ色しよくの髪を、瞳に合わせた深ふか緑みどり色の綾あや紐ひもで高く結い上げている。

「葉家当主、葉冬とう泉せんと申します。御ご足そく労ろういただき、ありがとうございます」

　澄んだ声。張り詰めた響き。

　首筋から肩にかけての線は華きや奢しやで美しく、不安げにこちらをうかがう顔もほとんど少女じみた造作だ。

　翳かげりのある表情には、妙に心を引く切なさが漂ただよっており、あいまいな色香さえ感じられる。

　──皇帝陛下の襲撃に深く関与している、罪深き一族。

　──近衛を任されるほどの家柄だというのに、裏切りをしでかした。

　──昨夜には、朧月たちの口を封じようとさえした。

　葉家に関して、その程度の情報しかなかった身には、戸惑いが大きい。

　それに。

（初めてお逢いした気がしないような……）

　間違いなく初対面のはずなのに、不思議な感覚が胸に広がる。
















　とりあえず互たがいに名乗りを終えて、散らばった椅子を集めて腰を下ろすと、ぎこちない沈黙がつかのま場を支配した。

　己を奮ふるい立たせるかのような気のこもった声で、冬泉が切り出す。

「まずは、謝罪をさせてください」

「昨日の件についてか？」

　皇帝陛下の件に関しては、朧月たちに謝罪しても意味がない。相手が年下なので一応は抑えていたらしい鋭さが、蒼刻の声こわ音ねにじわりとにじむ。

　気け圧おされて息をのみ、だがその仕草を必死に隠しながら、冬泉は言葉を継いだ。

「はい。ご迷惑をおかけして……などという言葉では、とても足りませんが、本当に申し訳ありませんでした」

「あの殭屍キヨンシーと凶きよう手しゆは、おまえの手の者なのか？」

「いえッ──それは違います。それだけは……」

　焦あせったように少年当主はかぶりを振る。

「あなた方を襲ったのは、葉家の家人でも私兵でもありません。ですが、襲撃が行われてしまったこと自体は僕にも責任があります。本当なら、何を擲なげうってでもそんなことをしてはいけなかったのに、まんまと手を貸してしまったのですから」

「ふむ」

　後悔に唇を嚙む少年を見据えて、白虎が先をうながすように口を挟んだ。

「そのあたりにも、おぬしの姉の件とやらが絡んでおるのかな？」

「……そのとおりです」

　冬泉の瞳に、ひび割れそうな危うさがよぎる。

　彼の張り詰めた表情につられて朧月まで緊張してしまい、ひそかに息をのんだ。

　──冬泉の姉、葉春しゆん燕えん。

　一連の事件の黒幕だと思われている人物に逢うことを決めたのは、雄ゆう飛ひと夏燐からその話を聞いたからだった。

　重苦しい空気をまとう冬泉を宥なだめるためか、蒼刻があまり深刻ではないところから質問を始めた。

「おまえの姉が、胡こ夏燐の友人だそうだな」

「はい。その縁で僕も、雄飛さんたちとお付き合いさせていただいていました」

「そうか。──ならば、その誼よしみで俺も一応話は聞いておこう。だが劉家の力を使っておまえや葉家に便べん宜ぎを図るとか、そういう方面の期待はするなよ」

「わかっております。咎とが人にんの一族、しかもあなた方を害そうとした身でお頼みするなど、虫がよいにも程がある話ですから。でも僕はどうなろうと、姉と家人は──」

「そういう意味じゃない」

　一瞬だけ身を硬くしたものの、すぐに腹をくくった様子で早口に訴うつたえはじめた冬泉を、蒼刻は冷静にさえぎる。

「関わり合いになりたくないだけなら、いくら雄飛たちの頼みでも、わざわざここに足を運んだりはしない」

「…………」

「だがおまえの処遇は、今のところ国軍、より正確に言えば双璧が決めるべきものだ。俺は双璧の意に従って戦う者として、御お二ふた方かたの考えの外で勝手におまえに何かしたり交流したりするのは本来なら許されない。国軍の秩ちつ序じよに関わるからな」

「ごもっともです」

「だが」

　そっけない口調で続けながら、蒼刻は朧月たちへと視線を移す。冬泉もつられたようにこちらを見た。

　複雑な陰いん影えいをはらんだ深緑色の瞳とかち合う。

　朧月は緊張するのではなく、はっとさせられた。

　まだ幼さを残していてもいい歳だというのに、何か悟さとり切ったような落ち着きが大粒の瞳の底にあるのだ。

（そうか……冬泉さまは──）

「この娘と白虎と元情報屋には、今のところ俺ほど国軍とのしがらみはない。姉がらみで相談したいこととやらは、俺じゃなくて、こっちに向かって話せ。──そうしたら俺は、珍獣の飼い主兼神獣の友人兼未来の上官として、本来の職務に影響しない程度に手助けをしてしまうかもしれない」

「え。……あ」

　言葉の裏の意味をすぐに察したらしく、冬泉の表情がわずかに明るくなる。

　その様子にほっとさせられながら、朧月は蒼刻という人の性格を読み違えていなかったことにも胸を撫で下ろした。

（誠実で、人を助けるために力を使いたいと思っている方だもの）

　最初のそっけない拒きよ絶ぜつの仕方を見ても、失望するよりも先に、何か真意があるはずだと信じていた。

　胸に温もりを感じている朧月を、何か気づいたふうに蒼刻が仏ぶつ頂ちよう面づらで振り返る。

「なににやにやしてんだよ」

「え。微笑ましい、という顔をしていたつもりなのですが……？」

　小声でのやりとり。

　冬泉とも蒼刻たちとも、やや距離を置いた位置の椅子についていた雄飛たちもようやくほっとしたように息をついていた。話のなりゆきに一いつ喜き一いち憂ゆうし、蒼刻が「期待するな」と言いだしたときは、とっさに息までのんでいたのだ。

「武官さんったら、そんな遠回しなこと言わずに助けてあげればいいのにぃ」

「やかましい」

　肘ひじでこづいてくる星彩に、依い然ぜんとして小声で言い返す蒼刻。

「では──」

　改めて少年当主が、今度は朧月たちに向き直る。

　冬泉はかなり長いこと迷うそぶりを見せた後で、気け圧おされそうなくらいの真顔でこう切り出した。

「ええと……まず、珍獣とはなんのことでしょう？」

「……そこは食いつかないでくださいませ」

　朧月は額ひたいを押さえた。

　冬泉はあいかわらず硬い口調で「わかりました。二度とお訊ねしません」と言った。
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　先ほどまでとは段違いに落ち着いた様子で、冬とう泉せんは説明を始めた。

「手短に申しますと──七日ほど前に、僕の姉が『鴉からす』と名乗る正体不明の者に誘ゆう拐かいされました。誘拐犯は、姉を無事に返してほしければと、葉よう家当主である僕にいろいろな要求をしてきて、最後の要求とやらが、皇宮内廷の警固に隙すきを作ることでした」

「ほう」

「引き換えに絶対に姉を解放してくれるというので、僕は葉家から奉ほう職しよくしている禁軍兵士に無理やり命じて、そのようにしました。ですが『鴉』は姉を解放せず、今度はあなた方を口封じに殺すように求めてきました。約束が違うし僕にはそんなことに使える手て駒ごまはいないと『鴉』に連絡した直後に、あなた方が襲撃されたと聞きました。おそらく僕と葉家が使えないと見切って、『鴉』が自ら凶手を送ったものと思われます。──皇帝陛下の襲撃とその後のことに関して、僕から提供できる情報はこの程度です」

　沈黙が落ちた。

　腕組みをしていた蒼そう刻こくが、なにやら感心したような口調で言う。

「本当に手短にまとめたな」

「はい。僕にとって肝かん心じんな話は、この先ですので」

　はっきりと述のべる冬泉は、冷静というのを飛び越えて、潔いさぎよくさえ見える。

　この年齢で当主を務めるだけはあるのかと、感心しながら朧ろう月げつも居住まいを正した。

　先ほど話したとおり「朧月たちが引き受けて蒼刻がそれを助ける」という体てい裁さいをとるのなら、自分でも少しは彼と話さないといけない。

　自分よりもしっかりして見える少年を相手に緊張してしまいながら、朧月はそっと切り出した。

「姉君の……春しゆん燕えんさまを捜し、助けてほしいというお話なのですよね？」

「そうなのです」

　うなずく冬泉。伏せたまつげの長さといったら、針はりを載のせられそうなほどだ。

「そのために、僕を案じて様子を見にきてくださった雄ゆう飛ひさんと夏か燐りんさんに、無理なお願いをしてしまいました」

「──先輩、朧月さん」

　名を挙あげられた雄飛が、初めて口を挟んできた。

「冬泉は、罰はなんなりと受けると言っています。でもせめて、誘拐されたままのお姉さんだけは助けてやらないとあんまりじゃないかって、おれは思うんですけど……」

「葉冬泉。国軍の取り調べ担当には、今の話はしたのか？」

「もちろんです」

　蒼刻の問いかけに、冬泉は背筋を伸ばした。

「ですが僕が言い逃れや、罰を受けるまでの時間稼かせぎに作り話をしていると思われたのではないかという不安がぬぐえなくて……。だれか頼れる方に、確実に、姉の件をお頼みしたいと思ったのです」

「でもおれと夏燐さんに秋しゆう翠すいさんたちを加えても、その『鴉』ってやつにたどりつけそうにないと思ったんです。なにしろ『鴉』は道どう士しなんですが、おれたちの中で、おまじないよりも詳くわしく道術について知ってる人はいなくて」

「道士」

　ほとんど反射的に、朧月は顔を上げていた。

　そうだ。昨夜の襲撃には、殭屍キヨンシーだけでなく紙し人びとや木もく人じんもいたのだ。

「……もしや『鴉』からの連絡も、道術を使った方法でなされていましたか？」

　冬泉はうなずいた。

「はい。紙や木でできた人形が手紙と同封されて配達されたり、いつのまにか僕の部屋に置かれていたりして……その人形が、ひとりでに声を発したのです。僕の耳には、大人の男の声のように聞こえました」

「それは、いつも同じ声でしたか？」

「僕の耳がおかしくなければ。十回以上はやりとりをしましたが、すべて同じ男の声だと思います」

（では、鴉というのは男性の道士……？）

　かつて彼女が見た紙人や木人は、術者の声を運ぶことができた。その法則から外れていなければ、そうなる。

「送られてきた紙や木でできた人形は、保管されたりしていますか？」

「もちろんです。会話の内容も、できる限り紙に書き残してあります」

　賢明な判断だ。

　相手は文書という形で証拠を残すのを嫌って、剪せん紙し成せい兵へい術じゆつ──道術で連絡をとったのだろう。そうした相手の打だ算さんに、せめて一いつ矢し報むくいたかったのか。少年の聡明さと、意地と、なんとしてでも姉をとり返したいという熱意が感じられる。

　姉の件を引き受けてもらえそうな空気に心を支えられてか、冬泉はだんだんと感情のこもった口調になっていった。

「今、葉家の邸を護まもっているはずの──僕の側近である仲ちゆう彰しようという者にだけ、紙などの保管場所を明かしてあります。姉の件を調査していただくのに必要でしたら、一筆書かせていただきますが」

「では、そのようにお願いいたします。あとは──」

　何が必要だろうかと考えこむ朧月の傍らから、星せい彩さいが耳打ちしてきた。

「お姉さんの特徴を描いた、似顔絵なんかも欲しいっすね。やっぱりお顔がわかりませんと捜しづらいですよぅ」

「あ」

　なるほど。ずいぶんと基本的なことを忘れていた。

　そのように訊ねてみると、今度は雄飛と夏燐が、困ったように顔を見合わせた。

「一応、おれたちで春燕さんを捜すために描いてたものが……」

「……あるにはあるんですけど」

　と言って差し出された、一枚の紙。

　なにげなく開いた朧月は、ぽろっと失礼なことをつぶやいてしまった。

「似顔……絵……？」

「すいません。おれも夏燐さんも、絵が苦手で」

「苦手という領域を飛び越えておる気もするな、これは」

　驚いているのか感心しているのか微妙な口ぶりで、白虎もその幾き何か学がく模も様ようがでたらめに並んだような絵を評する。

　星彩まで真顔で「すいません、あたし不調法だから、これだとどこが目鼻なのかもさっぱり……」と悩んでいる。

　先ほどまでの緊張感が失うせた、なんとも言えない空気の中、夏燐が大まじめに言った。

「絵にも描けない美人ということで」

「褒ほめてる場合か」

　まったく特徴がつかめないぞと渋じゆう面めんになり、蒼刻はふと朧月を見た。

「朧月、こいつらから特徴を聞きながら描き直してやれ。おまえ絵が得意だろ」

「えッ」

「それは冗じよう談だんのつもりか？」

「いえいえ駄だ洒じや落れではなく、わたしは冥めい銭せんに描く程度の絵が得意なのであって、似顔絵は専門外ですし、そうでなくとも一度も逢ったことのない御方の似顔絵を描くというのは、さらに難題だと思うのですが……!?」

「この前ぜん衛えい的てきすぎる似顔絵もどきよりはマシなはずだ。いいからやれ」

「えええええ」

　またしても駄洒落のようなうめき声を発してしまうが、白虎に「借りてきたぞ」と頭に載せて器用に運んできた硯すずり箱ばこや画材を目の前に並べられるに至り、朧月はあきらめて筆をとらざるを得なかった。
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　葉よう春しゆん燕えんの似顔絵を何度も描き直しつづけて、気づけば正午に近い時間になっていた。

　どうにか一枚完成させたところで、冬とう泉せんは取り調べを担当する武官によって、別室に連れて行かれることになった。

「では、どうか姉をよろしくお願いいたします」

　おとなしく武官の指示に従う少年当主を見送れば、警固はそれなりに厳重なのに冬泉が手足さえ拘束されていなかった理由も、自然と察せられた。

（冬泉さまに、罰を免まぬかれようという意思はないから……か）

　痛ましい。

　そう思ってしまうのは、当主としての誇ほこりを守る冬泉に対して失礼なのだろうか。

　熟じゆく慮りよしているようだった夏か燐りんが、蒼そう刻こくに向き直る。女衣裳であることを忘れそうな凜りんとした顔つきで言った。

「わたしはいったん、城下にある親戚の家に戻ろうと思います。秋しゆう翠すいにもこの件について報告してあげたいのですが、よろしいでしょうか？」

「杜と秋翠か。──まあ彼女は口が堅そうだし、なんの説明もなしに納なつ得とくする性格でもなさそうだから特別に許すが、この件についてそれ以上には広めないようにしてくれ。特に俺たちが関わっていることは、敵方になるべく知られたくない」

「わかりました」

　もともと秋翠とは皇都で落ち合い、共通の友人である葉春燕に逢いに行くという予定だったそうだ。商いの急用が入ってしまった秋翠を置いて、夏燐が葉家にあいさつに訪れた直後に、冬泉が捕らえられたのを知ったのだという。

　警固担当の武官から返却された槍をぐっと確かめるように握にぎり、雄ゆう飛ひもさすがに表情を引き締める。

「先輩、おれも仕事が終わったら城下で情報を集めてみることにします」

「何かわかったら、すぐに黄こう華か宮きゆうに来い。間違ってもやばい橋は渡るんじゃねえぞ」

「承しよう知ち！」

　許嫁同士の二人はしっかりとうなずき、肩を並べて桂けい雨う宮きゆうを辞していった。

　そうして朧ろう月げつたちも、桂雨宮を後にして──

「とりあえず、俺はさっきの話の裏をとってくるぜ」

　同行はしたが話には一切口を挟まず、桂雨宮では壁際で置物のようになっていた万ばん里りが、そう提案した。

　不意を突かれた朧月は、ゆっくりと瞬きをする。

「裏付け……ですか？」

「そう。葉冬泉の言ってたことが本当かどうか、一応は確かめないとな。葉家で側近とやらにも逢ってこよう。というわけで、さっきご当主どのからもらった一筆、しばらく俺に貸してくれないか？」

　と、蒼刻に言う万里。

　白虎が探るような視線で、元情報屋を射抜いた。

「おぬし、葉冬泉を疑っておるのか？」

「噓をついてるようには見えないが、同情だけで味方してやるのは無用心ってもんだろ？　白虎の旦だん那な。昨日の今日なんだし、十五にもならないとはいえ、立りつ派ぱな名家の当主さまじゃないか」

「一理あるか。おぬしは油断がないな」

「少年は人がいいからな。汚れ役は俺が担当してやんないと？」

　こういった失せ物捜しや情報収集は、彼の本領。にやりと笑った顔には、彼らしい不敵さが宿っている。

「葉春燕の行方ゆくえについても、俺の情報網から探りを入れてみる。じゃ、夕ゆう餉げまでには報告に来るから、いちゃついてるんじゃねえぞ？」

「わかってる。──となると、俺たちは何をするべきか」

　冬泉の件については、彼の姉の捜そう索さくとともに、ひとまず万里に任せることにして。

　元情報屋の背を見送りながら、朧月は問う。

「道術に関わっていそうな証拠の品は、やはり来らい将軍が分ぶん析せきされるのですか？」

「おそらくな」

「では、お話を聞きに行くという手がありますね」

　葉家がらみ以外にも、来煌こう言げんに助言を求めたいことはあるのだ。

　蒼刻がうなずく。

「あとは昨日立てた予定どおり、曹そう緋ひ鷹おうに逢いに行くか。万里によれば、葉家の動きが怪しいっていう情報を最初に手に入れたのは緋鷹らしいし」

「…………」

　しばし黙もつ考こう。

「……どちらも、お外に行くのは変わりないのですね」

「まあな」

「では、わたしは第三の選せん択たく肢しで引きこもっていることにいたしま──」

「なんでだ。勝手に第三の道を作るな」

「絶望の中から希望を見出みいだすのが、主人公の資質というものだと湘しよう雲うんさまが仰おつしやっていましたし……」

「おまえの絶望と希望の定義はなんだかズレてる」

　頰などをやんわりつままれた。

「ったく、やる気になってたんじゃねえのかよ」

「朝から空元気を振り絞しぼりすぎて、くたくたなのです……」

「わかったわかった。午後には腕枕で寝かせてやるから行くぞ」

「そ、それは間違いなく逆に眠れない気が」

　ちょっと狼ろう狽ばいしたはずみでか、そのことに思い至った朧月は足を止める。

「──あ」

「どうした急に」

「冬泉さまと、どこかで逢ったような気がしていたのですが……思い出しました」

　どこだ？　と蒼刻が訊き返そうとしたときだ。

　こちらに近づいてくる慌ただしい足音が聞こえたのにはっとして、その方向に顔を振り向ける。

　駆けつけてきたのは夏燐だった。

　長い裳も裾すそをつかんで上げて、そこらの男性と大差ない速さで走ってくる。

　脚きやく線せん美びが見えてしまっていますよ！　などと、あわてて警告する暇いとまもあらばこそ。

「劉りゆう武官、どうか来てください！　冬泉が──雄飛が……！」

　──血けつ相そうを変えた夏燐は、信じられないようなことを訴えてきた。
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　夏か燐りんに先導されて駆かけつけたのは、鋼こう鉄てつ宮きゆうの一角に隠すように造られた、罪人を一時的に留め置くための施設だ。朧ろう月げつの鈍どん足そくに合わせる余よ裕ゆうなどない状況らしいので、彼女だけは白びやつ虎この背中に乗せて運搬された。……毎度のことながら、面めん目ぼくない。

　朧月のように皇こう宮きゆうに慣れていない者では見み逃のがしてしまうほどひっそりと建てられた、石造りの円えん塔とう。

　現在、収しゆう監かんされているのは冬とう泉せんただ一人のため、警備の担当者は多くはないらしい。

　──そして、それが仇あだになったのだと言う。

「雄ゆう飛ひッ、無事か!?」

　天窓から陽光をとり入れる半地下に下り、廊ろうを駆かけていった先で、夏燐がはっとしたように声を上げた。

　蒼そう刻こくに続いて、白虎が即そく座ざに小走りを止めた。

　落っこちないよう縞しま模も様ようの毛皮にしがみついていた朧月も、状況を目まの当たりにする。

　頭上から降りそそぐ陽光に照らされた廊に、槍やりを構かまえた雄飛の背中があった。その周りには、数人の武官がすでに倒れ伏している。

　すぐにはふれられない距離を置いて、雄飛と対たい峙じしているのは、明らかに鋼鉄宮関係者とは異なる白い影。

　複雑な飾り紐ひもでところどころを留めた、白しろ衣い裳しようの人物だった。

　口元を除のぞいて、顔の大半は包ほう帯たいでおおわれており、さらに頭ず巾きんまで目ま深ぶかにかぶっているので、容姿はおろか性別すら判断がつかない。

　長い袖そでと裾すそを持つ衣裳は布を重ねているせいで、身体からだの線もわからないが、あまり大柄でもたくましくもないのは確かだ。

（殭屍キヨンシー？）

　とっさにその言葉が浮かぶが、何かが違う気がしてならず、朧月は違い和わ感かんを持て余す。

　傍かたわらの星せい彩さいを見る。

　朧月の疑問を素早く察してくれたらしく、星彩は硬い表情でうなずいた。

（……やっぱり、皇帝陛下を襲撃した『白い血の殭屍キヨンシー』とは違うのね）

　では、何者なのか。

　白衣裳は不ぶ気き味みな威圧感を放っているものの、動きだす気配がないと見て、蒼刻が一瞬にして雄飛のそばに駆け寄る。

　これ以上ないほど頼もしい援軍に、雄飛が敵から視線を外はずさずに言った。

「先輩──」

「おまえは無事らしいな。ほかのやつらは、あの白いのにやられたのか」

「はい。……気をつけてください、あいつは妖あやしい術を遣つかいます。下へ手たにふれられると、一撃で昏こん倒とうさせられてしまう」

　そうして皆がやられた中で、雄飛だけが未いまだに難を逃れているらしい。

　では周囲に倒れている武官たちも死んではいないのかと、後方に控ひかえる朧月はひそかに胸を撫なで下ろす。

「冬泉は無事か？」

「はい。冬泉は、違う区域に拘こう置ちされているので」

　刀に手をかけた蒼刻の問いかけに、雄飛が答えたときだ。

　白衣裳が、ほんのわずかに頭部を動かした。

「……とうせん？」

　空気が凍こおる。

　初めて白衣裳が発した声は、やや舌した足たらずであどけない印象を帯びた女性のもの。

　蒼刻や朧月はその意外さに驚いただけだったが、雄飛と夏燐には激しい動揺が走った。

「まさか」

「……春しゆん燕えん？　えッ、なんで──」

　槍の穂先が揺れるほど愕がく然ぜんとした雄飛のつぶやきに、夏燐の戸惑いの声が重なり、今度は朧月たちが固まった。

（え？　あの白衣裳が……春燕さま──？）

　そんな中、一人だけ動揺を見せない張ちようさんが、すべてを護るように前方に立つ青年へと問いかける。

「さて、どうする？　蒼刻」

「──事情はわからないが、とりあえず戦闘不能にして聞き出せばいいんじゃねえのか」

　白虎が冷静だからか、戦いで隙を見せるのを本能的に避けたのか。蒼刻は、一瞬にして落ち着きをとり戻していた。

　だがその思い切りのよすぎる結論に、蒼刻さんらしいと奇き妙みように安心したのは、感性のズレた朧月だけだったようだ。

　雄飛が血相を変えて叫さけぶ。

「せ、先輩!?　待ってください、もしかしたらあれは──」

「気持ちはわかるが、落ち着け。殺しはしない」

　蒼刻がとりなすように言ったとき、白衣裳がふいに身じろぎをした。

「……！」

　だれかに呼ばれたかのように首を動かし──

　とっさに身構えた二人の武官の予想をあっけなく裏切り、身をひるがえす。山を駆ける鹿しかのように身軽に。

「！　待ちやがれ──追うぞ雄飛ッ」

「は、はい！」

　どちらが悪人なのかわからなくなるような鋭い眼光で蒼刻が敵を追い、雄飛も一歩遅れでそれに従う。

　しかし、二人とも程なくして朧月たちのところに戻ってきた。

　白虎の背から降りた朧月よりも早く、夏燐が質問を口にした。

「あの白いのは？」

　蒼刻が不本意そうに眉まゆをひそめる。

「あの野郎、逃げ足の速さは野の兎うさぎよりも上だ」

「すいません……おれも先輩も足には自信あるんですけど、追いつけませんでした」

　雄飛の表情も沈しずんでいる。

　冬泉が留め置かれている区画も念のために確認してみたが、そちらには白衣裳は現れなかったらしい。蒼刻や雄飛の妨ぼう害がいがなければ、警固の武官を倒して、そちらに向かう計画だったのかもしれないが……。

「……武官の皆さんは、特にけがはしていませんでした」

「ただ、すぐに目覚める様子はないようです。意識を遠のかせる道術か、それに近い薬をかがされたのかもしれないとか」

　待つ間に手当てや医生への連絡にとりかかっていたのだと朧月が説明するのに、夏燐も補足する。

「久々におぬし以外の男を背に乗せたな」

「ご苦労さん」

　やれやれと言う白虎の乱れたたてがみを、蒼刻がやさしく撫でつけてやっていた。

　まったくもって忽こつ然ぜんと、何が目的だったのかと思わせるような思い切りのよさで白衣裳は姿を消したのだが。

「念のため無事だった仲間にあたりを確認してもらってるが、あの様子だと白いのはすでに皇宮内部にはいない気がするな」

「──ま、よほどの間ま抜ぬけじゃなきゃ消えちまってるだろうな」

　蒼刻のぼやきに同意したのは、その場にいただれでもなかった。

　驚いて振り返る。

　すると、明るくはない廊の向こう──地上に続く階段のほうから、こちらに近づいてくる小柄な老武官がいた。

　うっかり壊こわした花か瓶びんを親に見つけられてしまったかのように、雄飛がすくみ上がる。

「と、東とう方ほう将軍……！」

（……って、護ご花か七しち将しよう軍ぐんの!?）

　いきなり高まる緊張が伝染して、朧月も顔を引きつらせた。

　──東方朔さく。

　護花七将軍の最長老であり、若手の多い将軍たちを束たばねる立場でもある御ご仁じんだ。

　まとっている戦せん袍ぽうの色は、灰色がかった深い青。

　輪りん郭かくを縁ふちどる髭ひげも後ろでまとめた髪も白いものが目立つが、こちらを見据える藍あい色の瞳には研とがれた刃のごとき鋭さが宿っており、なにより驚くほど姿勢がよい。骨が鋼はがねでできているのではないかと思うほど、ただ立っているだけでも歳とはかけ離れた強きよう靭じんさを感じさせる武人だ。

「劉りゆう蒼刻、関かん雄飛。ご苦労だったな」

　浴あびせられる戸惑いのまなざしを平然と受け流し、東方朔は足を止めた。

　ほかの面々が怯えきっているのを察してか、かばうように一歩前に出た蒼刻が怪け訝げんそうに切り出す。

「東方将軍。報告の前に、ひとつよろしいですか？」

「なんだ蒼の字」

「たしかに無視できない事件ですが、東方将軍がこんなところにいても大丈夫なんですか？　朝議に出席している双そう璧へきの御二方の護衛をしないといけないのでは」

　東方朔は、なぜか気まずげに目をそらした。

「大人おとなの事情があんだよ」

「……さては、また『議場荒らし』の本領を発はつ揮きしたんですか？」

　やらかしましたねと言わんばかりの表情をする青年武官に、東方朔はふてくされたように舌打ちする。

「吏り部ぶ尚しよう書しよを挑ちよう発はつしたら、ちいっと朝議の空気が荒れちまってな。そしたら例によって例のごとく、丞じよう相しようが俺にだけ退室を命じやがった」

「これで何度目ですか」

「こら、人聞きの悪いこと言うんじゃねえよ。吏部尚書とはまだ三度目だ」

　傍ぼう観かん者しやに過ぎない朧月にも、ぴんと来た。ほかの三省六りく部ぶのお偉えら方がたとは、もう何度も揉もめたことがあるのだと。

（護花七将軍には、意外と穏おだやかで気さくな方が多いのに……）

　まさか最年長の彼が、もっとも攻撃的なのだろうか。

　東方朔を興味深そうに眺めながら、星彩もつぶやいている。

「小柄だけど、かっこいい御仁っすねえ」

「おや、我わが姫。儂わしの目の前でほかの男子を褒ほめるとは、どういうつもりかな？」

「やだ、妬やかないでくださいな。あたしには張さんだけですよぅ」

「…………」

　秘密の会話を聞いてしまった朧月は、ひそかに遠い目をした。

　普通の人には姿の見えない幽ゆう鬼きと、国軍のしがらみと無縁の白虎だからといって、こんな場でいつもの調子でじゃれ合われても反応に困る。というか、反応してはいけないのに無視もできなくて困る。

　直前まで恋人とじゃれていたことなどおくびにも出さず、張さんがしっぽを意味ありげに揺らしながら口を挟んだ。

「仕方のない男だ。おぬしはいいかげん、歯に衣きぬを着せることを覚えたらどうなのじゃ？」

「あんたまで俺の副官みたいなお説教はやめろや、張さん」

　意外と──というほどでもないが、挑発的な物言いで敵を作りやすいらしい老将軍は、じろりと白虎をにらむ。

　そして有う無むを言わさず仕切り直した。

「とりあえず、てめぇら全員そろってついてこい。何があったか聞かせろ」
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　だれ一人抜けることを許されずに連れて行かれたのは、がらんとしていると感じるほど天てん井じようが高くて人ひと気けのない場所だ。

　国軍の拠点である鋼こう鉄てつ宮きゆうではない。

　天てん香こう宮きゆうの中心である、朝議の間に続く大きな扉がすぐそこにそびえている。

　その壮そう麗れいな扉を、朧ろう月げつは気け圧おされながら見上げた。

（……この扉の向こうには、丞相閣かつ下かや六部のとっても偉い方々が勢ぞろい？）

　想像しただけで身み震ぶるいするが──

（きっと天てん祥しようさまと天てん狼ろうさまも、陛下の代行をしておいでなのよね）

　一方で、そんな想像も浮かぶ。

「東とう方ほう将軍。双璧の護衛はここで大丈夫なんですか」

「ああ。双璧のそばには、鏡きよう花か宮きゆうから不ふ幻げんを一時的に呼び戻しといたからな」

　壁際に置かれていた長なが椅い子すにどっかと腰を下ろし、東方朔さくは無造作に言う。

「座れ」

「は？」

「は、じゃねえよ蒼そうの字。お嬢さん方を立たせっぱなしってのも如何いかがなものかと思うし、おまえや張ちようさんに突っ立ってられると視界が暑苦しいし、そもそも茶は座ってじっくりと味わうもんだろう？」

　当然のように言い放つと、東方朔は長椅子に置いてあった箱の金具を器用にはめこみ、あっというまに簡かん単たんな方ほう卓たくを組み立てた。

　え？　え？　と当惑する朧月の目の前で、東方朔はもうひとつ、こちらは鳥と月が細やかに彫刻された木箱を開く。

　紅い布を敷きこんだ中には、銀彩の茶器や銀の風ふう炉ろがおさめられていた。

　東方朔は、慣れた手つきで茶席の支度をしていく。荒っぽいように見えて、速く正確な手さばきは、下手な茶ちや館かんの給仕など足元にも及ばないだろう。

「茶菓はうっかり忘れちまったが、茶葉は陽光で乾燥させた『白しろ牡ぼ丹たん』だ。ゆっくり味わって飲め」

　白はく茶ちやの銘めい柄がらだ。

　たしかに東方朔の開けた竹たけ筒づつには、うっすらと綿毛をまとった茶葉が入っている。

　朧月はもちろん雄ゆう飛ひたちも腰が引けている様子を見て、蒼そう刻こくが控えめに言った。

「ですが東方将軍、俺たちはそんなに長居をするつもりは──」

「ああん？　俺の煎いれた茶が飲めねえってのか」

（ひえええ）

　まるきり宴うたげで「俺の酒が飲めねえのか？」と凄すごんでくる上官である。

　間に立ったのは、意外にも張さんだ。朧月や雄飛たちが、慣れない状況に固まっているのを眺めわたして言う。

「ここは素す直なおに御ご馳ち走そうになっておいたほうがよいぞ。東方将軍はおぬしたちが幽鬼かそれに近いモノの気にあてられていないか、心配して言っておるのじゃ。──で、あろう？」

「ふん。伊だ達てに皇宮一の色男を気どってねえな」

　憎まれ口のように言いながら、東方朔は説明してくれた。

「侵入者にやられた武官どもの大半は、先日の皇帝陛下と同じ──濃厚な陰の気を一瞬のうちにあてられたせいで昏倒したって話だ。おまえらは見たところ大丈夫そうだが、念のために茶で浄じよう化かしとけ」

（……なるほど）

　意外な気遣いをする方なのだなと、朧月はひそかに老将軍を見直した。

　火を熾おこすと悪あしきモノは払われ、茶の芳かんばしい香りは清らかなモノを呼び寄せる。

　神しん華か国に伝わる習わしだ。

「で、……では」

　蒼刻にも目顔でうながされたので、朧月はおずおずと壁際に飾りのように置かれていた椅子を選び、即席の茶会に参加することになった。

　雄飛たちも遠えん慮りよがちに従う。

　張さんが「儂は猫ねこ舌じたなんだがのう」とぼやくのに少しだけ気が抜けるのを感じながら、朧月は茶杯を手にした。

　香りに浸りながら唇くちびるを寄せるだけで、透明感のあるまろやかな風味に魅み了りようされる。

　白茶は良質なものを探すのが難しいのに、東方朔はかなりの目利きらしい。

「おいしいです」

「だろう？　お嬢は根ね暗くらそうなわりにイケる口か」

　思わずつぶやいてしまった朧月に、東方朔が目元をしわめたのでどきりとする。

　微笑むと、ふてぶてしさや刃で撫でるような視線の鋭さがいくぶん和やわらぐ御仁だ。

「──で？　一体あそこで何があった」

　せめてお邪魔にならないように、音を殺して茶だけを御馳走になる朧月をよそに、国軍の面々は話を再開する。

　まずは雄飛が、緊張の面おも持もちで切り出した。

「おれは冬とう泉せん──もとい、葉よう家当主とは昔から知り合いなんですけど」

「らしいな。収監中のところに面会にでも行ったのか？」

「……す、すいません。どうしたって心配で、手荒な真似をされてないかだけは、確認しておきたくて」

「それで白いのに出くわしたってぇのか？」

「はい。妙に騒がしいと思ったら、担当の皆さんが白衣裳の不審者を囲んでて──でも不審者に軽くふれられただけで、ばたばたと倒れてしまったんです。おれはたまたま同行していた婚約者に、劉りゆう武官を呼ぶよう頼んで、白衣裳の足止めに集中していました」

　東方朔が半はん眼がんになる。

「おまえまで未来の嫁よめを見せびらかしてたのか。鋼鉄宮をお花畑にしてぇのか？」

「夏か燐りんさんを見せびらかすつもりは──いやまあないとは言いませんけど、ただその、おれの仕事場を見せたことがなかったんでつい！　……って、おれ『まで』？」

「おまえの大好きな先輩も相当だろうが」

　遠回しに名指しされた蒼刻が、念を押すみたいに言う。

「東方将軍。俺は別に見せびらかしてるのではなく、こいつをいじり倒すのは仕事と珍ちん獣じゆうの躾しつけを兼ねてのことで」

「躾でも調教でも仕置きでもいいから二人きりでやれっつってんだ」

　にべもなく切り捨てて、東方朔は茶杯を干ほす。

　耳まで真っ赤になっている夏燐とつかのま顔を見合わせ、蒼刻にはいじり倒され放題の朧月も小さくなった。……いたたまれない。

　聞ぶん香こう杯はいを手の中でもてあそびながら、東方朔が強引に仕切り直す。

「蒼の字。おまえから何か補足することはねえのか？」

「補足というか、俺も疑問に思ったことでいいのなら──雄飛、あの白衣裳が葉冬泉の名を呼んだときに、ひどく驚いてたよな？　あれについて、改めてきちんと訊きたいんだが」

「あれは、ですね」

　先輩から急に振られた雄飛は、気まずげに言った。

「白衣裳の話し方が、冬泉の姉の春しゆん燕えんさんにすごくよく似ていたんです」

「声もよく似てましたけど……でも、あの白衣裳の正体は春燕ではないと思うんです」

「え」

　夏燐がそっと説明を足すのに、朧月は思わず意外そうな声を上げてしまった。

「別人なのですか？」

「さっき朧月さんに似顔絵を描いてもらいましたけど、春燕は厚めの唇と口元のほくろが色っぽい娘で──でも白衣裳のそこだけ見えた口元は、彼女とは似ても似つかなかったんです。もっと言うと春燕は、あんな機き敏びんな動きができる娘じゃありません」

「……ああ、たしかおっとりしたお方なのでしたね？」

　夏燐の説明を聞きながら、朧月は上衣の袖そでにしまっておいた紙を取り出す。先ほど描いたばかりの似顔絵だ。

　葉春燕は、弟とはまた異なる色香を持つ佳か人じんだ。冬泉の隠してもにじむ艶つやとは対照的に、華やいでいて人ひと懐なつっこい雰ふん囲い気き。

　わずかに波打つ髪の色は弟よりも明るく、薄づきの化け粧しようが目鼻立ちのはっきりした顔立ちに大人びた印象を添えている。ふっくらした唇を強調しすぎると、却かえって品性を欠くという考えの下もと、紅べには常に上品で落ち着いた色合いのものを好むそうだ。

（たしかにこの方に、猛も者さを何人も倒せるとは思えないわ）

　考えこむ朧月の隣で、星せい彩さいが神しん妙みようそうに言う。

「それじゃ春燕さんが──たとえば殭屍キヨンシーにされてしまって、敵の手駒になっているわけではないんすね？」

　白衣裳とは別人ならそうだろうと、朧月はこっそり首しゆ肯こうしてみせた。

（おそらく……最悪の事態にはまだなっていない、ということ？）

　わずかに安心したが、まだ不気味で。

　気持ちの頼りにするように蒼刻をちらりとうかがえば、いつのまにか彼も朧月の手元をのぞくようにしていたので、思いがけない接近に心臓がきゅんとなった。このところの彼は息をするように自然に距離を詰めてくる気がする。

「もしかすっと白衣裳の野郎は、葉冬泉に接触して声真似で騙だまして、何かさせようとしたのかもしれねぇなァ」

「何か？」

　顎あごをさすりながら推すい理りする東方朔に、蒼刻が訊きき返す。

「葉冬泉を脅おどしてた連中がいるってぇ話なんだろ？　俺はてっきり葉冬泉の口封じを狙ねらったのかと思ったが──姉の模も倣ほうなんて小細工できるやつを選んで送りこんできたからには、おそらく今すぐには殺すつもりはないんだろ。目的はまだわかんねぇけどな」

　そこでおもむろに東方朔は背もたれから上体を離した。

　やや前かがみになったかと思えば、ただでさえ射抜くような眼光をさらに強いものにして問いを投げかける。

「蒼の字。おまえはどうせ、葉冬泉のために動いてやるつもりなんだろ？」

「──ご存ぞん知じでしたか」

「当然だろうが。逃とう亡ぼうを企くわだてる様子はないから、手足を拘束するのだけは免めん除じよしてるが、見張りには片時も目を離すなと言ってあるんだ。──おまえだって、俺たちの目ぇ盗ぬすんであの姉想い身内想いの当主さまを助けようって腹はねぇよな？」

「無む論ろんです」

　臆おくさずに答えてから、蒼刻はわずかに言葉を選ぶような間を置いた。

「双璧の不利益になるようなことをするつもりはありません。──ただ、葉家当主を利用した者がいるなら、早々に潰つぶさないと第二第三の葉冬泉が生まれるだけだと考えたので、先制攻撃をしてしまいたいとは考えています」

「たしかに、脅きよう迫はくされていたのが葉家当主だけとは思えんからな。こっちでも禁軍の大将にそのあたりの調査を頼んであるが、まあすぐには結果は出ないだろうな」

　手の届くところに置いていた小さな方卓から、冷めた茶杯を手にとりつつ東方朔。

　禁軍。

　国軍とはまた別で、皇都および皇宮の警固を専門とする武官と兵士たちだ。

　蒼刻がちょっと意外そうに確認をした。

「東方将軍は、葉家当主の言ったことを信用してるんですね」

「葉家当主はおとなしく捕らえられた当初から、すべて自分の独断でしたことだから、罰するのは自分だけにしてほしい、家人と姉は無関係だと訴えつづけてる。──もしあれが演技なら、葉冬泉は女に生まれ変わるまでもなく、男を誑たぶらかして破滅させられる恐ろしい傾けい城せいだと思うぜ？」

　白髪の将軍が、皮肉とも同情ともつかない口調で言うのに、朧月はひそかに胸のあたりを押さえる。

（……冬泉さまは葉家当主としての誇ほこりをもって罪を認めておられるのに、同情なんてしたら逆に失礼なのかもしれないけれど）

　それでもたった十二歳ほどの少年が、身内を人質にされて脅きよう迫はくされたのだから仕方がなかったんだ許してほしい、という平凡な懇こん願がんさえしなかったなんて凄せい絶ぜつすぎる。同じ状況なら、大人でも必死で情なさけを乞こうところだ。

（あ……似てるかも）

　潔いさぎよいのを通り越して自じ己こ犠ぎ牲せい的てきな態度は、朧月の知る、とある人物に重なった。

　もっとも冬泉はまだその人物ほどは悟り切っていない印象で──だから痛ましく思えるのかもしれない。

　しかし東方朔は別の感慨を抱いているらしく、しみじみと言った。

「ま、あの歳にしちゃ悟り切ってる。さすがは齢よわい十かそこらで、実の父親を追い落として当主になっただけの器ではあるな」

（お父上を？）

　戸惑いが、あからさまに朧月の瞳に浮かんでいたのだろう

　ふいに黒髪の娘を振り向いた東方朔は、見透かしたように目を細めてみせた。

「そのへんの経緯いきさつが知りたきゃ、本人に訊いてみな。俺が知ってるのは表面的な情報だけだしよ」

「ッ……は、はい」

　気まずさと急に話しかけられた驚きで、朧月は首がもげて前に飛んでいきそうな勢いでこくこくとうなずく。

「そんじゃ蒼の字、葉冬泉の件はしばらくおまえに調べを任せといていいのか？　俺たちも気にはなってるが、現段階ではまだ主戦力は投入できねぇ。おまえと張さん、ついでにそこのお嬢も手伝ってくれるんなら、手当と謝礼ははずんでやるぜ」

「尽じん力りよくします」

　護花七将軍はそれぞれの役目で手いっぱい。

　しかし、敵は皇帝陛下襲撃を実行し、こちらに少なからず打撃を与えたほどの者。

　生なま半はん可かな戦力では、相手に返り討ちにされてしまいかねない。そういうことだ。

「来らい将軍はまだ、襲撃事件の現場に残された品を分析してる最中ですよね？　俺たちも話を聞きに行っていいですか」

「許す。──が、あんまり消しよう耗もうさせんじゃねぇぞ？　ここ数日は用事が重なって徹てつ夜やを強しいることが多くてな、元気が取り柄のあいつもさすがにバテ気味だ。たしか今日の午前中は仮眠にあてると言ってたから、訪ねるなら昼以降にしてやるといい」

　言いながら、思いついたように東方朔は箱を探り、竹筒を取り出した。

　ぽいっと蒼刻に放る。

「これは？」

「煌こう言げんが好きな楓ふう露ろ茶ちやの葉だ。いずれ陣じん中ちゆう見み舞まいをしてやろうと思ってたんだが、俺も今はあんまり双璧のそばを離れたくねぇし、おまえに託たくす」

「わかりました。ほかに何か伝言はありますか？」

　東方朔はほんの一時、熟慮する表情を浮かべた。

「そうさな──おまえだけで悩みすぎるんじゃねえぞ、とでも言っといてくれ」

（……？）

　蒼刻の手から竹筒を受けとりながら、朧月は思わず眉をひそめた。

　あの来将軍が、何かお悩みなの？　とかなり失礼な疑問を抱いてしまいながら。







「じゃ、俺たちはさっきの打ち合わせどおりに動きますんで、先輩方もどうかお気をつけてください！」

　──東方朔の前を辞し、雄飛たちとは今度こそ別れて。

　警固が厳重であまり人ひと気けのなかった朝議の間の周辺を離れれば、真昼の天香宮はさすがに多くの人間が行き交っていた。

「わたしは背景……に、なれていないようですね……」

「泣くな。それじゃ鋼鉄宮に──」

　蒼刻が言いさしたとき、くう、という間抜けな音が響いた。

　一瞬の沈黙の後、かあっと顔を赤くした娘を見下ろして、星彩が微笑む。

「本格的に動く前に、まずはうちの朧月ちゃんにご飯をあげてもらえます？」

「そういえば、雄飛たちが来たので朝あさ餉げをとりそこねてたのう」

　幽鬼には普通の食事は必要ないので、失しつ念ねんしておったわと、とりなすように言い、白虎も笑った。
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　鋼こう鉄てつ宮きゆうにも武官や兵士に食事を用意してくれる菜さい館かんじみた施設があるのだが、そこではとてもではないが朧ろう月げつが落ち着けない。

　そこで黄こう華か宮きゆうの部屋に戻ると、女官たちだけでなく銀毛の猫ねこにも出迎えられた。

「なうー」

　籠かごの中でまどろんでいたので置いてきた猫は、朧月だけを見てうれしそうに鳴く。

「おまえには懐いてるんだな」

「蒼そう刻こくさんは駄だ目めでしたか？」

「撫でようとしたら、引っかかれそうになった。余裕でかわしてやったがな」

「……未来の護花七将軍さまが、猫の攻撃に本気で応戦を？」

　自じ慢まんげに言うのが、微笑ましいやら可か愛わいいやら。

　ひと心地ごこちつきながら視線を落とすと、銀毛の猫はくつろいだ様子で朧月の腕に身をゆだねてくれている。

　今なら大丈夫そうかな？　と思い、彼女は傍らの青年を見上げた。

「抱いてみますか？　蒼刻さん」

「…………」

　なぜなのか、蒼刻がほんの一瞬、動きを止めた。

　興きよう味みなさそうにしていたけれど、本当はもふもふしたかった気持ちを言い当てられて、驚いたのだろうか？　という朧月の想像は、数秒後にあっさり裏切られる。

「そうだな」

「はい。御手をどうぞ──……ッ!?」

　絨毯の床に片膝をついた蒼刻に、そっと猫を差し出そうとして近づいた朧月は、すかさず抱きこまれたので猫を天井まで放り投げそうになった。

「そ、蒼刻さん、お間違えですよ……？　抱っこをされるのは猫のはずで」

「このほうが、おまえと猫を同時に堪たん能のうできて一石二鳥だと思ったんだが」

　どういう理屈ですか!?　と言い返すついでに身を離せるくらいなら、朧月は引きこもりなんぞになっていない。

　相手に流されている気がしながらも、ふれたい欲を示されるのはやはりうれしくて、少しだけなら……と朧月は腕の中の猫を宥なだめながら、彼の腕の囲いに留まってしまった。
















　珍獣が意外と早くおとなしくなったと思われたのか、蒼刻が確かめるように言う。

「嫌じゃないんだな」

「……で、ですが、猫とわたしをひとまとめになさらずとも」

「ほう。おまえだけを抱いててほしいって？」

「ッ……！」

　蒼刻が片膝をついているので、普ふ段だんよりも自然と顔が近く、誑かし声もまた近い。

　朧月の胸のあたりに猫がしがみついているのに配はい慮りよしてか、抱ほう擁ようする腕には蒼刻にしては力がこめられていないが、朧月の体温を上げるには十分にすぎる密着だ。ぬるめた茶に落とされ、ゆっくりと溶かされる氷砂糖の心地を味わう。

　気のせいだろうか。──昨日から蒼刻が、何かを確かめて、嚙みしめるみたいなふれ方をしたがっているように見えるのは。

　矜きよう持じの高い人だし、胸の中にわだかまっているものを吐はき出すつもりがないのに強しいて踏みこむべき段階ではないように思う。だから今はただ、自分にふれることで、彼の気が少しでも晴れてくれればいいと願った。

「ですが……不満は、少しあります」

「不満？」

「……わたしが猫を抱いていては、蒼刻さんを抱き返せませぬゆえ」

　ふれられるのは大好きだけれど、それと同じくらい、大事な人にふれる喜びを教えてくれたのも彼の躾なのだ。

　そうしようと思えば彼女のどこにでも嚙みつけそうな距離で、蒼刻がしみじみと言う。

「おまえも意外と傾城の素質があるよな」

「…………引きこもりと悪女って、両立するのでしょうか？」

「まじめに悩むのそこかよ」

　そのとき、わざとらしい咳せき払ばらいが聞こえた。

　見れば白虎が腰を落として座り、左前脚を「おいでおいで」する途中で止めたみたいな謎なぞの姿勢をとっている。星せい彩さいまで隣でそっくり同じ姿勢をとっており、なかなか珍ちん奇きな光景だった。

「題名：幸運を招く虎とら」

「なんで唐とう突とつに芸術に走ってんだよ張ちようさん」

「最近、剝はく製せいや毛皮のふりをするのにも限界を感じてな。おぬしたちを待つ間、我が姫と新しい擬ぎ態たいを考案しておるのだ」

「新しいにも程がある。──で？　俺の視界の隅すみで存在感を主張しまくってたからには、何かあるんだろうな？」

　顔の赤さが隠せない朧月とは対照的に、外野の茶々には慣れつつあるのか、蒼刻はほとんど動揺することもなく訊たずねる。

　背に乗ってきた恋人と意味ありげに視線をかわし、張さんはさらりと言った。

「実はつい先ほど、朝あさ餉げの支度ができたと女官どのが伝えにきたのだが」

「ありがたいじゃないか」

「儂は気をきかせて、二人はにゃんにゃんしておるから少し待っていてもらいたいと言い置いたのだ。そろそろ呼び戻してもよいかのう？」

　一瞬の沈黙。

「…………それはあらぬ誤解を呼ぶ表現では？」

「言い得て妙だな」

「蒼刻さん、関心している場合ではないかと……！　訂てい正せいしにいきましょうッ」

「まあ、そうか。第一皇子殿下の宮に滞在させていただいている身の上で、そこまでしたらあまりに失礼だし不ふ謹きん慎しんだもんな」

　──普段とはつっこみとボケが逆転した小さな事件はさておき。

　なにやら、予期せずお腹いっぱいにさせられたが、皇宮のおいしい食事は別腹である。生温かいまなざしで女官が用意してくれたのは、甘あま辛からく炒いためた雉きじ肉にくのそぼろをふりかけた粥かゆだった。

　すでに女官たちにも新しい客人として愛めでられているらしく、猫の分にと小皿に冷ましたものまで用意してくれた。

「落ち着いたら、その猫の名前も考えないといけねぇな」

「……銀ぎん、とかですか？」

「せめてもう少しひねってやれ。たしか自分の名を忘れてしまった幽鬼に、名を与えてやったりするんだろう？」

「ええ、そうしないと存在が安定しないそうですので……。それに実家では氏名不ふ詳しようの幽鬼がいると、兄さまが『おい魂こん魄ぱく』や『そこの不定形』などと身も蓋ふたもない呼び方をなさってしまいますし」

「魂魄はともかく不定形って、地味に精神を抉えぐるな……。たしかに幽鬼は輪りん郭かくとか足とかぼやけてるが、あんまりだろ」

「兄さまは基本的に、生者にも死者にも態度を変えない御方ですゆえ」

「長所みたいに聞こえるが、若じやつ干かんどうかと思うぞ」

「本当はおやさしい方なのです」

「やさしさを向ける相手が限定されすぎてる……」

　空からっぽだったお腹がほっこりとした温もりで満たされると、先ほどの東とう方ほう朔さくの白茶の効用もあるのか、まぶたもつられて重たくなってきた。

「……こうしてお腹がくちくなりますと、午睡ひるねの誘惑にかられますねえ」

「腕枕はまだだ。来らい将軍に逢いに行くぞ」

「べ……別に、腕枕をねだったわけではないですよ？」

「わかったわかった」

　引きこもりを無造作に引きずっていく青年の後を追いながら、張さんが苦笑いした。

「蒼刻よ、おぬしの姫の持ち方には、愛があるのかないのかわからんな」

「愛がなかったら運んでなんかやってねえよ」

「あらあら」

　星彩ににやつかれ、朧月はのぼせながら小さくなった。最近の蒼刻は、さらっと殺し文もん句くを放つ回数が増えている気がする……。

　加えて朝からちっとも引きこもれない上に、初対面の人と逢うことが二度もあり、彼女にしては過密で多た忙ぼうな日程だ。

（……たしかに、引きこもっている場合ではないのだけれど）

　葉よう家のことはもちろん、皇帝陛下を襲撃した殭屍キヨンシーについても星彩の告白によっていろいろと疑問が生じたのだ。

　先ほどぐずったのは引きこもりとしての本能みたいなもので、本気ではない。

「……あ、少し噓。本当は、わたしが引きこもっている間にどなたか事件をさっぱり解決してくださったら一番よいのに、とかつい考えてしまうのだし」

「不ふ穏おんな独ひとり言ごとが聞こえたが、どうやら久しぶりに躾されたいらしいな？」

「！　しまっ……ひゃああああ」

　うっかり口にしたせいで、しばらく頭をぐりぐりとやられた。……油ゆ断だん大たい敵てきである。
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　護花七将軍の一人・来らい煌こう言げんには、鋼こう鉄てつ宮きゆうの中でも特別に広い一角が、執務室および作業部屋として割り当てられているそうだ。

「蔵書が増える一方だし、霊れい符ふや薬を作る清潔な作業場も必要だし、おまけに実験や分析まで担当しているからな」

「東とう方ほう将軍も仄ほのめかしておいででしたが、本当に多忙な方なのですね……」

「ああ見えてもな」

　地味に失礼な蒼そう刻こくである。

　たしかに、とうなずきそうになった朧ろう月げつに言えた義理はかけらもないが。

「……そうなりますと、呂りよ将軍のお部屋も広いのですか？　あの御方の周りには、いつもたくさん小動物がおりますし」

「あの人は部屋が広いと広いだけ小動物をわんさか連れこむから、逆に最低限必要なだけの空間しかもらえてない。猫どもは庭で十分だしな」

「え～？」

　星せい彩さいが眉をひそめた。

　雄ゆう飛ひや万ばん里りとの連絡役になってもらうべく、白虎には黄こう華か宮きゆうに留まってもらったので、めずらしく桃もも色の空気をまとっていない。

「それじゃ猫ちゃんたち、冬とか可か哀わい想そうじゃないっすか？」

「冬になる前に、呂将軍の部下が何匹かずつ預かっていくのが恒こう例れい行事だ」

「……もしや動物好きなのが、呂将軍の部下の条件ですか？」

「…………」

　彼に気まずそうに沈黙されてしまうと、朧月もどんな表情をすればいいか迷う。

　戦いのときを除けば、だいたいもふもふの生きものに囲まれて猫後宮状態の将軍に従うのに、たとえば動物の毛でくしゃみが止まらなくなる体質だったりすると、それだけで過か酷こくだとは思うが。

　そんなこんなで──朧月だけは人目を避けて──歩くうちに、碧へき血けつ館かんに到着していた。

　国軍の高官のための執務室などが集められた、鋼鉄宮のいわば中核である。

　煌言の執務室のそばにいた、彼の部下とおぼしき道どう服ふくをまとう男性に確認したところ、将軍はさっき仮眠から目覚めたそうだ。

「来将軍、劉りゆう蒼刻です」

　そう声をかけた蒼刻が、返事をきちんと待たずに扉を開けてしまったのは、長い付き合いによる気安さが出てしまったせいだろう。

　が、室内の光景は、まるきり予想していないものだった。

　窓辺に置かれた作業用らしき広い方卓。

　そのそばに置かれた長椅子に、茶色い髪を束ねて花まで飾った来煌言が座っているのはいいとして、方卓の上が異質だった。

　剪せん紙し成せい兵へい術じゆつという術がある。

　切った紙や木に霊力をこめて動かす道術で、単純だがそれゆえに使い道も幅広い。

　しかし煌言が卓上で遊ばせている紙し人びとには、やたらと可愛らしい女の子の絵が描かれていた。甘ったるい声で「普通の女の子だけど、あなたに幸せを運びたい[image: ]」などと歌いながら、作業用の広い方卓の上で踊おどっている。

　…………気まずい沈黙が落ちた。

「帰るか朧月」

「お邪じや魔まいたしました」

　大人のお人形遊びを見てしまった心地で、二人で回れ右。

　ちょっと固まっていた煌言が、「待って待って～！」とあわてて立ち上がる。

「これはお遊び！　眠気覚ましのお遊びだから！」

「遊びでなに才能の無む駄だ遣づかいしてるんですか」

　蒼刻は冷ややかだ。

　が、そこでめげずに胸を張るのが、煌言の妙な強さである。

「何を言う。無駄遣いできるほど才能のある馬ば鹿かが、この世を楽しくするんだよー？」

「……一理あります？　蒼刻さん」

「一理あるが、その紙人遊びはちょっとな……」

「ひそひそしないで！　お願い！」

　微妙な空気になっていたところに、煌言の副官にして護衛の趙ちよう守しゆ翼よく──実に武人らしい体格の青年が戻ってきた。

「あ、守翼」

「！　……お邪魔しております」

　涙目になりかけの煌言と、なんとも言えない表情でいる朧月たちを見て、守翼はすぐに状況を察したらしい。とある事情により、あまり大きく出せない声で言う。

「すまん。……うちの将軍はお疲れで」

「わかっています。俺も守翼どのは大変だろうなと思っていました」

「僕、可哀想な子扱いされてる!?」

　悲鳴を上げた煌言はさておき。

　やけに凝こっていた紙娘にやん々にやん軍団をがさがさとよけて、物が雑ざつ多たに置かれすぎていた方卓の上を空あけると、守翼は東方朔さくの差し入れである茶を煎れてくれた。対ついとなる長なが椅い子すがもうひとつあるから座るようすすめられる。

　桂けい花か糖とうを使った甘い焼き菓子まで副官に切り分けてもらいながら、煌言が何か言い訳のように話しだした。

「桃とう源げん郷きようって道士の憧あこがれでしょー？　僕なりに再現してみようと思いついたのが、あの紙人ちゃんたちなんだよね」

「……満開のお花畑で、いろんな種類の女と可愛いもふもふが踊っていればいいと？　来将軍あんた疲れてるんですよ」

　蒼刻はにべもない。

　ちょっと上体を伸ばすようにして、朧月は卓上を見た。たしかに可愛い女の子の紙人にまじって、猫や犬や羊といった動物もいるし、背景として作りものの木や花まで粘ねん土どや紙で作られている。本当に才能が無駄に費やされている。

「……あの、来将軍。桃源郷と仰おつしやいましたが、肝かん心じんの仙せん桃とうはどのあたりに？」

「女の子作るのに夢中で忘れてた」

　桃源郷に、肝心の仙桃がなくては締まらない。

「これでは桃源郷ではなく、ただの酒しゆ池ち肉にく林りんなのでは……」

「いやいや朧月ちゃん、僕そこまでえげつない楽園の妄もう想そうはしてないよ？　──でもさ、文字や花と違って女の子って描き慣れないんだよねー。僕よりも朧月ちゃんのほうが、女の子の絵とかうまそうだよね」

「わたしはこういう豊満な胸の谷間や、裾の切れこみから脚線美を見せるような女性の絵はあまり描き慣れていないのですが……」

「…………ごめんなさい、反省してますからそれ以上僕の精神を抉えぐらないで」

「え」

　予期せず煌言をへこませてしまったので、朧月はあわててとりなす。

「大丈夫ですか……？　来将軍」

「たぶんね、君のにおいを堪能させてくれたらすぐに復活──痛い痛い蒼刻くん！」

　星彩が「なんだかんだで元気じゃないっすかこの御方」と非常に冷静なつっこみをするのに噴ふき出しかけた。

　茶杯をいったん置き、何から質問しようか迷いながら、朧月から切り出した。

「あの──……骸むくろというのは、どのくらい長い間、保存できるものなのでしょうか？」

「骸？」

　やはり想定外の質問だったらしく、煌言はゆっくりと瞬まばたいた。

「なに朧月ちゃん。幽鬼だけじゃなくて骸も集めることにしたの？」

「……いえ、そもそも幽鬼を積極的に集めていたつもりはないのですが……」

　刺し繡しゆうのほかに花結びも習うの？　くらいの軽さで訊かれて、逆に自分の身の上の特殊さを改めて思い知る。

「ま、今のは冗談だけどー。長い間って、朧月ちゃんはどのくらい持ってほしい？」

「……十年くらい、でしょうか」

　つい、傍らにいる星彩を気にしながら質問してしまう。──この質問をする理由は、彼女から聞かされた過去にあるので。

　我ながら奇妙な話題だと思うし、朧月がなぜそんなことを訊くのか煌言には見当もつかないだろう。

　けれども手持ちの仕事以外のことに深入りする気持ちや余力はないのか、煌言は「なんでそんなことを訊くの？」という根本にはふれないまま、気前よく疑問に答えてくれた。

「んー。ある種の条件がそろうと、骸が生きているような状態を保ったまま保存される現象は起こるらしいけど」

「あ……それはたしか、木ミ乃イ伊ラとも違うのですよね？」

　その話は、白虎が知っていた。

　彼が生前住んでいた山中には、そうした状態の骸が残りやすい洞どう窟くつ墓ぼがあったのだ。

「あ、やっぱりそっちは知ってたのかー。じゃ、朧月ちゃんが知りたいのは道術でどうにかなるか？　ってとこだよね？」

「はい」

「結論から言うと、道術って骸の『保存』にはあんまり興味ないんだよねー。神仙になるっていうのが道士の最終目標とされてて、そのために修行を重ねて身体を整えるのは大事なんだけど──骸って、その場合ですら別に大事な意味ないから」

「殭屍キヨンシーは……」

「殭屍キヨンシーも、言ってしまえば自分の手駒を作るだけの禁術だからねー。骸を長い間保存するためのものじゃないよ。……言い方はとっても悪いけど、駄目になったら新しい骸に、って使い捨てるのが道士にとっての殭屍キヨンシーの利用法だからさ」

（──？）

　煌言のからりとした声こわ音ねがふと沈しずんだのに、朧月は顔を上げた。よく見れば、彼の常に明るい瞳にも翳りがよぎっている。

（もしかして……東方将軍が仰っていたとおり、来将軍が悩まれているの？）

　失礼ながら半信半疑でいたので、なんと声をかければいいのか困惑し、朧月は不自然に固まってしまった。

　しかし煌言はすぐに物もの憂うげな様子を消し去り、話を戻す。

「最初に話した状態の骸を作ること自体は、道術を使えば不可能じゃないけど、やっぱり長く自然に反して保存した骸は、殭屍キヨンシーに向いてるとは思えないかなー」

　蒼刻が顔を上げる。

「俺たちが殭屍キヨンシーについて調べていること、ご存知だったんですか？」

「あのね、蒼刻くん。皇帝陛下の件があった後に、君たちが一緒に動いてるんだよ？　いくら僕が寝不足でも、朧月ちゃんの双そう界かいの瞳が求められてるんだろうな、ってすぐにわかるさー。──陛下を襲撃したっていう殭屍キヨンシーのことでしょ？」

「そうです。来将軍が現場の痕こん跡せきを分析していると聞いたので、殭屍キヨンシーらしき襲撃者について訊きたいと思ったんです」

　守翼に腕や肩を揉もんでもらいながら、煌言は「ああ」と手を打った。

「《花か影えい》の人が斬きりつけたら、白いものが散ったっていうあれー？」

「それです」

「あれ、たぶん血じゃないよー。といっても僕が現場についたときには、蒸じよう発はつしたみたいにきれいに消えてしまってただけなんだけど」

「えっ」

　あいづちを打っていた蒼刻だけでなく、朧月まで声を上げてしまった。

「それは……なぜなのですか？」

「わかんないー」

「…………」

「いや、ふざけてるわけじゃないよ!?　そういう証言は聞いたけど、物がないとさすがの僕にも分析しようがないし、文献から調べ出すのも難しいってことだからね!?」

　紙製の酒池肉林ごっこで遊んでいたのをまだ引きずっているのか、煌言はめずらしく焦あせったふうに言い訳をしてくる。

　──ともあれ、その後も問題の殭屍キヨンシーについて、今わかっている限りの情報を提供してもらうことができた。

「ありがとうございます、来将軍。お忙しいのに、こんなにご丁てい寧ねいに……」

「じゃ、質問に答えたお礼に乙女おとめのにおいに浸らせてー？」

「最後の最後に台無しだな、あんたは！」

　その後、無駄に揉めたことは言うまでもない。
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　煌こう言げんの執務室を出ても、三人はすぐには話をしなかった。

　彼から得たことを各自で思い返しながら黄こう華か宮きゆうを目指して歩き、ようやく人ひと気けが途と絶だえたところで、朧ろう月げつが控えめに切り出す。

「皇帝陛下を襲撃したのは……少なくとも、普通の骸ではなさそうですね」

「そうっすねえ」

　ぽりぽりと頭をかいている星せい彩さいは、ただ単に困ったように見える。

　昨夜に、今まで一度も、朧月にすら具体的に話したことのない過去を明かしたとは思えない自然体だ。

　──孤こ独どくな生まれ。

　──その命を拾った男。

　──殺しなどを生なり業わいとする、人生の裏街道をゆく稼か業ぎよう。

　生前にあまり恵まれた暮らしをしておらず、それゆえに第二の人生と称して幽ゆう鬼きとなってからの時間を楽しんでいる節は以前からあったが、さすがに想像を超えていた。

　恋仲である白虎は、おおまかなところは朧月たちよりずいぶんと早くに明かされていたそうだが。

　ふよふよと虚こ空くうを舞いながら、星彩はこだわりのない口調で言う。

「いや～、あたしたち最さい期ごはばらばらでしたからねぇ……。たぶん一人として、まともに骸が残ってないと思うんですよ」

「たしか、どこぞの討とう伐ばつ隊たいに火攻めに弓矢に斬りこみにと総攻撃を喰くらったんだったか」

　蒼そう刻こくが口を挟んだ。

「ええ。それが十年くらい前のことなんすよ。で、なんの因いん果がか幽鬼になって地上を彷徨さまよってるところで、朧月ちゃんを見つけまして」

「はい。……いろいろと、星彩には支えられました」

　あまり余計なことまで思い出さないようにしながら、朧月も同意した。

　澄み切った水晶の中のように空気が冴え、それ故に寂しさを煽あおられるような美しい星月夜のことだ。この友人に出逢ったのは。

　彼女と同じく十年前に亡くなり、炎の中に消えたはずの首領とその骸。

　それが今になって、殭屍キヨンシーとしてこの世を跋ばつ扈こしているのが不思議でならない──と星彩は言う。

「張ちようさんみたいに、魂魄だけ漂ただよっているうちに他人の骸に憑ひよう依いしたって可能性もあるのかもしれませんけど……あの人の戦いの技術は、生半可な人間の身体じゃ再現できない代しろ物ものだと思うんですよねぇ」

　星彩につられたみたいに、蒼刻も難しい顔になる。

「凶きよう手しゆだったんだよな。流派とかはないのか？」

「いろんな流派を齧かじった上で、自己流で編み出した技だって言ってましたよぅ」

　──『興きよう醒ざめだ。まったくもって興醒めだ』

　その捨て科白ぜりふめいた独り言は、首領という男の口くち癖ぐせだったのだという。

　星彩はそれで襲撃に遣つかわれた凶手は、生前の首領だとほぼ確信しているのだが、首領が幽鬼としてこの世に留まっていた可能性はいいとしても、骸の件には疑問が残る。

　なにしろ同じ条件の下で命を落とした星彩の骸はとっくに朽くち果て、今はどこの土の下か川の底かもわからないのだ。

　朧月は額に手をあてた。

「星彩、たとえば……その人に、お弟で子しさんなどはいなかったの？」

「子供好きな人だから、仕事がない時には近くの城じよう市しの子供に武術を教えたりしてましたけどねえ……。本格的に弟子入りしたのはあたしだけのはずですよ。ま、あたしも結局はまともに習得できませんでしたけど」

「こ、子供好き？」

　面食らって朧月は訊き返した。昨夜には語られなかった一面である。

「……たしか、強い者の命を叩き潰すのが唯一の喜び、という方なのよね？」

「はい。でも同時に、仕事以外では絶対に人は殺さない人で──まぁ、破は綻たん者しやだと言ったらそれまでなんですけど……間違いなく外げ道どうだとも思いますけど、非道なだけではないのが厄介なんですよねぇ」

　いつもは胡う乱ろんな朧月とは対照的に、竹を割った物言いが多い星彩だ。

　こと殿方に関してはおもしろい評価を聞かせてくれる彼女にしては、生前の首領について語る口ぶりには揺らぎや迷いが多いように感じられる。

「星彩」

　めずらしく蒼刻が名前で呼びかけたのに、佳か人じんの幽鬼が紫水晶の瞳を軽くみはった。

「不ぶ躾しつけだが──あんた、その首領って男にまだ情があるんじゃないのか？」

「！」

　正面突破にも程がある質問の仕方に、むせたのは星彩ではなく朧月のほうである。

　星彩はあきれたように破顔した。

「本当に不躾ですねぇ。だから男前なのに朧月ちゃん以外からモテないんすよ？」

「珍獣は一匹で十分だ。で、どうなんだ？」

「あたしとあの人の生前の関係については、もうご説明しましたよぅ？　ひと言じゃ言い表せない、って」

　──つまり、今はそれ以上具体的なことを教えるつもりはないという意味だ。

「ただ、あたしを人質にとって、武器を捨てろ！　とかやってもあの人には無意味ってことだけは言っときますけど」

「こっちが悪党みたいな真似はしねえよ。──というか、できれば一対一とか厄介な状況には持ちこみたくねえし」

「あらまあ。めずらしく弱気っすね？」

「敵はあんたの首領だけじゃないのに、下手な真似はできないってだけだ」

　蒼刻はきっぱりと言い返し、話題はそこであいまいに打ち切られた。
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「お、帰ってきたな」

「おう、少年。とりあえず雄ゆう飛ひくんからはまだ情報は来てないぜ」

　黄華宮には万ばん里りが戻っており、白虎と円卓を挟んで茶を喫きつしていた。

「葉よう冬とう泉せんの行動の裏付けはとれたぜ。あの少年当主は、噓はひとつもついてない。おまえさんたちが信用するに値あたいするだろう。それとこっちは──葉家が裏切り行為をしている、という情報をくれた曹そう緋ひ鷹おうの周りの情報だ」

「！」

「やっこさんを揺さぶりに行くんだろ？　ネタは多いほうがいいぜ」

　手回しのいいことだ、と朧月は〝恋する情報屋〟を自じ称しようしていた衛えい万里の情報網のすごさと細やかな仕事ぶりを改めて実感する。

（蒼刻さんの副官候補……ということにはなっているけれど、絶対の約束ではないから、がんばっておられるのかしら）

　蒼刻が素直に感心した様子で言った。

「助かる。それじゃ、俺たちはこれから華か林りん園えんにある曹家の邸やしきを訪ねて、ちょっと緋鷹を偵てい察さつしてこよう」

　万里は頼もしげにうなずいた。

「あいよ。俺はその間に、来らい将軍に葉家に届けられた紙人を預けて、ついでに鏡きよう花か宮きゆうに行っておくか。太たい子し殿下に報告もあったし」

「一人で大丈夫か？」

「なんだい少年、俺は子供じゃないぜ？」

「そういう意味じゃねえよ。こんな状況だし不審人物として拘束されないかってことだ」

「太子殿下から『桜おう符ふ』っつう通行許可をもらってるから平気だ。じゃなきゃ俺みたいなのが皇宮をうろつけるわけがない」

　少しの間で花を散らせてしまう桜と関連づけて、一時的に皇宮内の施設への出入りを許可するしるしだ。

「…………」

　蒼刻とは違い、万里はまだ朧月にふれずとも幽鬼が見えてしまうほどには「双界の瞳」の影響を受けていない。

　万里と手をつないで星せい彩さいが見えるようにしてもらい、彼女の口から──などという手間までかけて甘えるのは駄目だと思い、朧月は居い住ずまいを正した。

「あの、情報屋……万里、さん」

「おう。やっと呼び方を変えてくれたか」

　少しうれしそうな表情が胸に痛い。

「──あの……これは言っておくべきか迷ったのですが、湘しよう雲うんさまには忘れられない方がおられるようなのです」

「え」

「わたしも詳くわしく聞いたわけではないのですが、以前にお話をした際に、少しだけ打ち明けてくださったのです」

　──皇宮に上がる前に出逢った人に、思いを残しているのだと。

「ちょっと落ち着け朧月」

　だらだらと汗あせをかき支し離り滅めつ裂れつになりかけた朧月を見かねてか、戸惑いがちに蒼刻が口を挟んできた。

「話を聞いてる限りだと、その公こう主しゆ殿下の『忘れられない方』が、この万里なんじゃねえのかと思うんだが」

「え」

　枝から落ちてきた李すももの実が頭にぶつかったかのような刺し激げきが、朧月の混乱していた脳内に走る。湘雲から聞いた言葉をゆっくりと思い返しながら、万里を二度見する。

　そのような偶ぐう然ぜんがあっていいのだろうか。

「え──……まさか？」

「……俺ってそんなにお姫さまに信用されてなかったのかな？」

「！　申し訳ありません万里さん──そういう意味ではなく、偶然にしてはできすぎているような気がしてしまい……」

「いや、偶然ばかりじゃないぜ？　俺から離れたくせに、やっぱり思い切れなくてあの人が幸せかどうか少しでも把は握あくしてたくて、国軍に情報屋として出入りしたり、その縁で太子殿下と知り合ってすかさず縁を結んだようなもんだしなー」

　白虎が不思議そうに言った。

「おぬしはそこまでしておいて、攫さらう勇気だけはなかったのか。奇き矯きような男だのう」

「言ったろ、白虎の旦だん那な。俺のほうにも事情があるんだって。──お姫さまも何か言いたげだな？」

「うッ。……わたしはその……湘雲さまの好みが意外だと思ってしまいました」

「ははあ。俺みたいな風ふう来らい坊ぼうは似合わないかい？」

「い、いえそこまでは」

「いいよ、俺も不ふ釣つり合あいなのは百も承しよう知ちだ。──でもな、俺も別に湘雲公主が好みの女性だったわけじゃないんだぜ？　特に昔のあの人はな、いろいろと……ああ、こんな思い出話してる場合でもないか」

　日が暮れる前に曹緋鷹に探りを入れてこいと、万里はてきぱきと仕切る。

　蒼刻がちょっと眉をひそめた。

「おまえはいいのか？」

「ああ。機を見て本人に確かめてみるさ」

「……前向きなのは結構だが、以前みたいに《花か影えい》に不ふ埒らち者ものとしてボコボコにされないようにしろよ？」

「任せときな。俺はたとえ成功しなくても成長はする男だぜ、少年」

　友人の警告に、万里は泰たい然ぜんとして微笑んでいた。
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　皇こう帝ていの寝しん宮ぐうである、鏡きよう花か宮きゆう。

　黄金や真珠、精せい緻ちな花はな天てん井じように、錦にしきの掛け布といった眩暈めまいがしそうなほど華か美びな装飾で訪れる者を威い圧あつする天てん香こう宮きゆうとはがらりと異なり、こちらもやはり贅ぜい沢たくではあるものの、落ち着ける雰ふん囲い気きを保っていた。

　当代皇帝、華か陽よう炯けいの好みである。二人の妃きさきを亡なくして以降は、安らぎと静けさを愛する傾向がより強くなった。

「──陛へい下か？」

　皇族の護ご衛えいを務める一族《花か影えい》の筆ひつ頭とうは、寝所でこっそりと動きだした気配に、控ひかえめに声をかけた。

「まだ五日は安静にするよう言われていたはずでは？」

「だがこのとおり、もう身体からだに違和感はないからな」

　彼のあるじである皇帝・陽炯は、心なしか声をひそめて答える。一応、いけないことをしている自覚はあるらしい。

「もう寝ね飽あきてしまったし、政務復帰に向けて少しは動いておきたいと思ったのだが」

「すばらしい御お心こころ映ばえです。しかし──」

　筆頭・孤こ影えいは微び苦く笑しようを見せた。宮廷作法に従った仰ぎよう々ぎようしすぎる言葉遣いまではしないのも、畏かしこまりすぎないのも、彼のあるじの命だ。

「菜園の手入れは、まだ駄だ目めですよ」

「…………少しだけでもかい？」

「駄目です。どうしてもというのなら、この俺を倒してからにしてください」

「……無理難題だな」

　ほとんど感情を動かさない政務のときとは異なり、素直に眉まゆ尻じりを下げ、陽炯は残念そうにぼやく。

「夏が来る前に、豆まめ棚だなを完成させておきたかったのだが」

「お気持ちはわかりますが、陛下にはきちんと休んでいただかないと、俺はともかく女によ官かんまで医生に叱しかられてしまうので。──というよりも陛下は、鬚ひげを剃そられたお顔を見せたくなかったはずでは？」

　茶ちや目めっけのある口く調ちように指摘されて、鏡の前で簡単な身み支じ度たくをしていた華陽炯は、あっと己おのれのおとがいに指をあてた。

　そうだった。経けい絡らくを刺激して気の流れをよくする治療の際に、妨さまたげになるといって剃そられてしまったのだ。元どおりに生はやすまでは時間がかかるし、鬚がないと妙みように若く優やさ男おとこに見られて威厳を保つのがひと苦労なのだ。急いで付け鬚を手配してもらわねば。

「すっかり目が冴さえてしまったのに、引きこもるのは残念だな」

「悪い夢でもご覧になりましたか」

「久しぶりに、父が出てきた」

　ぽつりと。真白な布の上に漆しつ黒こくの墨すみを落としたような、低い声でのつぶやき。

　こちらに表情をさらさないようにした、陽炯の背中を──正確にはそこにさした翳かげりを孤影は見つける。

「我が子のためにも、まだ死ねないよ」

　だが彼が口を開く前に振り返った陽炯は、曇くもりのない微笑ほほえみをとり戻していた。

「それにしても、これ以上ないほど健康的に過ごしているつもりだったのに、医生に気の巡めぐりが悪いと指摘されてしまったのは悲しかったな」

「俺に言わせれば、皇帝なんぞという立場でまじめに務めに励はげんでいるだけで不健康の極きわみだと思いますが」

「ふむ。若い頃のように、いつ殺されるかと危き惧ぐすることはなくなったのに」

「意外とそういう問題では──っと」

　視線をわずかに横に動かすと、孤影はおもむろに腰を上げた。

「陛下。客人です」

「ん？　天てん狼ろうたちかな？」

「いえ、どうも話し声の様子だと──」

　まだ来訪をとり次ぐ者すら現れないうちから孤影が客人の名を当ててみせるのに、陽炯は目をみはった。

　とりあえず簡単に身なりを整えてから、陽炯は客人を出迎えた。

「めずらしいですね、義あ兄に上うえ」

「申し訳ない。──本当はもっと早くにお逢いしたかったのですが、国軍との連れん携けいで立てこんでおりました」

　目が合うと、客人である男はやや困ったように眉を下げた。

「今は構かまわないが、義兄上と呼ぶのも私に敬語を使うのも大たい概がいにしていただきたいな」

「そうは言っても、私にとってあなたは数少ない身内だから」

　庭いじりを禁じられて凹へこんだのを忘れ、陽炯はおおらかに客人を歓迎する。

　董とう順じゆん世せい。

　禁きん軍ぐんを統すべる大将軍。

　陽炯の最初の妃となった女性の兄であり、その身の上では本当に数少ない、打ち解とけて話のできる友人でもあった。
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　皇こう都と・華か林りん園えん。

　貴族の邸てい宅たくと、彼らを上得意にする店ばかりが建ち並ぶという、それだけでも朧ろう月げつにとっては多大な緊張を強しいられる街区だ。

　借りた馬車で曹そう家の前までつけてもよかったのだが、蒼そう刻こくの考える「引きこもり改善のための散歩の時間」ということで少し手前で降ろされた。

（……どの邸やしきも、幽ゆう鬼き院いんの数倍はありそう）

　朧月も黒こく烏う州しゆう刺し史しの妹姫という身分だが、皇都の貴族に比べたら、とても姫育ちですと胸を張れたものではない。被ひ布ふの下からそっと、壮そう麗れいな建物や、道の両脇を飾る木々の整えられた緑の枝葉などをうかがう。

　行くぞ、と手を引いてくれる青年のそばに従いながら、朧月はふと訊たずねた。

「そういえば、劉りゆう家の別邸もこちらに用意してあるのですか？」

「まあ、皇都に活動拠点を確保しておかないと、商あきない等には不便だからな。親父の腹心が管理してくれてる邸がある。ここからは、ちょっと徒歩だと遠いが」

　遠い。

　やはり三大家の間にもいろいろあるせいなのか。

「劉家の商売だけでなく、俺の俸ほう禄ろくの運用なんかも任せてるんだが、俺も忙いそがしいからあんまり頻ひん繁ぱんには行かないな」

「でも、これからは仲よくしといたほうがいいんじゃないっすか？　朧月ちゃんと本当に婚約ってことになったら、ごあいさつも必要でしょうし」

「！」

　斜ななめ後ろあたりに憑ついてきてくれている守しゆ護ご幽ゆう鬼きがおもむろに提案するのに、朧月はたたらを踏んだ。

　それを慣れた仕し草ぐさで襟えり首くびをつかんで支えつつ、蒼刻は星せい彩さいを見やった。

「ただでさえ曹緋ひ鷹おうに逢うのでこちこちになってるんだから、あまり刺激してやるな」

「あ～い。今日はあたしより武官さんが甘いっすねぇ？」

　共連れは星彩のみ。

　白びやつ虎こには黄こう華か宮きゆうでの待機ととある伝言を、万ばん里りには引き続き情報収集を頼んである。

　青く燃える左目に鋭するどい光をよぎらせ、蒼刻は言う。

「別にそうでもない。対緋鷹では、こいつが鍵かぎだからな」

「……尽じん力りよくいたします」

　作戦。

　というほど大おお仰ぎようではないが、曹家の邸には「なぜ葉よう家の動きを知ることができたのか」等の疑問について、蒼刻が万里の身分ではできなかった探さぐりを入れるだけでなく、ちょっと仕掛けるつもりでいるのだ。

　深呼吸をしながら手足を規則的に動かして、朧月なりに緊張を解く努力をしているうちに、緋色の瓦かわらを載せた門が特徴的な邸が見えてきた。

「ん～あたしたちの前に来てたお客さんが、帰るところみたいっすね」

「見た感じ商人でもないが、何者だろうな」

　声をひそめた星彩と蒼刻が、口々に怪け訝げんそうに言う。

　青年武官の後方から首を伸ばした朧月は、思わずあっと声を上げた。

（曹緋鷹──）

　以前に逢ったときは、「遊興好きの御おん曹ぞう司し」という世間での噂うわさを裏打ちするようなやや隙すきのある装よそおいをしていたが、今日は黒髪をほつれなく束たばねて首を見せ、鞋くつまで清せい潔けつに身なりを整えている。

（まるで普通の貴公子みたい）

　華美ではなく節度のある印象を確実に与える装いをした緋鷹が、門までわざわざ見送りに出ている相手は、ひょろりと背が高く六む十そ路じを越えていそうな男性だ。

　白を基調とした肌を見せない裾すそ長ながの衣をまとっているので、なおさら縦に長く見える。

　道どう士し、あるいは巫ふ祝しゆく──街でごく簡単な護ご符ふや魔ま除よけの霊符などを売る者に近い印象でもあるが。

「……白い衣い裳しよう」

　朧月と同じように蒼刻も、鋼こう鉄てつ宮きゆうに現れた白衣裳の不ふ審しん者しやを連想してしまったらしい。

　よく見れば作りも装飾も似ていないのに、間が悪かった。

　ややあって、緋鷹がこちらに気づいた。

「ああ、徒と歩ほで来たのか。ようこそ、楽しみに待っていた」

　白衣裳の男を乗せた馬車が去っていくのをもう一度確かめると、緋鷹はこちらに向き直って目を細めた。

　完かん璧ぺきだけれど好意も悪意もなさそうで、奇妙な居い心地ごこちの悪さを覚える微笑みは健在だ。

「お邪じや魔まいたします。──時に……今の御方は？」

　同じ三大家である劉家と曹家は、何かと対抗しがちだと、噂に耳の早い星彩から聞いている。蒼刻が探りを入れるよりも自分が訊いたほうが角が立たないだろうと判断し、朧月は思いきって質問した。

　予想を裏切り、緋鷹はさらりと言った。

「俺が以前に少しばかりお世話になった、[image: ]せい教きようの祭司どのだ」

「[image: ]教？」

　隠し立てすることは何もない、といった態度だ。

　お世話に、というのも──この男が宗教にすがる姿がとても想像できないので──非常に気になるが。

「その様子だと、姫君は[image: ]教をあまりご存ぞん知じではないのか」

「お恥はずかしながら、あまり……」

　緋鷹にまなざしを向けられた朧月は、無知を恥じるように答えた。

　神しん華か国には百ひやつ花か神しん仙せんの伝でん承しようを基もとにした価値観や習慣が根づいており、あまり他国の宗教が入りこむ余よ地ちがない。かつての黄こう巾きん賊ぞくにはいくらか新興宗教じみた面もあったが、結局は彼らも道術という、百花神仙の描えがいた世界観を原拠にしていた。

　しかし一方で異民族や、他国から神華国に移住した者たちの信仰を弾だん圧あつすることもあまりないので、異教に由来する寺院や聖堂の類たぐいはところどころに見つけられる。

　緋鷹は浅くうなずいた。

「誤ご解かいを恐れずに簡潔な説明をしてしまうと、世の中のものを善と悪に分けて考え、善の象徴として『火』を尊たつとぶ教えだ。絲し路ろにより西域から伝わってきた信仰のひとつで、あまり信徒は多くないが、皇都の外周区にも寺院がある」

　一歩。

　深さもわからない泥沼へと足元を探りながら踏みこむように、蒼刻が問う。

「少しだけ世話になった──というのは、その教えに世話になったってことか？」

「正確には違う」

　かぶりを振る緋鷹。

「宗教、信仰というものに興味を抱いだいた時期がある。百花神仙の教えならば曹家の教育で十分に学んでいたが、異教については表面的なことしかふれていなかったので、[image: ]教の寺院を訪ねてみたところ、あの祭司どのが快こころよくいろいろと教えてくれた」

「結局、帰き依えはしなかったのか」

「教義と世界観などは興味深かったが、入信するほどの熱意には結びつかなかった。謝礼にいくらか寄付はしたが──それも、俺の記憶が確かなら七年前のことか」

（……今回の訪問は、七年ぶりということ？）

　この時期になぜ、と穿うがってしまうのは、それだけ皇帝陛下が襲しゆう撃げきされた事件が、強きよう烈れつだったせいだ。

　朧月たちの間にただよう疑念に気づいた様子で、緋鷹は補足してきた。

「最近は信徒の数に伸び悩んでいて、老ろう朽きゆう化かした院内の礼拝堂の修理もままならない状況だそうだ。要するに俺が皇都に来たのを知って、入信しなくてもいいから寄付をしてもらえないかと頼みにきたわけだ」

「無心か」

「悪い言い方をすると、そうだな。だがまあ、寄付の代わりに弟の立身出世と無む病びよう息そく災さいを祈いのってもらうよう頼んである。交際費と思えばどうということはない」

「…………」

「さて」

　二人を順番に眺ながめると、緋鷹はかすかに目を細めた。

「訊ききたいのは俺の信仰についてではないだろう？　──中に入ってくれ」





[image: ]






　執しつ事じらしき壮そう年ねんの男にひと言ふた言告げると、緋ひ鷹おうは自ら先導して、来客をもてなすための一角へと案内してくれた。魔除けが強固にほどこされているようで、星せい彩さいは入るのがつらそうにしたので、彼女には邸周辺を偵察してもらうことにした。

（幽鬼というよりも、呪じゆ詛そを警戒しているのだろうけれど……）

　呪詛や風水を利用した嫌がらせを警戒すること自体は、貴族や官かん吏りの邸では特にめずらしくもない。

（蒼そう刻こくさんのご実家よりも、警戒が厳重みたい）

　ここは皇都だから、余計に神経質になるのだろうか？　そんな想像をしながら、邸内を観察した。

　途中に通ってきた廊ろうは、足元には白と紅あかの模も様ようを入れた煉レン瓦ガを敷き詰める見事な造り。

　ひと目で稀け有うあるいは上質なものと知れる琴ことや刀剣、花か瓶びんや香こう炉ろなどが壁に嵌はめこむ形にして展示されているのだが、作られた地域も年代もばらばらなのに不思議な統一感を醸かもし出していた。

（でも……温ぬくもりや人間味が、あまり感じられないのは気のせいかしら）

　外した被布を畳たたんで抱えた朧ろう月げつはひそかに当惑する。

　整然としすぎていて、人ひと気けがほとんどないせいだろうか？　ふとした瞬間に、寒々しい感覚にとらわれるのだ。

（花）

　窓の向こうを見やったときに朧月は、ようやく違和感の正体に気づいた。

　神しん華か国では地位を問わず、百花神仙への祈りをこめて、花を盛った花瓶や花器を常に置くことが多い。立身出世を祈るなら槐エンジユを植えるなど、願いに応じた花草木を植えるのも、広く行われている信仰の表現だ。

　だというのにこの邸の中には、今のところ一切、生花を見かけない。

　真冬でも咲く花がひとつや二つではない神華国の、しかも中心地だというのに。

（……緋鷹さまは、本当は[image: ]せい教きように帰依しているとか？）

　だとしたらどうなのだ、という程度の引っかかりだが、初対面の胡う散さんくささが尋常ではなかったせいか、緋鷹の行動のひとつひとつに身構えてしまう。

「ここだ。どうぞ」

　緋鷹の声で、はっと顔を上げる。

　案内された部屋に入るなり、蒼刻の眉み間けんにくっきりと亀き裂れつが生じた。

「朱しゆう義ぎ」

「今日は白虎はいないのか」

　彼とほぼ同い年の武官である曹そう朱義も、ひどい仏ぶつ頂ちよう面づらだ。兄と同じ真しん紅くの瞳に宿る光は剣けん吞のん極まりない。

　だが蒼刻は、今日は朱義の敵意を無視した。

「おまえも《花か影えい》の筆頭に指導を受けて、陛下の護衛についてるんじゃないのか」

「双そう璧へきの許可は得ている」

　大事な役目を放り出して休んでいると思われるのは、さすがに心外なのだろう。朱義は渋じゆう面めんで答える。

「──葉よう家の件では緋鷹兄……うちの兄が重要な情報を提供したからな。葉家の背後にいる連中に邪魔者として命を狙ねらわれる可能性があるので、俺が警備の態勢を見直している」

（まあ……）

　不意打ちで感心させられて、朧月はゆっくりと瞬まばたいた。

　朱義の様子からは、意外なほど普通でまっすぐな兄への家族愛がうかがえる。癖くせの強い緋鷹のことだから弟との関係は微妙かと思いきや、朱義は兄を大事に想っているようだし、緋鷹にも弟の立身出世を祈る気持ちがある。

（蒼刻さんは個性的なお兄さまと……殺さつ伐ばつに近いけれど、こちらは平和なのね）

　第一印象の胡散くささとは異なり、緋鷹は意外と身内にはやさしいのだろうか？

　のほほんと考察していると、朱義がぎろりとこちらを見た。

「兄弟仲がよろしいのかしら？　とか顔に勝手に書くんじゃねえよ」

　ひっと息をのむ朧月を、蒼刻が背後にかばう。

「おまえこそ、うちの珍ちん獣じゆう──……連れにガンつけるな」

「人の眼がん光こうをとやかく言えるのか貴様が。って、珍獣？」

「空耳だ。気にすんな」

　飼い主ぬしと珍獣というのは、何も知らない人間にしたら特殊な嗜し好こうに見えるかもしれないと察したのだろう。蒼刻はかなり不自然にごり押しした。

　何がおもしろいのか、弟が同年代の青年武官と剣吞に向き合うのを興味深そうに眺めていた緋鷹が、ともかく座らないか？　と静かに促うながした。
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　用意されたのは、そろそろ飲む季節が終わりに近づいている紅茶。

　紅茶は身体の熱気を高める効果があるので、夏と秋に飲むと体調を崩くずしやすくなると考えられている。曹そう家が治める紅こう英えい州で作られている紅茶の多くは、松の木を燃やして茶葉を乾かすので、松の香りが風味となって残されているのが特徴だ。

　天井の高い部屋を、朧ろう月げつは改めて眺めわたし──

「で。俺に質問とは？」

　社交辞令も雑談も好まないのか、緋ひ鷹おうがさっくりと切り出すのに一瞬動きを止めた。

　だが質問するのは朧月ではなく、彼女の隣に座った蒼そう刻こくの役目だ。

「陛下の件での協力には感謝する。が、葉よう家が胡散くさい動きをしていることにおまえがどうしていち早く気がついたのか、それを教えてくれないか？」

「──おい。まさか兄を疑っているのか？」

　護衛と称しようして部屋に残り、壁かべ際ぎわに仁に王おう立だちしてこちらをにらんでくる朱しゆう義ぎが語気を鋭するどくして口を挟む。

　蒼刻は億おつ劫くうそうに、視線をほぼ同い年の青年武官へと投げかけた。

「疑っているわけじゃない。今俺は双璧に葉家についての調査を命じられているから、情報源がひとつでも多く欲しいだけだ。なにしろおまえの兄は皇都に来て間もないのに、国軍の情報網よりも早く異変を察したほどだ。是ぜ非ひ協力を願いたい」

　褒ほめ言葉とも、いささか皮肉っぽいともとれる言い方だが……蒼刻は、緋鷹がこの程度では激さないと確信していそうだ。

　案あんの定じよう、緋鷹はまったく余裕を失わない態度で弟をとりなした。

「朱義。俺には訊かれて困ることはないのだから、そう刺とげ々とげしくすることはない」

「……わかった」

「おまえの気持ちはありがたく思っている」

　あるかなしかの微笑みを浮かべる兄に、朱義は「ならいい」と口をつぐむ。

　緋鷹は蒼刻へと向き直った。

「情報源のことだが、国軍の方が興味を持つほどたいした仕掛けではない。こちらで商あきないを任せている一族の者が、流行や相場の動きをつかむために皇都の要所に目となる者を配置しているのだが、そのうちで葉家邸の周辺を見張っていた者が俺にも違和感を伝えてきた」

「本当にただの商売用の情報網なのか？」

「商売以外に使うことはないのか、と訊ねられると困るがな。俺はおまえには噓うそをつきたくないと思っている」

　落ち着いて話を始める蒼刻たちに引き比べ──朧月は「わたしは添え物です」という雰囲気を保ちながら、ひそかに焦あせっていた。

（過去視に、まだ何も引っかかってこない……）

　双そう界かいの瞳によって緋鷹の周囲にいる幽ゆう鬼きを探す、あるいは不安定ながらも目覚めた力で過去を垣かい間ま見て、とにかく情報を拾う。それが、蒼刻に保護されている珍獣を装った朧月が同行した主おもな目的だ。

　相手からふいに好意じみたものを示された蒼刻が、不審げに眉まゆをひそめた。

「俺に噓を……？　どういうことだ」

「言葉どおりだ、俺はせめて正直者でいたい。おまえは戴たい青せいの弟で、しかも朱義とも縁が深いしな」

「「別に深くはねえよ」」

　蒼刻と朱義の心外そうな声がほとんど重なる。

　普段なら噴き出しているところだが、あいにく今の朧月に余裕はない。

（……どうしよう？）

　師といろいろ議論した結果、過去視はおそらく何かにふれたほうがやりやすいのだろうと推測しているのだが、突然ここで調度品などをまさぐりはじめるのは怪あやしすぎる。

　初めてお邪魔した邸で、密偵じみた真似を、しかも緋鷹に気取られずに実行する。

　三重の壁に苦悩していると、

「それにしても」

　緋鷹がやや皮肉っぽく言いだしたのが、彼女の意識の水面に波を立てた。

「俺はてっきり、おまえの寵ちよう姫きにちょっかいをかけたことを叱しかられるのかと思っていた」

「！」

　危ない。茶杯を持っていたら間違いなくとり落としていた。

　釈しやく然ぜんとしない顔で腕組みし、蒼刻は悠ゆう然ぜんとしている緋鷹を軽くにらみ返す。

「愛あい妾しようじゃない。きちんと婚約者にする予定を立てている」

「そうか。婚約式の日取りが決まったら教えてくれ」

「おまえは……なぜ朧月に興味を持ったんだ？」

「俺はもともと玄げん静せい心しんとは長らく友人めいた仲だし、めずらしいものは嫌いじゃない。叔お父じ上うえが失脚したことで曹家の采さい配はいに口を出す範囲が広がったのでな、ついでに友人の長年の負担である、黒こく烏う州の借金を減らしてやろうと考えた」

「…………」

「だが、なんの見返りもない施ほどこしを静心が好まないのは自明。俺も仮にも曹家の者として一族にまるきり利益にならないことはできない。それで俺は独ひとり身だし、曹家にはたまたま年頃の娘が足りないことだし、嫁よめか養女として不自由ない暮らしをさせることを約束すれば、いい取引だと思ったんだがな。玄静心の家族愛を甘く見ていたようだ」

　よどみない説明だった。

　それでいて、あらかじめ用意していた言い訳じみて聞こえないのは、緋鷹の知性と落ち着いた物腰の賜たま物ものか。

　援助と引き換えに、家の手て駒ごまとして使える年頃の娘をもらう。とりたててめずらしい取引ではない。

　──冥めい界かい公こう主しゆとしての朧月に興味がある、という点の異質さを除けば。

　蒼刻もそこを指摘しようとしたらしいが、緋鷹のほうが一枚上うわ手てだった。

「さて、本題に戻ろうか。双璧の懐ふところ刀がたなとも言われる劉りゆう武官どのにとって、姚よう朧月どのの件はオマケのはずだろう？」

　ほかに訊くべきことがあるだと、国軍の者としての義務をほのめかされれば、食い下がるのは難しい。

　蒼刻はやや憮ぶ然ぜんとして切り出した。

「曹家の情報網について、もう少し詳しく聞かせろ」

「俺が話せる範囲でいいなら。情報網を管理している者は、今はこの邸にいないのでな」

　話が自分のことからそれ、なおかつ終しゆう盤ばんにさしかかったのを察して、朧月は「お庭に咲く花を愛めでたいのですが……」とすまなそうに申し出た。神しん華か国で多用される「ご不ふ浄じようを使わせてほしい」と同じ意味の表現だ。

　この部屋にはあまり朧月の感覚に引っかかるものはなさそうだから、少しでも多くの場所を探るためである。

　こういうときは案内の者を呼んでもらっても、もらわなくてもよい。

　朧月は非礼を詫わびつつ案内を断ったが、消え入りそうな態度のおかげで、人見知りな性分のせいだと納なつ得とくされたと思う。とはいえ九割は演技ではなく、曹緋鷹という人を警戒しているせいだが。

　考えながら、一応はその場所に行って適当に出た。

　帰り道はあえてゆっくりと歩く。

「おうちに帰りたい……」

　ぽつりと無意識につぶやきながら、格こう子し窓まどの縁ふちに軽くふれたときだ。

「ッ……！」

　視界がぐにゃりと歪ゆがんだ。

　だがそれは眩暈めまいとは違って不快感はなく、すぐにまぶたの裏に今いるのとは時間だけがずれた世界が浮かび上がってくる。

『……なるほど。あなたの人生観は実に興味深い』

　緋鷹の声。

『もう戻らねばならないとは残念だ。あなたとはもっとお話しをしたかったのだが。──いやいや、謙けん遜そんなさらずとも。たとえ常人には理解どころか想像も及ばない体験談でも、ある種の人間にとっては妙みよう薬やくとなりうる。それが現世のおもしろいところです』

　薄暗い視界。

　その中央で、こちらを見つめて緋鷹が微笑んでいる。
















　しかし朧月が懸けん命めいに維い持じしていた集中は、途中でぶつりと断たち切られた。

「──おや、ここにいたのか」

「！」

　幻げん視ししていたのと同じ緋鷹の声が、背中にぶつかってきたのに凍こおりつく。

　肋ろつ骨こつを痛めるのではと思うほど鼓こ動どうの速い心臓を押さえつつ、ぎこちない動作で振り返れば、少し離れた場所に彼はいた。

　先ほどは蒼刻や朱義がいたために強く意識しないで済んだのだが、こうして真正面から向き合うと身がすくむ。ましてや今は、前回のように星せい彩さいもいない。

　朧月はつっかえそうになりながら言った。

「も、……申し訳ありません、花を愛でた帰り道で、うっかり迷まよってしまいまして」

「だろうと思った」

　話は終わったので捜しに来たのだと、意外な穏おだやかさで緋鷹が言う。

「この邸には最低限の人間しか置いていないのでな。困らせてすまない」

「いえ、お気遣いありがとうございます……」

　そういえばここに来るまでも、適当に彷徨さまよっている間にも家か人じんらしき者を見かけなかったことに気づく。

　緋鷹に導かれて玄関へと向かうと、ようやくそれらしき老婦人とすれ違ったが、三大家の別邸にしてはたしかに閑かん散さんとしていた。

「あなたの異母兄あにとの数少ない共通点かもしれないな。俺はあまり多くの人間にかしずかれるのが好みではない」

「……兄がいつもお世話になっております」

　前回ほどの気まずさは少なくともない会話に胸を撫なで下ろしながら、朧月は頭の片隅でふとそれに思い至いたる。

　彼女が過去視で追える体験は、死者の視点なのだ。

　となれば先ほどの断片的な光景で、緋鷹が向き合って話していた相手は、幽鬼ではないが今はすでに亡くなっている人物に違いない。──しかも緋鷹は最近この別邸に来たばかりなので、つい最近亡くなった人間ということになる。

　これは一体、何を示すのだろう？

　まだ細かいことはわからないのに、嫌な予感が泥のように胸の底に溜たまるのを感じた。
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　しばらく廊を進んだところで、行く手から赤みがかった黒髪の青年がやってきた。

　緋ひ鷹おうとその後に従っていた朧ろう月げつに気づくと、あっというように小さく口を開く。

「朱しゆう義ぎ、ちょうどよかった。彼女を蒼そう刻こくのいるところまで送り届けてやってくれるか」

「わかった」

　朱義は素直に兄の言葉にうなずき、朧月をちらりと見た。

「こっちだ」

「は、はい」

　緋鷹は何か用事を思い出したらしく、朧月を見送ってどこかに消えてしまった。

　あたりまえだが蒼刻とは違い、朱義は彼女の歩ほ幅はばに合わせてはくれない。

　親しくない人と歩く緊張よりも迷まい子ごにはなりたくない一心で、朧月はちょっと焦りがちに足を運んでいたのだが、そんなことをすれば鈍どんくさい足元がつまずくに決まっている。程なくしてコケた。

　びっくりした顔の朱義が、手を突き出しながら思いっきり怪け訝げんそうに言う。

「なんで平たいらなところでコケた？」

「も、申し訳ありません。自分の足につまずきました」

「どういう芸だよ」

　──朱義のあきれ声での言いように噴き出さずに済んだのは、幸いだった。

　彼の反応は、出逢って間もない頃の蒼刻によく似ていたのだ。

（探せば、もっと蒼刻さんと似ているところがありそう）

　そう考えると微笑ましい。

　朱義も眼光が鋭くいかにも若手武官らしい切れ味のある雰囲気だから、本来は朧月にとって苦手な部類だ。しかし蒼刻といくばくかの共通点が見られることと、実の兄に対しては情を示していたのが気持ちを少しなごませる。

（……双璧の御お二ふた方かたが考える蒼刻さんの副官候補って、まさか──いや、朱義さまは護ご花か七しち将しよう軍ぐん候補のはずよね）

　蒼刻からの情報によれば、最近になって急に名が挙がったのだとか。

　しかし曹そう家出身の護花七将軍はすでに一名いるので、二人目はいかがなものかと議論されているらしい。

　などと考えていたら、先を行く朱義が何か小さなものを落としたのが目め端はしに映った。

　とっさに足を止めて拾い、声をかけようとしたときには朱義はちょっと離れた場所にまで行ってしまっている。

　とろいなりに急いで後を追ったのだが、そうすると話しかける余裕がなく、どこかで一度止まってくれないかと思っている間に玄関に到着していた。

　待っていてくれた蒼刻は「どこの穴に入りこんだのかと思ったぞ」と彼独特の言い回しをしながら、送り届けてくれた朱義に礼を言ったのだが──

「いらん。とっとと帰れ」

「──わかった。邪魔したな」

　朱義がたちまち蒼刻と険悪な空気になったものだから、口を挟む隙が見つからぬまま、朧月は曹家の邸を後にしてしまう。

（ど、どうしよう……？）

　今の国軍には戦力を遊ばせておく余裕がないようだから、皇こう宮きゆうとりわけ鋼こう鉄てつ宮きゆうに出入りしていれば、朱義に逢える機会はあるだろうか？　二人の間柄を思えば、蒼刻に代わりに返してもらうのはためらわれた。

　考えながら朧月は、うっかり渡しそびれて手の中に握にぎったままだったそれを見る。

　朱義の落とし物には間違いないが、きちんと目まの当たりにするのは初めてだ。

（……子こ豚ぶた？）

　てっきり玉の一種だと思っていたが、よく見るとそれは、象ぞう牙げでできたなんとも愛あい嬌きようのある子豚の飾りだった。

「お～い、朧月ちゃんに武官さん。何かありましたぁ？」

　こっちは空から振ぶりですねえ、と残念そうに言いながら友人である幽鬼が舞い降りてきた。

　朧月はいったん返却をあきらめることにして、子豚の飾りを懐ふところにしまった。
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　しばし後。

「星せい彩さい……大丈夫？」

　呼んでおいた馬車に乗りこんで、互いに手に入れた情報を交換したのを最後に、沈むように物思いの表情で黙だまりこんでしまっていた友人に、朧ろう月げつはそろっと声をかけた。

　先ほどから長らく気になってはいたのだが、彼女が話す気になるのを待とうと蒼そう刻こくと目顔で決めていたのである。

　いつもは彼女のほうから話しかけてくれるので、つい甘えが出てしまった結論だ。

　しかし沈黙は予想外に長いし、星彩の表情も明るくはないし──と徐々に心配のほうが強くなったため探りを入れたのだが。

「え？　ああ」

　はっとしたように視線を上げた星彩は、二人と目が合えばすぐに、ふわりと破は顔がんした。ひらひらと手を振る。

「ん、大丈夫っすよ～。うん大丈夫、世はこともなし」

「むやみに繰り返されると、逆に信じられなくなるんだが」

「嫌ですねえ、ほんとに大丈夫ですってば。玄関でちょろっと見た緋ひ鷹おうさんに対する印象とか疑問を、あたしなりに頭の中の人物帳にまとめてただけで。──ただまあ、ほんのちょっとですけど、あの人に似てる気がしたせいか回想に浸ひたってしまいましたね」

　冗じよう談だんめかした軽い口く調ちよう。

　しかしそれは表面だけで、決して心地よい回想でないのは彼女の張りの足りない笑顔や先日聞いたばかりの過去から察せられる。

　無意識のうちに、朧月は膝ひざの上でぎゅっと手を握っていた。

「あの人……というのは」

「あんたの過去の男だよな」

　長年、友人が話題にしたがらなかったことに踏みこむにはある種の決意がいる。

　だというのに、身も蓋ふたもない蒼刻の言葉に、朧月はむせてしまった。

　対して星彩のほうは、あきれてはいても気分を害した様子はなく苦笑いする。

「嫌ですねえ武官さん。言い方ってものがあるでしょうに」

「あんたが名前を言わないせいだろ」

「ん、まあ、そうでしたねえ。──……是ぜ空くう」

　え？　と朧月は瞬まばたく。

　どこか複雑そうに星彩は説明をした。

「是空、って名乗ってたんですよ。生前に孤こ児じのあたしを拾ってくれた人は」

　空くう虚きよ、というような意味である。

　およそ普通の親がつける名とは思えないが──

「たしか北方のアルタン＝カン族は、魔除けのために子供に変わった名をつける慣習があるけれど……そうではないのよね？」

「あい。あたしが教わったのが噓うそでなければ、あの人は黒こく烏う州の生まれですよぅ」

　蒼刻も疑問を挟んだ。

「偽ぎ名めいじゃないのか？」

「自分で名づけた、とは言ってましたねぇ。親にもらった名前のほうは、親に捨てられた際に一緒に捨てたとかなんとか。ま、生みの親にはなんの未み練れんも持ってない人でしたけど」

　懐なつかしむような、少なくとも嫌けん悪おや憎ぞう悪おは見当たらない星彩の表情に、朧月はなんとなく複雑になる。

　普段は白虎といちゃいちゃ円満な友人を見ているせいだろうか。過去の恩人（？）とはいえ、いろいろ聞いていると到底まともには思えない人物だけに、こちらとしては妙にそわそわする。なぜ反発していないのだろうと。

「……星彩は、是空さんを慕したっていたの？」

「嫌ですねぇ、今日はあたしの異性関係を探る回ですか？」

「う。べ、別に野や次じ馬うま根性で聞いているわけではなくて……」

「わかってますよぅ。──本当に『白い血を流す殭屍キヨンシー』があの人だったらどうするの、って心配してくれてるんすよね？」

　笑って朧月の額ひたいを撫ぜながら、星彩は割り切った様子で言った。

「その際には、どうか武官さんに斃たおしてもらえることを祈ってますよぅ」

「俺に？」

　ふいにご指名を受けた蒼刻は、面食らったようだ。

　いつものお茶目なお姉さんといった雰囲気とはどこか異なる、素直でひたむきな表情を星彩は浮かべていた。

「昨夜も言ったじゃないですか。あの人は──なんというか心の作りに破は綻たんしてるところがあって、普通の幸せには興味が持てなくて、ぎりぎりの勝負で強い相手を打ち倒すことでしか幸福を感じられなかったって。だから金で人殺しまで請うけ負う裏稼業じみた真似をしていたんだって」

「ああ──そんなことを言ってたな。正直理解不能だったが」

「あたしもさすがに共感はしてなかったっすよ。ただまあ、そういうところを除けば、極ごく悪あく非ひ道どうってわけじゃない人でしてね」

　なんとも言いようのないため息をもらす。

「あたしを拾ったり、仕事がないときには城じよう市しの子供に武術を教えるのが趣味だったり、単なる鬼おに畜ちく生しようではなかったのも事実ですけど。……そんなことで罪は消えませんし、あの人に殺されたりそれを手助けしてたあたしを恨うらんでる人からしたら、なんの関係もないことですよねぇ……」

　伏せた瞳。

　彼女もまたひそかに罪悪感を抱き、自分が幽鬼として地上を彷徨うのが罰ばつなのかと考えながら存在を維持していた。罰が下るならばいつか、それとも首領とともに短い生を終えたこと自体が罰なのかと、答えのない問いを背負いながら。

（……わたしの友達になってくれたのも）

　いろいろと尽つくしてくれるのも、生前の償つぐないの意識も少し織りこまれていたのかもしれないと今なら思う。だからといって星彩との間にある友情や家族愛じみた想いが軽くなったとは思わないが、いやだからこそ、これまで彼女の抱える複雑な要素に踏みこんでやれもしなかったことに申し訳なくなった。

（わたしはいつも、どうしてこう……）

　つかのま祈るように目を閉じていたが、再び顔を上げたときには、星彩はいつもの笑顔をとり戻している。

「嫌ですねお二人とも、葬そう儀ぎみたいな顔しちゃってますよ～？」

　唐とう突とつにからかわれ、蒼刻が半はん眼がんになる。

「どういう顔をしろってんだよ」

「笑えばいいんじゃないっすかね」

「無理言うな」「無理無理」

　蒼刻と朧月とでめずらしく意見が完全に一致すれば、その拍ひよう子しにどこか沈んでいた空気が霧む散さんする。

「あんたから聞いたそいつの戦い方とか、だいぶ要領を得ないんだが、もっとこうわかりやすい弱点とかないのかよ」

「え～。あたしもあの人から武術を教わりましたけど、独特で再現不可能なんすよ。あの人だからできたんだなって感じで……。《花か影えい》の筆頭さんはその点ですごいっすねえ。というか武官さん、戦いたくないんすね？」

「俺は馬ば鹿か兄貴みたいな戦せん闘とう狂きようじゃねえし、自分の未熟さはいろんな強いやつに嫌ってほど教えこまれてる。白い血とかも詳細不明だし、危ない橋の上で戦いたいわけがあるか」

「……ま、武官さん一人の身体じゃないですからねぇ。あたし武官さんのそゆとこ気に入ってますよ」

　姉弟きようだいめいた会話にただよう温かい何かにほうっと息をつくも、朧月はやはりそのことが気がかりになる。

（星彩の……何、と言ったらいいのかしら）

　皇帝陛下を襲しゆう撃げきして《花影》の筆頭に手傷を負わせるほどの手て練だれで、生前には戦争屋や殺し屋じみた稼か業ぎようを選んでいて、明らかに歪んだ幸福観の持ち主で。それでいて孤児を拾って育てることもする、存外子供好きであった男。

（……み、身内にいたら複雑だわ）

　振り返るとものすごい。

　ただ──星彩が、本当に「白い血の殭屍キヨンシー」が首領だとしても、殺さないでほしいという気持ちは微み塵じんも抱いていない様子なのは救いだ。まあ向こうもすでに一度死んでいるので今さらかもしれないが……。

　ふと思い出したふうに、蒼刻がこちらを見た。

「そういえばおまえ、冬とう泉せんとは実は初対面じゃなかったのか？　なんかどこかで逢った気がするとか言ってたよな」

「あ……いえ、あれは実は冬泉さまご本人と逢ったわけではなく、似ている人がいたのを思い出したというだけの話でした」

「？　だれだ」

「兄さまです」

　蒼刻の動きが止まった。

「昔の兄さまも、あのようにあまり子供らしさのない御方で……。蒼刻さん、どうかなさいましたか？」

「葉よう冬泉の印象が変わっちまいそうで悩んでるんだよ」

　星彩が苦笑いとともに補足した。

「いやぁ刺史さん、昔からあの性格ですからね～。たしかに小さい頃は容姿だけなら深しん窓そうのお姫さまっぽい美人さんで、市場の見回りをしてたら商人に『君に花嫁衣裳を着せて、一生日ひ傘がさをさしかけてあげたい』とか求婚されてしまったくらいなんすけど」

「……星彩、それは兄さまには思い出したくない過去だそうだから」

「ご本人の前では絶対口にしませんよぅ」

　女顔だと指摘して、静せい心しんに殴なぐられずに済んでいるのは曹そう緋鷹くらいのものだ。

　などと話が転がっていくのに、蒼刻が意外そうに言った。

「玄げん静心はそんなに曹緋鷹と仲がいいのか？」

「…………」

「なんで二人して黙るんだ」

「そうやって訊かれると、肯こう定ていも否定もしづらいんすよ。ねえ、朧月ちゃん」

「少なくとも……蒼刻さんと張ちようさんのような、普通のお友達ではなかった気がします」

　肩をすくめる星彩にうなずき返しながら、朧月も記憶をたどる。

　執務室をのぞき見するのが日常だった友人はともかく自分は、緋鷹と逢った後の異母兄の様子しか知らない。

　思い出せる限りでは、あまり楽しかったという様子ではなかった。

　しかしだからといって、緋鷹を拒絶したり嫌悪しているふうでもなかった。

（……静心兄さまには、緋鷹さまはどんな人間に見えているのかしら？）

　今さら、そんなことが気になる。

　緋鷹に渡すくらいならと、蒼刻に朧月との婚約を持ちかける程度に警戒しているのは確かだとしても。

　まなざしを西のほうへと向けながら、蒼刻はちょっと残念そうに言った。

「どうも曹緋鷹は胡散くさいし、今後何かあったときに、玄静心から探りを入れてもらえるようなら便利だと思ったんだが」

「……一度お手紙で、遠回しに訊ねてみましょうか？」

「いいかもな。俺が殺されない程度には穏おん便びんにやってくれよ」

「蒼刻さんへの殺意も……たぶん、きっと、おそらく本物ではないと思うのですが」

「保証が弱すぎるわ」

　額を軽くこづかれる。

「さて。情報屋さんを待たせていることですし、いったん皇宮に戻りましょ？」

　話がまとまったところで、星彩がそう言って皆をうながした。

　──彼らのあずかり知らないところで、衛えい万ばん里りが大胆な一歩を踏み出していることなど想像もしないで。










[image: ]




　鏡きよう花か宮きゆう。

　義ぎ父ふの容態が落ち着いたこともあり、女によ官かんたちにも勧すすめられて、湘しよう雲うんは夕方に久しぶりに庭園へと散歩に出た。

　……公こう主しゆでなくとも貴族の子女ならば、日ひ傘がさをさしかけさせた侍じ女じよなどを何人も連れていくのが普通なのだが、湘雲は皇宮に上がった当初からその手の大おお仰ぎような待遇はやんわりと遠えん慮りよしていた。

（今日はあいにくの曇くもり空だし、もう夕刻だもの）

　一人で平気だし、一人でのんびりしたい。

　正せい房ぼうから庭園に下り、めずらしい植物の集められた一角へと足を向ける。

　見慣れない肉厚の葉が花のように重なっていたり、針はりのような棘とげで武装している植物たちは、いつもなら新鮮な驚きで彼女の想像力を刺激してくれるものだ。この宮の適度な人の気配と静けさは、ちょうど執筆に向いてもいる。

　だというのに半月近くもまともに筆を執とっていないのには、義父の件以外にもいろいろとあったせいだ。

　死んだと思われていた義兄の帰還に始まり、あの人まで──

「何か思いつきましたか？」

「！」

　不思議な蔓つる状じようの枝を撫なでていた手が止まる。否いな、動きがすべて止まる。

　日頃の公主としてのたしなみを忘れて、袖そでをひるがえし裳も裾すそを蹴け立たてるような勢いで振り返れば、たった今頭に浮かべてしまった面おも影かげの主ぬしがいた。どうやら、花官が庭の手入れをするために出入りをする扉とびらから現れたらしい。

　髪型も装よそおいも、昔とは異なる。

　ただ親しみやすい黒い瞳だけは、数年前と変わらぬ輝きをたたえている。

　──衛えい万ばん里り。

　たちまち動転してしまい、よろめくようにして近くの木に手をついた。

「あ、あなた……どうしてここにッ」

「再会したその日にご説明申し上げたでしょう。国軍のツテを使って皇宮に入って、太たい子し殿下にも糸をつないで、まあいろいろあって今は太子殿下の客人待遇ですよと。……まあ今なぜここにいるかという意味で問われるなら、劉りゆう蒼そう刻こくとここで落ち合う約束をしているからですが──」

　万里の説明が途切れたのは、とっさに建物内に逃げこもうとした湘雲を追いかけ、その袖をつかむためだ。

　武術の心こころ得えのある彼にとっては、たやすい狩かり。

　しかし獲物にすぐさま牙きばを立てるような無作法はせず、引き止められてしまって途と方ほうに暮れる公主殿下に、万里はあくまでも丁重に告げる。

「すみませんが、今日は逃がしてあげられません」
















「しゅ、珠しゆ影えいはどこに？」

　とっさに口走ったのは、多少肉体派だが間違いなく頼れる護衛の名だったが──

「《花か影えい》のお嬢じようさんのことなら、彼女の兄に引き留めてもらってますが」

「あの子は……」

　湘雲はつかまれていないほうの手で額ひたいを押さえた。

　彼女はほとんど完かん璧ぺきな戦士なのに、糸目で変姿術の達人である兄にだけは弱いのだ。

　それでも湘雲から完全には目を離していないのだろう、どこからか護衛の気配だけは感じてしまうのにも心をかき乱される。

　握にぎられた手を意識しないように努めながら、相手にそっと向き直った。

　湘雲はなんとも言い難がたいため息をついた。

「……そうまでして、何をしに来たの？」

「まあ、ちょっと宣言しておこうかなと。ついでに前回は失敗に終わった再会のごあいさつも」

　そんな動揺を包むようなやさしい響きで、万里がうそぶいた。

「俺も相当な不義理だったので、感激して抱きついてほしいとは言いませんが、何もいきなり護衛をけしかけて追い払うことはないでしょう」

「あれは──あなたが、あんなことを言うから……」

「あんなこと？」

「──……わたしが書いた物語で、街でも売られるようになっているものは、全部読んだと言ったでしょう」

「言いました。事実です」

　湘雲はわざとらしく手で顔をおおってみせた。腕っぷしと独自の情報網で暮らしているくせに、この人は時に奇妙に鈍どん感かんで困る。

「……あなたに似せた登場人物が結構いるから、死ぬほど恥ずかしいの」

　自や棄けのように告げれば、万里は一瞬動きを止めた。

「え。普通に光栄なんですけど」

「……え？」

「俺があなたから離れていた間にも、俺のことを思い出してくれた証あかしでしょう？」

「…………あなたはどうして肝かん心じんなところで鈍感なの？　わざとなの？」

　だから余計に恥ずかしいというのに！

　先日の再会のときのように護衛に乱入してほしいと願ってしまうと、彼女の逃げ腰を見透かして咎とがめるみたいに、万里はそっと手を伸ばしてきた。

　ひどく自然に手をとられ、静かに握られる。撫でるような指の動き。

「公主殿下」

　握られた手。……ふれてしまった手。

　さして力をこめてはいないのに、どうしてこんなに温かくて力強く感じるのだろう。

　今となっては遠いとばかり思っていた、この人に案内されて、良家の子女とは思えぬような場所にまで飛び回った頃が、一気に甦よみがえる。わたしは胸むね躍おどるような物語が書きたいの、取材に付き合って。そんなふうにわがままを強しいていた。

　万里が言う。

「俺にはあなたと過ごした時間が、一番楽しかった。見慣れていた景色けしきも、あなたが物語に描くと、たちまち別の色を得て華はなやいで見えるのがうれしかった。そんな不思議なことができるあなたを尊敬していた」

「……ッ」

「──ご無礼を」

　たやすく頰ほおを包んでしまう大きな手の感触に、気が遠くなりかけた湘雲を、次に与えられた言葉が引き戻す。

「しがらみを断ち切ってから、もう一度あなたに逢いに来てもいいですか？」

「…………」

　惹ひかれておいて何を言うのかという話だが、衛万里という男は特別に女を狂くるわせるような美び貌ぼうや毒のような色香があるわけではない。

　ただ、この瞳がまたとない罪なのだ。

　普段は飄ひよう々ひようとしているくせに、ひたむきな色を瞳にこめて見つめられると、こちらからは決して視線を逸そらせなくなる。

　今も昔と変わらず魅了されているのを再認識させられれば、湘雲は不満のようにこぼしていた。

「……わたしには、待っていることしかできないの？」

「俺には最近、十も年下の少年に身をもって教えられたことがありましてね。待ってくれている人がいれば、人間はいくらでも強くなれる。そういうことです。俺はもし許されるのなら、あなたに待っていてもらいたい」

　震ふるえる指先に唇がふれる。

　……それ以上は強引に奪われないことを物足りなく思っている自分に気づかされ、羞しゆう恥ちで眩暈めまいがしそうだった。
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　政事の中ちゆう枢すう部ぶである天てん香こう宮きゆう。

　皇帝の代行として執務室に詰めていた太たい子し・天てん祥しようは、ふと机の上に広げた書状から目を上げた。

「どうした？　天祥」

　天祥の表情に気づいた、兄である皇子・天てん狼ろうが不思議そうに言う。

　彼は本来なら皇帝陛へい下かの側近中の側近──中ちゆう書しよ令れいの使用する机に向かい、天祥の政務を補佐していた。

　日頃は何かと道理を吹き飛ばしたような物言いの目立つ天祥だが、政務においては突とつ飛ぴさをほとんど見せない。朝議でとり沙ざ汰たされた事案を再検討するにあたっても、彼のものの考え方は、至って常識的だ。

　長い金髪をうなじで束たばね直しつつ、天祥は答えた。

「義姉上は今頃どうしているかな、と思っただけです」

「ああ、昔なじみと逢う場を作ってやったそうだな」

「はい。放っておいたら義姉上はずっと逃げ回りそうなので、私が走そう影えいに命じて少しばかり工作を。──……兄上には申し訳ないのですが」

「気にするな。もう何年も前に終わったことだ」

　天狼は気負いのない様子で言った。

　黄こう魔まのせいで行方ゆくえ知れずになる前のことだ。父が二番目の正妃、天狼たちにとっては義母となる女性を、その娘とともに迎え入れた日のことは鮮せん烈れつな記憶だ。

　義ぎ妹まいとなる娘は美しい黒髪と知性の煌きらめきが魅力的で、たおやかな美貌に似合わず意外と好奇心旺おう盛せいだった。

　瑞みず々みずしい輝きにはっとさせられて、けれども彼女になにげなく聞かされた公主となる以前の暮らしの話から、離れざるを得なかった男性に恋をしているのだと知った瞬間に天狼の胸の奥に育ちかけていた芽は潰つぶれた。

「だが、私はそういう体質なのかと悩まないでもない」

「そういう、とは？」

「黄魔に囚とらわれていた頃にも、黒髪の……いや、いい」

　愚ぐ痴ちになりかけていることに気づき、天狼は茶を濁にごした。

　霊れい珊さん──孤立無援で何年もを過ごした彼の、唯一気の置けない話し相手であった女性の幽ゆう鬼きを思い出したのだ。

　これもまた生者と死者である以前に、彼女の口から忘れえぬ恋人のことを聞かされた時点で天狼の負けだった。恋の熱さや愛の重さを得る前に終わった淡あわい想いである。

　好意が熟じゆくす前に、その相手の心にだれかがすでに住んでいることを痛感させられて身を引く経験というのは微妙な余よ韻いんが残る。失恋と言うには中途半端なのだ。

　そのとき、ふっと脳のう裏りをよぎったのは、翡ひ翠すいの瞳を持つ娘の面影。

　……惹かれまいとは思っているのだが。

　女官に淹いれてもらった茶を喫きつしながら、なんとはなしに生まれた短い休憩時間の中で天狼はため息をついた。

「そういえば──おまえは、このままでいいのか？」

「このまま、とは？」

「太子の座だ。……いや勘かん違ちがいされると困るが、私が固こ執しつしているわけではない。ただ、陛下の後継者というのは非常な重荷だ。弟にそれを背負わせ、私はおまえの補佐のような名誉職で安あん穏のんと過ごすというのは何か引っかかる」

「大丈夫ですよ、兄上」

　きまじめそうに言葉を重ねる兄へと、天祥はやわらかく微笑ほほえんだ。

「むしろ私は、歴代の太子であった人たちに比べたら気楽なほうだと思いますよ。特別なことをせずとも、陛下に敬意を払って、その仕事をただ引き継ぐのが一番の施策だと言われているくらいですから」

「ああ、たしかに悪政の尻しりぬぐいなどとは無縁だろうな」

「そうでしょう？」

　天祥はしばし祈るように目を閉じ、それから静かな声で言った。

「とはいえ──戦場は血を流す政事で、政事は血を流さない戦争だという有名な言葉もあります。いつ何が起きても驚かない準備はしていくつもりですよ」

「縁起でもないことを」

　力りきまずに前を見み据すえる弟の視線にほっとしながら、天狼もあるかなしかの微笑みを浮かべてみせた。
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　黄こう華か宮きゆう──

　に戻る手前の回かい廊ろうで、蒼そう刻こくたちははずむような足取りで飛んでくる不審者に遭そう遇ぐうした。

　顔見知りでなかったら、腰帯の刀に手を置いて警けい戒かいするだけでは済まなかった。とりあえず捕ほ縛ばくしていたところだなとあきれ半分に思いながら、蒼刻は足を止め、鼻歌交まじりに近づいてくる衛えい万ばん里りを迎えた。

「よう少年に姫さん、元気か！」

「なんなんだ気持ち悪い」

　無言で引いている珍ちん獣じゆうとその友人を背後にかばうようにしながら、蒼刻は頭に浮かんだ言葉をそのまま口にしていた。……後から思えばもっと言いようはあったはずなのだが、とっさに浮かぶ単語に愛あい想そがないから、遠巻きにされやすいという自覚はある。

　案あんの定じよう、万里は心外そうに眉まゆをひそめた。

「将来の副官候補に、元気そうで結構だなくらいは言えないのか？」

「悪いが、うちの珍獣が怯おびえてるんでな」

「え」

　名指しされた朧ろう月げつが、あわてて口を開いた。

「いえその……怯えているわけではなく……そう、万里さんが陽気な幽鬼にでもとり憑つかれてしまったのかと不審に思っていただけですゆえ」

「少年よりは気遣いを感じるが、慰なぐさめてるのか心配されてるのか、遠回しに警戒されているのかが謎なぞだな」

「──ま、その全部ではないか？」

　愚痴っぽくのたまう万里の後方から、渋しぶくて低い美び声せいが届く。

　ゆったりと姿を現した白びやつ虎こは、星せい彩さいの「ただいまですよぅ～」という抱きつき攻撃をおおらかに受け止めた。

　背中に恋人を侍らせたまま、張ちようさんが切り出す。

「おぬしたちが留守にしている間に、雄ゆう飛ひと夜や淑しゆくどのが来たぞ」

「雄飛はともかく、燕えん先生まで？」

　蒼刻は瞬まばたいた。

　意外だなと反射的に感じたが、冷静に考えれば驚くほどでもない。

　燕夜淑は国軍を統すべる「双そう璧へき」の片割れだが、生まれが貴族というほどの家門ではないせいか警戒心の強すぎるところもあり非常に重要な用件に限っては、自みずから直接伝えにくることが多い。

　夜淑には武官であった時代に負った深手の後こう遺い症しようが左脚に残っているため、双璧のもう一人──というか主人格である袁えん晨しん友ゆうのほうは、あまりいい顔をしないのだが。

「うむ。儂わしのほうは急用というほどではないが、話せば長くなりそうなのでな──さて、どうする？」

　だれから情報を報告するかと白虎に問われ、蒼刻は連れの娘を見やる。

「まあ、こっちもいろいろと……」

「……わかったような、謎が深まったような、ですしね」

　困惑顔で朧月。

　つかのま停滞した空気を砕くように、万里が「とりあえず続きは黄華宮にしないか」と提案したのに皆で同意した。







　黄華宮はあいかわらず本来のあるじが不在だが、第一皇子殿下がいつ戻ってきてもいいようにと女官などは静かに仕事に勤いそしんでおり、蒼刻たちを温かく迎えてくれた。

　庭園の池の上に建てられている秋しゆう香こう榭しやで少し話し合いがしたいと告げると、夕ゆう餉げの前なので烏龍ウーロン茶ちやを用意してくれた後は、呼ばれるまで用件をうかがいにこないことにしますねと女官のほうから先に提案された。

　……穏やかそうな容姿からはとても想像がつかないが、皇宮の女官らしく密談の席の用意には慣れているのだろう。

　まずは蒼刻が口火を切った。

「葉よう家の件について、曹そう緋ひ鷹おうに探りを入れてみた。裏はまだ取れていないが、少なくとも葉家の件で、裏で糸を引いていたということはなさそうだ」

「ほう、なぜじゃ？」

　張さんが興味深そうに軽く目をみはる。

「万里からもらった情報を使っていろいろ訊いてみたが、あいつは曹家の情報網を使って、商あきないに使うための情報を無作為に片っ端から集めているそうだ。まあ、そもそも曹家当主の地位すらどうでもいい男が、陛下をどうこうというのは非現実的ではあったが」

「……わたしも、たいして収穫はありませんでした」

　朧月がすまなそうに、曹家の別邸で幻視したものを説明する。

　蒼刻としては、人見知りで緊張しやすい彼女にしてはずいぶんとがんばったことを褒ほめてやりたいところだったが、帰り道の馬車は星彩のこともあってそんな雰囲気ではなかったのが惜おしまれる。

　ふんふんと聞いていた万里が言う。

「最近曹家を訪れた人の中で、曹緋鷹が目上として対応するような相手で、しかも亡なくなってる。これだけ条件があれば相手を探すのは難しくはなさそうだが、会話の内容が普通に人生相談っぽいんじゃ、特定しても意味はないかね」

「それでも──念のため、お願いできますでしょうか？」

　めずらしく、朧月は自分からきっぱりと願う。

　意外そうにしながらも万里はうなずいた。

「よっし。俺は今やる気に満ちあふれてるからな、明日までには──」

「おお、そうじゃそうじゃ」

　ふいに声を上げたのは白虎。重みと渋みのある声の存在感は大きい。

「雄飛からはまだたいした成果が得られていないという報告であったが、軍師どのからはおぬしに指示が下ったぞ」

「俺に？」

「うむ。なんでも[image: ]せい教きようの寺院に怪しい動きがあるので、それを探るための特殊な班におぬしも加わってほしいそうだ」

「──[image: ]教？」

　蒼刻と朧月の声がぴたりと重なった。曹家の邸やしきでのことが頭に浮かんでいた。

　そしてもう一つの驚きが、双璧からの指令には隠されていた。
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　朧ろう月げつたちをいったん部屋に戻して休ませると、蒼そう刻こくは万ばん里りと張ちようさんだけを庭の片隅にまで引っ張っていった。

「双璧の指示では、作戦での道案内役にあんたが指名されていて、すでに報ほう酬しゆうその他の点での契約も終えたとあるんだが」

「ああ。今回は雇やとい主ぬしは少年じゃないってことだ」

　あくまでも冷静に切り返す万里は、すでに補佐役の顔を習得しはじめているかのようにも映る。

「[image: ]せい教きようの寺院の中は、慣れないやつには迷路だぜ」

「あんたは慣れてるのか」

「まあな」

「──あんたも、[image: ]教と何か縁があるのか？」

　緋ひ鷹おうといい、何か偶然では済まされないような予感に襲おそわれたのだ。

　つかのま沈黙が落ちた。

　万里は姿勢を正すと、一度大きく息を吸う。そして、ごまかしのない真しん摯しな表情で切り出した。

「俺は[image: ]教の寺院で生まれた」

　思いがけない告白に、蒼刻は一瞬動きを止めた。

「十歳までは祭司になる勉強をさせられた。でも祈りに身を捧ささげるってのがどうしても性しように合わないから、使し僧そうに転身したんだ」

「使僧とは……？」

「使者の僧、という意味だな。神しん華か国全域に散らばってる寺院の間でやりとりされる手紙なんかを運ぶのが一番の役目だが、まあ同時に各地の情報も運ばされたりする」

　万里はよどみなく説明する。

「ひと昔前までは、ついでに各地の住民の個人的な手紙なんかも運んで、信用と収入を得ていたんだ。離れて住んでる親しん戚せきへの手紙もあるが、商人同士の取引なんかによく利用されてた。まあ今は、国軍のとり仕切る宿駅制度にとって代わられてしまってるがね」

　宿駅制度。

　馬に乗った伝令が一日で進める距離ごとに、街道のすぐそばに厩うまやと宿を作り、その宿駅ごとに新しい馬と元気な伝令に交替して、手紙を運ぶ仕組みだ。

　黒こく烏う州州都と皇こう都とですら、一日半もあれば届けてもらえるもので、朧月も刺し史しである異母兄とのやりとりにしばしば利用している。一般人が使うにはお高いのだが、刺史の職務には情報網が必要だろうという国軍のはからいで、料金をだいぶ安くしてもらえているのだ。私用に使ってしまって申し訳ない、とも彼女は感じているらしいが。

　万里は言う。

「国軍は人手も馬も集めるのが得意な上に、かつての徴ちよう兵へい制度の代わりに、宿駅の周りに住んでる人に施設の管理をさせる。なんとも厭いや味みなくらい効率的で、しかも儲もうけがでかい仕組みだよ」

「双璧──というか、燕えん先生と孫そん将軍が共同で考えたと聞いたな。もちろん収益は国軍で独占するわけじゃなくて陛下にも献けん上じようするし、一部は街道の整備とかにあてて住民に還かん元げんするっていう気の回しようだが。っと、話がそれたか」

　蒼刻はつかのま、考えをまとめるように虚こ空くうをじっと見つめた。

「──要するにあんたは異国の血を引く人間で、しかも神華国でもっとも広く信しん仰こうされる百ひやつ花か神しん仙せんの伝承やそれを基もとにした教えとはまったく別の宗教の関係者ってことか」

「要約どうも。そういうことだ。今ではもう使僧すら辞めてるが、公主さまの婿むこにふさわしいとは言えないだろ？」

　やや自じ嘲ちよう的てきに言いながらも、万里の顔つきはどことなく不敵だ。

　それを見越して、白虎が指摘する。

「しかし絶対に相あい容いれないというわけでもない。ゆえに今一度、己おのが想いのために奮ふん起きしておるのだろう？」

「そう言われると、非常に男前に聞こえるな」

　こそばゆそうに目を細め、万里はうなずく。

「一応生まれたときから世話にはなってたし、俺が裏で耳じ報ほう神しんなんてあだ名されたこともあるほどの情報屋になれたのも、使僧時代に作った各地での情報網があったからだ。だから僧籍から抜けても、[image: ]教の寺院には切っても切れない恩義を感じていたんだ。──でも、さすがに皇帝陛下を弑しいそうとしたかもしれないとなると、な」

「…………」

　複雑そうに蒼刻が言う。

「皇都の寺院に、あんたの知り合いはいないのか？」

「間違いなく、いる。だが俺の心情は気にするな、少年。双璧の提案どおりにやるのが、今回は一番だ。──というのが未来の副官さまの意見なんだが、どうする？」

　劉りゆう蒼刻。

　いつもの少年呼ばわりから切り替えるほど真剣な口調で念押しされれば、これ以上口を挟むのはためらわれた。
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　翌日、黄こう華か宮きゆう。

　もやもやと考え事をしたせいか眠りが浅く、夜明け前には目が覚めてしまった蒼そう刻こくが庭園で柔じゆう軟なんや素振りなどをしていると、正門のほうに気配を感じた。

　覚えのある気配だと感じて駆かけつけると予想どおり、かつての恩師で今は上うわ役やくである燕えん夜や淑しゆくだった。護ご衛えいに東とう方ほう将軍もつれている。

　目が合うと東方朔さくは「こいつは仕方ねえや」とでも言いたげなあきれの表情と、芝居がかった身ぶり手ぶりをしてみせた。察するに夜淑は仕事でろくに寝ておらず、そのままこちらに来たのだろう。

　夜淑は「君がすでに起きているとは思わなかった」とわずかに目をみはったが、すぐに声の調子を平静なものに戻して、来た目的を説明した。

「俺だけ、ですか？」

「[image: ]せい教きよう寺院の件とは違うので、朧ろう月げつどのの協力を無理に求める必要はない」

「…………」

　引きこもりを無理に調教して引っ張り出す必要はない、という意味でいいのか。

　双そう璧へきの立場であれば、朧月の珍ちん奇きな性質はとうに把は握あくしていて当然だが、こうも素で対応されると逆に反応に困る。

　夜淑のあいかわらず冷静な顔を、蒼刻はいささか複雑なものを抱いて見つめた。

「わかりました。──にしても、わざわざ直接おいでにならなくても、呼んでいただけたら俺は鋼こう鉄てつ宮きゆうにすぐに行きましたよ」

「君に伝言する以外にも用事はあったし、私も執務室にこもりきりでは足がなまる。気にするな」

　少し離れた場所で庭園を散策している──と見せかけて、万が一にも危険が迫っていないか注意している東方朔を視界の隅におさめながら、蒼刻は話を戻した。

「今の話ですが、葉よう家で一体また何を再調査するっていうんですか？　葉冬とう泉せんは取り調べに協力的なんですよね」

「彼は協力的で隠しごとをしていないのだが、家人のほうが問題だ。大事なあるじを罪人として引っ張っていった国軍に反発してか、進んで協力したがらない。ついでに来らい煌こう言げんも、一度葉家を自分の目で見ておきたいと希望している」

　蒼刻は眉び宇うをひそめた。

「来将軍が？　多忙なのに大丈夫ですか」

「一週間徹夜しても倒れないで済む上薬を自分で開発したそうだ。彼は三日目だし、まだまだいける」

「…………」

「冗じよう談だんだ。そんな理念で人を動かすのは愚ぐの骨こつ頂ちようだ。さすがに半日休養させてある」

　普段は常識的できまじめな上役にしかも淡たん々たんとボケられては、さすがの蒼刻もいつもの勢いではつっこめない。

「では、俺は来将軍に同行する形ですか」

「そうなるな。いかにも護ご花か七しち将しよう軍ぐんですという態度で目立つのは避けてほしいが……来煌言なのでそこは仕方ない」

　悪目立たちしないことを軍師からあきらめられる将軍というのはいかがなものか。

　個性の極きわまった護花七将軍を駒こまとするには、いささか堅かた物ぶつのきらいがある夜淑なので心配である。胃とかが。

「葉家邸の調査には、葉冬泉を同行させることにしている。君には来煌言より、むしろ彼のほうを気遣ってほしい」

「え。いいんですか」

「逃亡の意思はないし、葉家の家人もさすがに主人に説得されれば、今までほど頑かたくなではなくなるかもしれない。それに邸内の調査は、葉冬泉にいろいろと質問などしながら進めたほうが効率的だ。──万が一のことが起こったら、君が対応してくれ。同行させる兵士の指揮を任せる」

「──承知しました」

　複数の兵士の指揮は久しぶりかもしれない。そう思うと奇妙に高ぶりながらも、蒼刻は表面的には冷静を装よそおう。

　すると夜淑が思い出したように付け加えた。

「曹そう朱しゆう義ぎも同行させるが、決して喧けん嘩かなどしないようにな」

「はい──……え？」

　武官らしく淡々と義務を受け止める気でいた矢先に、予想外の火種を放り投げられて蒼刻は困惑した。

　歓迎には程遠いものとなった配下の苦い表情に、夜淑は「気持ちはわかる」とでも言いたげにうなずく。

「これは晨しん友ゆう──我われらが袁えん元げん帥すいと、国軍の宣伝戦略をになう孫そん将軍の間で一致している見解だが、君たちはほぼ同年代の期待の新星で、すでにもう国軍では注目の的だ。改革後の国軍は結束の固さを強調しているので、三大家や貴族の名門同士の対立をにおわせるのは極力避けたい」

「あいつが護花七将軍にっていうのは本決まりなんですか？」

「それとはまた問題が別だな。国軍が貴族たちの権力の、代理戦争じみた状態になるのはいただけない。君はそのあたりは普通に冷静なので信じているが、朱義のほうは兄君の件でやや気が立っているようだ。悪いが気をつけてくれ」

　こちらをのぞきこむ灰緑色の瞳。

　護ご国こく学院にいた頃、三大家の御おん曹ぞう司しとは思えぬ目つきの悪さや愛あい想そのなさに少しも引かなかったのは健在で、現在もためらいなくこちらを見つめてくる。今は夜淑のほうが蒼刻に対して後ろめたい闇やみを抱かかえているはずなのに。

「では、頼む。今日の午後は雨の確率が高いが、身体からだを濡ぬらさないように」

　東方将軍を伴ともなって去って行く夜淑の背を、蒼刻はやや複雑な心地ここちで見送った。

　自分だけなら、双璧の望むように使し役えきされても構かまわないし信じていると迷まよいなく言い切れたものを、朧月をも一緒くたに利用されたことで困惑と反発を抱えたのを思い出してしまったのだ。

　済んだことだと割り切るには日が浅く、これが国軍だと悟さとるには今の自分は手放せないものが多い。

　……どうも俺は一人だと考えが暗くなりがちだなと思いながら、蒼刻はいったん黄華宮の正せい殿でんへと戻った。
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　そろそろ無む駄だな抵抗をするのはやめたらどうだと我われながら思わなくもないが、あきらめたらそこで筍たけのこ暮らしは終わりなのだ。

「今日はこもりたいです……一日出たら三日は引きこもりたいです……」

「なんだその一歩進んで三歩下がるみたいなのは」

「人生は一歩進むだけでくたくたです」

「弱すぎだろ。いや──ちょっと待て」

　頭から毛布にくるまり、与えられた部屋の隅で「もう少しだけ引きこもり休暇を」と儚はかない抵抗をしていた朧ろう月げつに、訝いぶかるような顔つきの蒼そう刻こくが近づいてくる。

　絨じゆう毯たんの上に座っていた彼女の前にかがむと、手を伸ばし、額ひたいにふれてきた。

「ああ、やっぱり。ちょっと熱出てるぞ」

「えッ。そうでしたか？」

「知恵熱だろうな」

「…………」

「冗じよう談だんに決まってるだろ。──まあ、最近は忙しく連れ回しすぎてたか。今日はどこにも行かずに休んでろ」

　朧月自身にはだるい・つらいといった症しよう状じようの自覚はなかったのだが、蒼刻はすぐに女によ官かんを呼びつけた。ついでに隣室で待っている友人と白びやつ虎こにも説明をしてくれたので、手て際ぎわのよさに朧月はぽやんとしているだけだった。

　にわかに丁てい重ちように扱われ、寝台に座らされた朧月は戸惑いがちに言う。

「このくらいでしたら、大丈夫かと思いますが……」

「元気なときは引きこもりたがって、病気のときに出たがるって何事だ」

「いえ……決してお外に出たいというのではなく、蒼刻さんと離れたくないだけですが」

　ぽろりと。

　目をまるくした蒼刻を見て初めて、自分が結構な告白をしてしまったことに気づき、朧月は一拍遅れで頭を抱えた。

　なるほど微熱だ、羞しゆう恥ち心しんもだが、もともと微妙な判断力がにぶっているのはぬぐえない。

　蒼刻が隣に座ると、彼女の頰をつまんできた。

「俺もこんなおまえを置いて行くのは嫌いやだけどな。葉よう家のことは雄ゆう飛ひたちからも任されているし」

「そういえば、葉家にはなんの目的で……？」

「本物の道どう士しである来らい将軍が、敵につながる情報を見落としていないか確認のために行くそうだ」

　擦すり寄ってきた銀色の猫ねこの背を撫ぜながら、朧月はゆっくりとうなずいた。

「では……わたしは、お師しさまと逢いたいです」

「張ちよう角かくと？」

「はい。道術の知識はとても豊富ですし、春しゆん燕えんさまに声の似た白しろ衣い裳しようのことなどを質問してみようかと……」

「なるほどな。じゃ、その件はおまえが進めてくれると思っていいのか」

「はい。こもっていてもできますゆえ」

「ったく」

　ぽんと軽く朧月の頭を撫ぜると、蒼刻は目を細めた。

「じゃ、半日ほど離れる分だけ補充していいか」

「……何をです？」

「おまえ」

　端たん的てきに告げて、蒼刻は朧月をふわりと抱きこんだ。

　微熱のせいか、いつも以上にぼんやりしていた朧月はなすがままだったが、一拍遅れて羞恥心が騒さわぎだした。さっきまで傍かたわらにいた銀毛の猫が「あ、お邪魔ですね」というように窓辺に行ってしまうのがまた気き恥はずかしい。

「そ、蒼刻さん」

　大胆な密着だが……殺さつ伐ばつとしていない話を二人でゆっくりとする時間を求めていた、と解釈していいのだろうか？

　頰ほおずりするみたいに頭を寄せられるのは、高貴な銀ぎん狼ろうを飼かい慣らしているみたいで何か微笑ほほえましいけれど、まだ恥ずかしい部分も大きい。

　じゃれつきを受け容いれていると、蒼刻の指が頰にふれた。次ついでそれが唇くちびるを意味ありげになぞる。

　理由もわからぬままに動揺した瞬間、耳じ朶だに何かがふれた。一瞬の間を置いて、口づけられたのだと気づく。

「……蒼刻さん、ッ!?」

　雰ふん囲い気きを放り投げてのけぞろうとしてしまった朧月を支えるのに、蒼刻が「おっと」とわずかに抱ほう擁ようをゆるめる。

　寝台の上に転がりかけた朧月は、あたふたと上体を起こした。

　それを眺ながめていた蒼刻が、ふと真剣な目で問いかけてくる。

「嫌だったか？」

「へ。……な、何がです？」

「おまえの肌はだのどのへんなら、唇と似た感触なのかと思ったんだが」

　吐息を多めに混ぜたような声こわ音ねには独特の色香があるのだが、発言の内容はなかなかに吹っ飛んでいた。

「どういう思いつきですか!?」

「ただの逆転の発想だろ。手を出すのがまだ駄目なら、別の方向で味わおうってのも」

「……よくわかりませんが、わたしの本能が納なつ得とくしてはいけないと言っている気が」

　納得してはいけないというか、流されてはいけないというか。

　蒼刻が見た目の力押しじみた印象よりもずっとまじめに自分を大事にしてくれていると感じられるからこそ、朧月は彼が口にした娶めとるという言葉をすんなり信じたし、今も求められると弱いのだが、たまにその歯止めが危あやうく思えることもある。

　蒼刻が朧月の耳朶をそっと撫ぜる。

「こう見えても飢うえてんだ。悪戯いたずらくらいさせろ」

「しては駄目だ、とは申しておりませんが……──いえいえいえ、今のはなしで」

　うっかり許すようなことを口にしてしまい、結構自分も流されていたと朧月はあわてて首を振った。

　それはまあ──もう少しくらいは、と思っているのも事実だけれど。

　悶もん々もんとしていると、蒼刻にこつんと額をこづかれた。

「じゃ、続きは帰ってからな」

「え」

「病人にあんまり刺激を与えるのは駄目だろ」

「……すでに十分すぎるほど、刺激された気がするのですが？」

　蒼刻の節度と衝しよう動どうの間で、思いっきり振り回されたようなものだ。

　引き際ぎわがつかめず、朧月はあいまいな状態で放り出す悪趣味な戯たわむれに巻きこまれたような心地ここちを味わう。蒼刻に悪意がないことは承知の上だが。

　星せい彩さいを呼んで事情を話すと、彼女は「じゃ、あたしが鏡きよう花か宮きゆうまで行って道士さんを連れてきますよ～」と快こころよく引き受けてくれた。

「双そう界かいの瞳で、逢いたいときにお師さまを召しよう喚かんできたら便利かもしれませんね」

「どんな妖術だ──」

　言いかけて止めたのは、朧月の「双界の瞳」に宿る力にまだまだ未知数な部分が多いせいだろう。

「にしても、おまえは意外とこだわりがないよな。俺が引きずり回すのにも、国軍の事情に巻きこまれるのにも」

「そう、ですね」

　つかのま視線を窓辺の花か瓶びんに据すえ、朧月はちょっと考える。

「どのような御方の意図がわたしの頭上で動いていても、わたしはおそらく、幽ゆう鬼きの世界と交まじわり合うことを止められないと悟っているせいかもしれません。……できることが少ないので、意外と迷いが少ないだけとも言いますが」

「さっぱりしていて、俺はいいと思うがな」

　予想外に褒ほめられ──それどころか軽く羨うらやむような響きさえ感じたのに、朧月は目をぱちくりさせて蒼刻を見上げた。

　彼はめずらしく、やわらかに微笑んでいた。

「さっぱり……とは、生まれて初めて言われた気がしますが」

「だろうな。普段は茸きのこが生はえてきそうだしな、おまえ」

「そ、そこまでですか」

　四季を通して花に満たされる国に生まれておきながら、茸と言われるのは虚むなしい。茸料理は美お味いしいけれど、そういう問題ではない。

　ともあれ見送りのために門にまでは行こうとした朧月は、蒼刻の背中を見て、あのことを思い出した。

「蒼刻さん。朱しゆう義ぎさまにお逢いになるのでしたら、これをお願いできます？」

「なに？　──飾りか？」

「実は、本当に朱義さまのものかは確信がないのですが……」

　曹そう家別邸で拾ったまま、返す時機を完全に見失っていた子こ豚ぶたの飾りを見せると、蒼刻はものすごく微妙な顔をした。

「朱義がこんなもの持つか……？」

「……やっぱり、そう思われます？」

　なにしろ相手への罵ば倒とうが豚野郎というような青年である。このようなものを携帯していたらむしろ衝しよう撃げきだ。

「だが曹家で拾ったものなら返しておくべきだな。わかった、引き受ける」

「よろしくお願いいたします。──いってらっしゃいませ」

「おう。とっとと回復しとけよ」
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　昼頃から少しずつ薄うす曇ぐもりの濃こい灰色に塗ぬり潰つぶされていった空は、午後には暗さを感じるほどの重たげな存在感が垂たれこめていた。

「燕えん先生の言うとおりの空模様になってんな」

「あの軍師さまの才能、もっと金かね稼かせぎに使えそうなのに惜おしいよなあ」

　蒼そう刻こくに同行したのは、今日は万ばん里りのみだ。彼は一度、葉よう家邸に行った経験があるので、損はないだろうと思い同行させた。

　葉家の邸に着くと、葉冬とう泉せんが自分の代わりに切り盛りしてくれる家人だと言っていた、仲ちゆう彰しようという青年がまず現れた。

　どうやら北方のアルタン＝カン族の血を引くらしく、白銀の髪に淡たん褐かつ色しよくの肌という月の沙さ漠ばくを連想させるような色彩を持っている。

　冬泉よりはひと回りほど上だと思われるが、まだ十分に若い。

　だというのに浮うわついたところがなく、一行を神しん妙みような顔とそつのない物腰で出迎えた。

　が、一団の後方に、左右を武官に固められた冬泉──あるじの姿を見つけると、その瞳に痛ましげな光がよぎった。

「若さま」

「……仲彰。今の僕は罪人だ。この方たちの指示に従え」

　本来なら当主に「若さま」というのは不正解のはずだが、おそらく昔からそう呼ばれているのだろう。冬泉は自然のことのように許し、けれども静かに側近に釘くぎをさした。

　今日も結った髪に花を飾っているが、さすがに表情だけは真剣に引き締めた来らい煌こう言げんが、部下を連れて邸内に入った。彼の副官は留守番で、引き続き証拠品の分ぶん析せきなどをしているという。

「僕らは一番上の階から調べていくから、蒼刻くんは警護担当の武官と一緒に、邸の周辺を見て回ってくれる？」

「承知」

　道士らしき衣裳の部下を伴っている煌言を見送り、蒼刻はまずは庭園をはじめとして葉家邸の間取りの確認に入る。

　名家らしく、門の周辺には立身出世を祈る樹木。庭園をはじめとしてあちこちに置かれている奇岩の配置には、風水の思想が強くうかがえる。

　今日は邸内を調べるため、行き来する通路はすべて本扉を開けさせているので、気の流れは平素よりもなめらかに巡めぐっているようだ。

　朱しゆう義ぎはこちらとは目を合わせずに、他の兵士と共に反対方向に去って行った。

（帰りでいいか）

　朧ろう月げつに預けられた子豚の飾りをとっとと渡してしまう気でいたのだが、他の武官や兵士の前では避けたいなと思う。少なくとも友好的な会話は望めないのだし。

「俺たちも行くか」

「おう。そうだ少年、葉家にまつわる情報とか聞いておくか？」

　万里の口く調ちようは、桃ももまんだけじゃなくて揚あげ菓が子しも食べる？　くらいの軽さだ。

　おそらく彼の得た情報は、口調の軽さに見合わぬ代しろ物ものだと思われるが。

「葉家のどっち方面の情報だ？」

「あのお姫様みたいな少年当主が、父親を追い出して云うん々ぬんってあれだ」

「それか。忘れてはいないが、何か問題があったのか？」

「問題と言うと違うな。葉冬泉の父親──つまり葉家の先代当主は、夜よな夜よなよからぬ輩やからを呼び集めては酒に博打ばくちにと大騒ぎをしまくり、機き嫌げんを損そこねると当時まだ存命だった葉冬泉の母に手を上げるような王様気取りの当主だったらしいぜ」

「…………」

「奥方が亡くなってからは加速度的に借金をふくらませて、あげくに娘の春しゆん燕えん──冬泉の大事な姉だな──を金だけはある大商家のおっさんの妾めかけに売ろうとしたもんだから、出来のよいおとなしい若様だった冬泉がついにキレたと」

「で、父親を追い出したのか」

「来将軍を案内してる仲彰ってやつが筆頭だが、その頃には家人はみんな葉冬泉の味方だったらしい。息子の反抗に手を上げようとした先代に、冬泉が刀まで持ち出したときはさすがに止めたらしいが」

「……あいつ、見かけによらず度ど胸きようがありまくりだな」

　思わず半はん眼がんになった。初しよっ端ぱなから重くて反応に困る情報である。

　ただ、冬泉の歳よりも達観した瞳の光を想そう起きさせられた。出逢ったときから嫌いにはなれない予感がしていたが、これで決定的だ。

　それだけに、やりきれない気分でぼやく。

「じゃ、葉冬泉があの歳としで当主でも家人に慕したわれているのは当然か」

「当主になったのは正確には三年前な。少年の苦手とする黒こく烏う州刺し史しどのが父親である先代の務めを手伝いはじめたのと同じ、九歳のときのことだ。俺この歳何してたっけって考えると、眩まぶしくて目が潰つぶれそうになるぜよ」

「あの色いろ眼鏡めがねかけて目を保護しとけ」

　逢えば殺し合いを模した口喧嘩になろうとも、玄げん静せい心しんが素直に尊敬できる実績の持ち主ぬしであるのは認めている。

「裏庭は水路に面してるんだな」

「ああ。皇こう宮きゆう内に引かれている流れとはまた別の、人口の水路で──」

　事前に来煌言から渡されていた見取り図を開きながら、風通しのよくなった通路をあちこち歩き回ってみて──

　ふと蒼刻は足を止めた。

　今、風に混じって、他のものと間違えようのないにおいがした。

（──血のにおい）

　はっとして振り返り、寒気に背骨を引っかかれるまま走りだす。万里が「少年!?」と焦ったふうに声を上げながらついてくる。

　獲物のにおいを追う狼のように直感に従って走れば、白石を敷き詰めた路みちのある裏庭へと飛び出していた。真夏にはちょっとした避ひ暑しよに使えそうな雰囲気で、さまざまな木々を植えて散歩できる林になっている。

　青々と生おい茂しげる木々の天てん蓋がいをくぐった先が唐突に開け、月台が見えた。

　その月台の前の地面にどろりとした黒みの強い赤が広がっている。

「朱義」

　血の海に見覚えのある姿が突つっ伏ぷしているのを見て、蒼刻は息をのんだ。

　駆かけ寄ることができなかったのは、何人もの兵士が倒れ伏している中で、唯一堂々と立っている男がいたからだ。

　拳こぶしについた血を振り払い、男がぽつりとつぶやいた。

「──興きよう醒ざめだ。まったくもって興醒めだ」

　旅商人のように頭に布を巻き、その端から炎ほのおのように舞い散る赤髪がこぼれている。

　精せい錬れんされた鋼はがねを思わせる、鍛きたえた長身。武術を極きわめた者に特有の洗練された動き。

　こちらを振り向いた表情は、まるで体操で身体からだを動かして少しすっきりしたかのように曇りがなく、周囲の惨さん状じようとの落差がひどい。

　直観が背筋を貫く。

　蒼刻は乾いた声で言った。

「是ぜ空くう？」
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「俺の名を知ってるのか」

　赤髪の男──是ぜ空くうは意外そうに眉まゆを動かした。足元に瀕ひん死しの人間を転がしているとは思えない気楽げな仕草だ。

　彫ほりの深い造作を見るに、年の頃は四よ十そ路じに達するかどうかといったところ。死人すなわち殭屍キヨンシーとは思えないほど肌色がよく、本当に生きているかのようだ。

　そして──誰かに似ていた。

「おまえの歳なら、俺が生前に見逃した子供という可能性もあるのか。女子供は手にかけた覚えがないしな」

「いや、……そういう縁じゃない」

　相手がこちらに興味を持ったことに気づき、蒼そう刻こくはすかさず話をつなぐ。この様子なら少しは話で時間を稼げる。

　一周回って冷静さをとり戻した蒼刻は、即座にもっとも合理的な対策をはじき出す。

「万ばん里り。頼みがある」

「……あんまり聞きたくねえな」

「ここは俺が引き受けるから、来らい将軍と葉よう冬とう泉せんの身の安全を確保しろ」

「聞かなかったフリをしてえな」

　いくら将来の副官候補といえど、あんな恐おそろしい威い圧あつ感かんをただよわせる相手の前に年下の友人を置いてはいけないという想いが言げん外がいに伝わってくる。

「俺は《花か影えい》筆頭からこいつへの対応法を身体に叩たたきこまれてる。あんたがここに残るよりも現実的だ」

「同じ特訓を受けたはずの朱しゆう義ぎくんがあの様子ですがねえ」

　……それは指摘するなと言いたい。

　何度か手合わせをしたことがある蒼刻は、朱義の強さの程を知っている。《花影》筆頭の手ほどきでも、その腕にますますの冴さえが宿ったのも見た。

　だからこそこの事態に、悲痛さよりも衝しよう撃げきと信じたくない想いが上回っている。

「おい。逃がすのか逃がさないのか、どっちだ？」

　是空が首をかしげた。

「行けよ！」

　行かなければ蹴けり飛ばすという意思をこめて言えば、万里は「すぐに戻る！」と血を吐くように宣言して邸内に戻って行った。

　その間にも蒼刻は、相手から一瞬たりとも視線を外はずさない。

　是空は満足げにうなずいてみせた。

「その判断を歓迎しよう。俺も一対一のほうが好みだ」

「何をしに来た？」

　答えなど求めていない時間稼ぎあるいは間つなぎの問いかけだったが、存外あっさりと是空は明かした。

「来煌こう言げんの殺害は俺の担当だ」

「！」

　戦せん慄りつが走った。殺害「は」ということは、別の目的でここに侵入した敵がほかにもいるということだ。

　邪魔はするな、と尋じん常じような感覚の刺し客かくならそう脅おどすところだが──

　是空はこう告げた。

「抵抗するなら全力で、死ぬ気でしろ。最後まであきらめるな」

「……なに？」

「逃げ惑う犬を蹴飛ばしても興醒めだ。俺は血みどろになっても嚙かみついてくる狼と愉たのしみたい。なあ銀狼？」

　おまえは赤犬よりも手ごたえはあるのか？　と、蒼刻にとってはうれしくもない興味を示して是空はうなずく。

　ここで狂気的に嗤わらうなりしてくれれば、まだしも圧迫感はなかったかもしれない。なまじ風格があるのと泰たい然ぜんとした物腰と──なにより友人めいた知り合いと、生前に関係のあった人物だという事実が、得体の知れない動揺を呼ぶ。

　自分に基本的な戦い方を仕込んだ、あの鬼き畜ちくな兄とは違った意味での手て強ごわさを感じとりながら、蒼刻は言った。

「ほぼ星せい彩さいが分析したとおりの人間みたいだな」

「星彩？」

「あんたが生前につけた名は『彩さい児じ』だ」

「──ほう。あいつは生きていたのか」

　ただ純粋にうれしそうな響ひびき。

　本当に調子が狂くるうと思いながら、蒼刻はかぶりを振った。

「生きてはいない。だが幽ゆう鬼きとして第二の人生を謳おう歌かしてる」

「ほう。恋でもしたか」

「…………」

　蒼刻は困惑した。正面から浴あびせられる紛まぎれもない殺気とは裏腹に、是空の問いかけはひどく人間くさい。

「してる」

「そうか」

　是空は感慨深げにうなずいた。

「殭屍キヨンシーとしてやりたい放題に殺してるあんたも、第二の人生を謳歌中か」

「さあ、どうだか。そもそも俺は殭屍キヨンシーではないのだが」

「──なに？」

　ではなんだという蒼刻の疑問は無視された。

　ふっと再び目元をゆるめて、是空はのんびりと続ける。

「ここにあの不ふ肖しようの教え子がいれば、夢が叶かなってよかったなと言ってやったのだが」

「……勝手に逢って言えよ」

「さて、俺にその資格があるかどうか。むしろおまえが伝言してやればいいだろう、生きて帰れたときに。友達だろう？」

　是空は寛かん大だいそうに提案をしながらも、鋭い眼光で逃げずに戦えと強しいている。

　先日ぼこぼこになるまで骨に身に《花影》の筆頭から叩き込まれた、是空の情報を頭の中にかき集めて刀を抜く。一歩出る前に是空のほうから仕掛けてきた。いきなり喉のどをつかんでこようとした手を真横に引いてかわし、蒼刻も一筋の風になる。低い位置から摺すり上げるようにした刃やいばは、是空の肘ひじで打ち落とされた。それだけで、刀を握にぎる手が強烈にしびれかけた。直後に頭部を狙ねらって放たれた是空の蹴りは、避けたはずなのに鼓こ膜まくがびりびりと震ふるえる。

（──やばい）

　強い、などと自分の中で格付けしている余裕がない。絶対の基準である兄と対たい峙じしているときとは微妙に異なる絶望感は、こっちは一撃入れるのにも一度かわすのにも極限の集中を強いられているのに、是空の口元には未いまだに淡あわい笑みがあるせいだ。真剣勝負の極地で身体を動かしていても笑顔を保てるのは、尋常な神経ではない。

　おそらく傍はたから見れば互いの攻撃を相そう殺さいし合っている、互角の攻防に見えたりもするのかもしれない。だが実際は蒼刻のほうが一方的に神経を削られている。

　何度目かの攻撃を凌しのいだ蒼刻が、いったん間合いを置こうとしたときだった。

　笑みを消した是空の蹴りが信じがたい角度から襲おそいかかってきたのは。

「うぁ……ッ!?」

　脊せき椎ついを折られる最悪の道からは逃げられたが、代わりに脇に岩の塊かたまりがめりこんだような一撃に見舞われる。嵐のような力に巻きこまれて近くの木に叩きつけられ、蒼刻の肺からはほとんどの空気が飛び出ていった。

「……が、はっ」

　一方で是空は、人間離れした膂りよ力りよくを示しておきながら息ひとつ乱していなかった。

　ただ、吹き飛ばされる寸前蒼刻が意地で斬きりつけた左腕の傷に気づくと、おっという表情になった。

「その歳にしてはやるな」

　──白い血。

　そう表現されたのはうなずけるが、実際に目にしてもその正体に微み塵じんも検討がつかなかった。あれは……いや、そんなことを悩んでいる場合ではない。

「おまえ──……なんだ？」

「知りたければ俺を斃たおせばいい。死ねば皆、魂こん魄ぱくだぞ」

　人を食ったような答えに、頭の片隅が反応する。

　こんな状況なのに先ほどの疑問に場違いに正解を見つけるのは、脳が現実逃避をしたがっているせいなのか。

　──是空の奇妙に正直そうな雰囲気は、曹そう緋ひ鷹おうに似ている。

　そう気づいた。

　だが、同じ「気づき」なら是空の攻撃の隙にどう食い込むかが必要なのだ。《花影》の筆頭と星彩から得た情報だけでは、次を予測してかわすだけで精一杯で、予測が外れた途端にこのザマである。

　歯は嚙がみしながらも刀を握り、萎なえかけた五体に力をかき集めていたとき。

「──何してんだ、豚野郎……ッ！」

　聞き覚えのある罵ば声せいに、蒼刻はぎくりとして顔を上げた。
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　休んでいる朧ろう月げつとともに、星せい彩さいと白びやつ虎こがこれまでの大まかな状況を説明すると──

「あいかわらず要領を得ない話し方だな」

　さっそく毒舌が飛んできた。

　さらりと切り下げた黒髪に、道士の白装束。

　かつては朧月と奇妙な協力関係にあり、今もなにやら縁の続いている青年だ。

「しかも体調を崩すとは軟なん弱じやくな」

「……面めん目ぼくありません」

「君はもう少し身体を鍛きたえたほうがいい。武官であれ道士であれ基本は身体だ」

　耳が痛い。

　張ちよう角かくはゆったりと腕組みをして考えこんだ。

「離り魂こん」

　琥こ珀はく色の瞳に鋭いものがよぎった。

「そうだな。離魂という可能性もなくはないか」

「すみません、その響きが不吉なものは一体……」

「文字どおり、生者の身体から魂魄が離れていく現象だ。普通は瀕ひん死しの人間に起こるが、稀まれに強い想いなどが原因で離魂してしまう事例も確認されている」

　──遠く離れた場所に住む、愛いとしい人に逢いたい。

　──病身だけれど、どこか旅に出たい。

　そういった想いの果てに、魂魄だけが抜け出してしまうのだという。

「抜け出して、元の身体に戻れるのですか？」

「戻れた事例も戻れなかった事例もある」

「…………」

　戻れなかった場合を考えるとぞっとする。

「……その離魂が、どうかしたのですか？」

「人工的に離魂をうながして、葉よう春しゆん燕えんの魂たましいを肉体から分離させて、別の肉体に移したのがその白装束かもしれない」

「ええっ」

　あまりに突とつ飛ぴな発想に、目を白黒させる。

　白虎が首をひねった。

「しかし……可能だとしても、何なに故ゆえにそのような真似を？」

「実験かもしれん」

「実験──」

「葉春燕は殺しては人質としての価値がなくなるが、逆に言えば殺す以外であれば何をしても構かまわない状態だ」

「…………」

　仮説だけでも立てられたらと思ったのだが、想定以上にえげつない推論を示され、なんとも言えない沈黙が落ちた。

（冬とう泉せんさまには言えないなあ……）

　だが、蒼そう刻こくには早く伝えたい。
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　話が一区切りを迎えたところで、朧月はふと思い出した問いかけを口にする。

「あの」

「なんだ。無む駄だにおどおどするな」

「そういえば星彩から聞いたのですが、殿下はお師さまのことを峰ほう桜おう……と呼んでいたとか？」

　めずらしいことに張角の表情が目に見えてこわばった。

「あだ名ですか？」

「……あだ名。まあ似たようなものか」

　苦虫を嚙み潰したような調子である。

「私はすでに死に、もはや月げつ蝕しよく領りようの宿命からは離れている身だ。世間では罪人という認識の強い『張角』を名乗るのは不便も多いのだろうと、あのすこぶるお人よしで気の抜ける男が提案してきた」

「はあ……。ではこれからは峰桜さまとお呼びすればよいのでしょうか」

「無理をして呼ぶ必要はない」

　つっけんどんな口ぶりで、張角。そのくせ新しい名など必要ない、という拒絶には至らないのだなと朧月はちょっと冷静に見てしまう。

　星彩がにんまりと笑った。

「朧月ちゃん、この人ちょっと照れてるんすよ」

「──おい」

「ま、あなたにとっては初めての同年代の朋ほう友ゆうというものだからか。……ずいぶんと奇妙な縁だが、月蝕領でのことの」

「おまえは髭ひげをむしられたいのか」

　いつも冷静沈着な彼が、かつての側近である白虎に大おと人なげない拳を食らわす様は、その拳を痛がりもしない張ちようさんと合わせてなかなか笑いをこらえるのに苦労した。

　身じろぎして、朧月はふと動きを止めた。

「……ん？」

「どうしました？　朧月ちゃん」

「少し待って、何か嫌な予感が……」

　朧月は、常に護ご符ふのように持ち歩いている小さな巾きん着ちやくを枕の下からとり出した。

　見れば蒼刻からもらった九きゆう華か石せきの首飾りの糸が、ふっつりと切れている。

「あら～。朧月ちゃんの首輪が」

「く、首輪と言わないで。……でも大事にしてあまりつけていなかったのに、どうしたのかしら」

　蒼刻の身に起きたことをまだ知らない彼女は、不思議そうに首をひねった。
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　静かすぎるほど静かな午後の陽光に浸ひたる華か林りん園えん、曹そう家所有の別邸。

　迷まい子ごになるほどの広大さには見合わぬ少人数しか一族の者を迎えておらず、また家人の数も維い持じに必要な最低限といった具合なので、昼と夜の間という忙しい時間の谷間には、まるで息いき絶たえたかのような静けさが敷地内を包む。

　その一室。

　手入れは定期的にされているのか清潔で、けれども生活感のまるでない角部屋に彼らはいた。

「うちの朱しゆう義ぎが、幻げん身しんの是ぜ空くうにこっぴどくやられたと聞きました」

　腕組みをし壁に半なかばもたれて立つ緋ひ鷹おうが、やや硬質な声こわ音ねで問いかける。

「あの男が死して尚なおおよそ常人が御ぎよせる類たぐいの男ではないのは、一度会話しただけでも察しがつきましたが、ここまで見境がないとは。あなた方は、その道に関しては護ご花か七しち将しよう軍ぐんの来らい煌こう言げんよりも長たけていると聞いたのに、俺の買いかぶりが過ぎたのか」

　──沈黙。

　独ひとり言ごとにしては不自然だが、さりとて答える声もなく。

　事情を知らない者からすれば理解に苦しむ──あるいは緋鷹の狂気を疑うような状況だったが、本人はどこまでも自然に話を続けている。

「皮肉？　いえ、そこまで積極的にあなた方を咎とがめようとは思っていませんよ。これは俺の愚ぐ痴ちと身勝手な懺ざん悔げに過ぎない。朱義から見れば、俺に今さら気遣われたところで手遅れでしかないのですから」

　他の者には聞こえない声でも聞いているかのように、いちいち浅くうなずいてみせながら緋鷹はとりなした。

「まあ、あなたのご不満はわかります。が、あなたが最終的に『冥めい界かい公こう主しゆ』を手に入れるようにはしますので、今しばらくは俺の試し行こう錯さく誤ごにお付き合いいただけませんか。そもそもこの話を俺に持ちかけたのはあなたですが、俺ごときの力でも、手助けがなくては少しは困るのでしょう？」

　──沈黙。

　緋鷹は冷たく笑いながら頭こうべを垂たれてみせるという、なにやら中途半端な礼をとる。

　真しん紅くの瞳が据すえられた先は、帳とばりで四方を囲まれた一角。

　そして再び口を開き、確認のように呼びかけた。

「皇おう子じ殿でん下か」

　あやすようで、煽あおるような、まじないめいた響ひびきで。











《了》













あとがき






　こんにちは。毎度色々はみ出した修しゆ羅ら場ばからのあとがきとなり、関係者の皆様に足を向けて眠れないどころの状態ではない作者です。……本当に申し訳ありません。そして、この場を借りて厚く御礼申し上げます。

　前巻と対ついになった表紙はじめ、いつも眼がん福ぷくのキャラ紹介を描き下ろしてくださるくまの柚ゆず子こ先生、お忙しい中、素敵な絵をありがとうございます。陰に日向ひなたに支えて下さる方あっての『双そう界かい幻げん幽ゆう伝でん』です！

　あまさかえで先生によるコミカライズ完結巻が先月発売されまして、一気読みして華はなや可か愛わいい中華幽ゆう明めい世界に浸ひたるなら今！　でございます。

　よろしくお願いいたします。




　謝しや辞じと宣伝だけで埋めては何なので今巻のことにふれようと思ったのですが、個人的に苦手意識のあったローティーン少年キャラを克服しよう企画中ですということくらいしか燃え尽きた頭に浮かびませんでした。無意識にナイスミドルやロマンスグレーばかり増やしてしまった反省でもあります。

　今巻ゲストの少年当主、そちら方面の嗜し好こうの方にお気に召めしていただけたら光栄です！

　それでは、お手にとって頂きありがとうございました！





木村千世
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　とある不ふ穏おんで不安で不可解な事件が終わり、幽ゆう鬼き院いんに日常が戻ってきた日のことだった。

　朧ろう月げつは数日前に、蒼そう刻こくに「手料理をご馳ち走そうする」約束を……したというか、いつものノリで彼に押し切られてさせられたというか。ともかく彼のために何かを作らなければいけない状況で、彼女は途と方ほうに暮れていた。

「……何を作ればいいんでしょうか」

「別になんでもいいぞ？」

　愛刀の手入れをしている蒼刻が、あっさりと言い放つ。

　なんでもいい、という答えが一番困るのだと知らないのは、彼が普段、食事作りをしなくても済む御おん曹ぞう司しだからか。

「では、今わたしが煎いれたお茶で、約束は果はたしたことに」

「こら待て。目を輝かせながら手を抜くな」

「あ、これがほんとの『お茶を濁にごす』……」

「うまいこと言ったつもりか」

　額ひたいを手しゆ刀とうでこづかれたので、仕方なく厨ちゆう房ぼうに向かった。

　別に手を抜きたいわけではなく、蒼刻を満足させるような料理をこしらえる自信がないだけなのだ。

　朧月は邸やしきで働く料理のうまい少年に助けられて、のたのたと作業をする。はっきり言って手て際ぎわは悪い。

「もっと練習しておけばよかった……」

　後悔したが、その少年が「姫さまがドジ踏ふんでも、ぼくが食べられる系統のものに作り直してあげるから」とはげましてくれたので、朧月なりに精一杯がんばってみる。

「あんないけ好かないやつには消し炭ずみでも出しときたいけど」

「え。……蒼刻さんは、とてもいい方よ？」

「だから余計に気に食わないの」と少年は言う。朧月と同年代なので、そろそろ反抗期なのかもしれない。

「お弁当できましたよ、蒼刻さん」

「中身は──いや、いい。昼の楽しみにしとこう」

　春チユン餅ピンといって、小麦粉を湯で溶といてこね、薄くのばして焼いたものだ。これにピリっと辛からいたれを塗ぬり、素す揚あげにした芋いもや炒いためた豚ぶた肉にくや香こう菜さいを巻けば、黒こく烏う州では定番の軽食になる。

　そしておやつには、蜂はち蜜みつ風味の揚げ菓が子し。揚げるときにガチガチに緊張しすぎて、指先をちょっと火傷やけどした。

　でも味見したらちゃんとおいしかったので、ちょっと勇気が出た。竹を編あんだ入れ物に詰めこんだのを、今日は事件の後始末のために外出する蒼刻に渡す。

「いってらっしゃいませ」

「おう。夕方には戻る」

　なんとなく浮き立つ心を抱いて言えば、蒼刻はわずかに目を細めて出かけていった。彼の仏ぶつ頂ちよう面づらがわずかに楽しそうに見えたのが、気のせいでなければうれしい。




　そして宣言どおり夕方に帰ってきた蒼刻は、あちこちが血まみれだった。出迎えた朧月は、玄関で腰を抜かした。

「な、……何があったんですか!?」

「返り血だ、問題ない」

　流血沙ざ汰たを起こしておいて、問題ないはずがない。

「まさか……蒼刻さん、目つきが悪いから、ガンつけたと勘かん違ちがいされて、ごろつきに喧けん嘩かを売られたとかですか」

「俺を心配してんのか追い打ちかけたいのかどっちだ。──市で荷物を置いて財布出そうとしたら、ガキにおまえの弁当を盗まれそうになってな。で、追いかけたら、そのガキに命令をしてたごろつき集団がいた。二十人ほどいたか。全員蹴けりで根性叩たたき直してやって弁当とり戻したんで、こうなった」

「な、何もそこまでしなくても……。また作りますのに」

「俺のものなんだ。譲ゆずれるかよ」

　半なかばあきれ、半ばうれしくて、朧月は苦笑いになる。

　──味は、どうでしたか？

　きれいに空からっぽになった入れ物自体が答えだと思うが、朧月は蒼刻のちょっとぶっきらぼうな物言いが好きなので、彼の声で感想が聞きたいという欲が出る。

　おずおずと蚊かの鳴くような声で訊きくと──

「美う味まかったぞ。金を払ってもいいくらいだ」

「……！」

　彼らしい、飾らない褒ほめ言葉がうれしい。勇気を出して訊いてみてよかった。胸が、顔が、じわりと熱くなる。

「今度は、ここの名物の蜂蜜菓子が食いたい」

「……蒼刻さんって、甘党でしたっけ？」

「でもねえよ。ただ、おまえが作るとどんなふうになるのかに興味があるだけだ」

　そう言われたら、断れない。さすがに朧月という珍ちん獣じゆうの飼かい主ぬしを自負する蒼刻は彼女の隠れたツボを心得ている。狼おおかみが獲え物ものの急所を知っているみたいに、本能的に。

　蒼刻の乾いた温かい手が、彼女の頰ほおにふれた。

「それと、おまえも一緒に」

「──……はい？」

　最後のは返事ではなく、ぎょっとした声になった。

　手作り料理に、わたしも一緒って。それは、まさか。

「意味わかるか？」

　蒼刻がにやりと笑う。朧月は弱々しくうめいた。

「いや、その、できれば勘かん弁べんしてください……わたしは外でお食事するのは、基本的に苦手で」

　青い左目から熱が消え、蒼刻がしらっとした目になる。

「そういう意味じゃねえんだけどな」

「？　と仰おつしやいますと」

「一緒に食いたい、って意味──まあいい、忘れろ」

　きょとんとする朧月の頭を荒っぽく撫なぜて、彼はごまかした。

　──手料理もいいが、おまえのことも食べたいくらい可か愛わいく思っている。

　蒼刻の言葉をつなげるとそういう意味になるのだと、朧月はそこまで読めていない。そもそも蒼刻自身も、調子に乗って言いだしたものの、途中でうそ寒くなって撤回したのだ。

　そんな小さなすれ違いを挟みつつ、幽ゆう鬼きがらみの問題が何も起きない一日を、ふたりは寄り添いながら過ごしていった。








《了》



【初出】「春の乙女祭２０１２　ビーズログ文庫特製イラスト集」


（２０１２年６月３０日発行）










著者

木村千世

Chise Kimura




コミカライズ『双界幻幽伝』が完結！

最後まで、最高にいとおしい飼い主＆珍獣をはじめ中華幽明世界を描いて頂きました。

あまさ先生、本当にありがとうございました！

■千年王国（Millenarism）

http://chisekimura.web.fc2.com/










イラスト

くまの柚子

Yuzuko Kumano




表紙タイトル「自分のみつあみはちゃんと結べているのに他人の髪は結べないなんて可愛すぎます蒼刻さん！　その様子を静かにマテ状態の朧月ちゃんはなんてかわいい珍獣なのかしら！　と楽しく見守るその他二人」です。

■YUZU SPICE

http://kumanoyuzuko.sakura.ne.jp/
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